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まを上のごミ主意 


ご使用の前に「を全上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

この「ま全上のごを意」は製品をを全に正しく使用していたださ、あなたや他の人々への 
を害や財唐への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。お読みにな 
った後は、お使いになるちがいつでち見5れるところに必ず保管してください。 

表示と意味は;夕のよラになっています。 


A ち巧 

A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び 
死!::または重傷を負ラ可能性び高いと想定される内容 
を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
死!::または重傷を負ラ巧龍性び想定される内容をおし 
ていまず。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人び 
傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害の 
発生が想定される内容をおしていまず。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明していまず。 


給表巧の例 




A 記号は、注意（警告を含む）を促ず内容を告げるちのでず。図の 
中や近くに具体的な注意の容(左図の場合は感電ま意）が描かれて 
いまず。 

(S 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。 
図の中や巧くに具体的な禁止内容(を図の場合は分解禁止）び描か 
れていまず。 

♦記号は、行為を強制すること(必ずすること）を告げるちのです。 
図の中や近くに具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り出す） 
が描かれています。 







分解禁止 


A 警告けメラについて） 

分解したり修理-改造をしないこと 
感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 


1 

(D 

落下などによって破損し、内部が露出したときは、露出部に 

1手を触れないこと 

1 

接触禁止 

〇 

感電したり、破損部でケガぞずる原因となりまず。 

1電池を巧いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼して 

1 <ださい。 

i すぐに觸賴を J 


€ 

載せを取る 

〇 

すぐに觸巧煩を 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電 
池を取り出すこと 

そのまま使用ずると火災、やけどの原因となりまず。 

電池を取り出ず際、やけどに十分ま意してください。電池を抜い 
て、販売店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 


水かけ禁止 


水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 
発火したり感電の原因となりまず。 


Q 

使巧禁止 


引火、爆発のおそれのある場巧では使用しないこと 

プ□パンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵の発生する場巧で 
使用すると爆発や义災の原因となります。 


Q 

見ないこと 


レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 
失明や視力障害の原因となりまず。 


Q 

発光禁止 


車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 
事故の原因となりまず。 


Q 

発光禁止 


スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 
視力障害の原因となります。 

特に乳幼巧を撮影するときは Im む上離れてください。 


ご巧用になる前に 
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A 警告けメラについて } 


显 


幼おの口に入る小さな付属品は、幼 i 百の手のちかないところ 
に置くこと 


保臂注意か旧の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご巧談くださし、。 


A 


ストラツプが首に巻きがかないようにすること 
特に幼巧-巧童の首にストラップをかけないこと 


をを 首に巻き付いて窒息の原因となりまず。 


A 


杳告 


指定の電池または専用 AC アダプタを使用すること 
指定がのちのを使用ずると、火災•感電の原因となりまず。 


Q 


AC アダプタご使用時に雷が鳴り出したら電源プラグに触れ 
ないこと 


使用禁止感電の原因となります。 

雷が鳴り止むまで機器か5離れてください。 


A 

感電ま意 


A ミち意 けメラについ口 

ぬれた手でさわらないこと ' 
感電の原因になることびありまず。 


A 

保管注意 


製品は、幼巧の手の届かない巧に置くこと 
ケガの原因になることびあ0まず。 


A 


使用しないときは、レンズにキャップをつけるか太陽光のあ 
たらない所に巧管すること 


ま*太陽光が焦点を結び、义災の原因になることがあります。 


五 


移動注意 


H 脚にカメラを取り付けたまま移動しないこと 
輯倒したりぶつけたりしてケガの原因になることびあります。 
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A 

使用ま意 


飛行機内で使うときは、航空会社の指示に従うこと 

本機器び出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響を与える恐れ 
びあ0ます。 

病院で使ラ際も、病院の指示に従って<ださい。 


蠢 

プラグを巧く 


長期間使用しない時は電源（電池や AC アダプタ）を外すこ 
と 

電池の液漏れにより、火災、ケガや周固をミち損ずる原因となること 
びあ0まず。 

AC アダプタでご使用されている場合には、 AC アダプタを取りがし、 
その後電源プラグをコンセントか5巧いてください。火災の原因と 
なることびあります。 


Q 


本機器や AC アダプタは布団でおおったり、つつんだりして 
使用しないこと 


熱がこもりケースび変形し、义災の原因となることびありまず。 




窓を締め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異 
常に温度が高くなる場所に放置しないこと 


巧置禁止ケースや内部の部品に悪い影響をちえ、义災の原因となることびあ 
0まず。 


/^\警 a (リチウム電化について） 


Q 

禁止 


電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


(S) 

分解禁止 


電池をシヨート、分解しないこと 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 

を告 


電池に表示された警告.ミ主意を守ること 
液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A 

を告 


使用説明書に表示された電池を使用すること 
液もれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


ご巧用になる前に 


己 
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A 警 B (専用リチウムイオン巧電化について) 





カイラの取り扱い上のごま意 


•強いシヨックを与えないで<ださい 

力;><ラを落としたり、ぶつけたりしないよ 
ラに注意してください。故障の原因になり 
ます。また、レンズに触れたり、レンズお 
よびカバーに無理な力を加えたりしないで 
<ださい。 

•レンズ部は回面轟囲内でゆつ<り回 
して < ださい。 

無理に回すと故障の原因になります。 
•水に濡6さないで<ださい 

力;>< ラは水に濡らさないよラにミち意してく 
ださし、。 力;><ラ内部に水滴び入ったりする 
と部品びサビついてしまい、修理費用び高 
額になるだけでなく、修埋不能になること 
びお0ます。 

•急激な温度変化を与えないで<ださい 

極端に温度差のある場所（寒いところか5急 
激に隱かいところや、その逆になるところ） 
にカメラを持ち込むと、カメラ内がに水滴を 
生じ、故障の原因となります。カメラをバッ 
クやビニール袋などに入れて、周囲の温度に 
なじませてか5使巧してください。 

•強い電液や磁気を発生ずる場所で撮 
影しないで<だをい 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの 
周囲および強い静電気の周囲では、記録デ 
一夕び消滅したり、カメラび正常に機能し 
ない場含びあります。 

•お手入れ方法について 

手入れの際は、ブ□アーでゴミやホコリを 
軽<吹をもってか5、乾いた柔5かいなで 
軽く拭いてください。 

レンズ面や液晶画面び巧れたとをは、ブロ 
アーでゴ S やホコ U を吹を払い、ミちれび取 
れない堤合は乾いた柔5かい巧に市販のレ 
ンズク U —ナーを少量湿5せて、軽<拭い 
てください。固い物で拭くと傷になります 
のでごを意 < ださい。 

•巧管する際には 

力;><ラを長期間使用しないとさは、バッテ 
IJ 一を必ず取り出しておいてください。ま 
た、カビや故障を防ざ、カメラを長期にわ 


たってご使用いただけるよラに、巧に一度 
を目安にバッテリーを入れカメラを操作す 
ることをおすすめします。 

♦バッテリーや AC アダプタを取りがす 
とまは化ず電源オフの巧態で行ってく 
ださい 

電源オンの状態で、バッテ U - の取り出し、 
AC アダプタの取りがしを行ラと、故障の原 
因となります。特に撮影動作中、または記 
録データの削除中の前記操作には、十分を 
意してください。 

♦液晶モニタについて 

-液晶モニタの特性上、一部の画素に常時 
点灯あるいは常時点灯しない画素び存在 
することびありますび故障ではありませ 
ん。予めご了承ください。また記録され 
る画傲には影響はありません。 

-屋外では曰差しの加減で液晶モニタび見 
えに <い場合びあじます。 

•液晶モニタ表面を強くこすったり、強く 
巧したりしないでください。表示パネル 
の故障やトラプルの原因になります。を 
しホコ U やゴミ等び付着した場合は、プ 
□アーブラシで吹を化ってください。';ち 
れびひどいとさは、柔5かいなやセーム 
ま等で軽く巧を取ってください。万一、 
液晶モニタび破損した場合、ガラスの破 
損などでケガをするおそれびありますの 
で十分ご注意<ださい。また、中の液晶 
びお膚や目に付着したり、□に入ったり 
しないよラ、十分ごを意ください。 

♦ス吉アにご L 、 て 

明るい被写体を写すと、液晶 モニタ 画像に 
縦に尾を引いたよラな（上下び帯状に白く 
明るくなる）現象び発生することびありま 
す。この現象をス S ア現象といい、故障で 
はありません。また撮影された画像には影 
響はありません。 



バッテリーの取り巧いについて 


♦バッテ y —巧巧上のごを意 

バッテリーの使用ち法を誤ると液漏れ 
により製品を願食したり、バッテリー 
び破裂したりする恐れびありまず。次 
の使用上のま意をお守りください。 

. バッテ 1」 一を電源と して 長時間使用した 
後は、バッテ U —び発熱していることび 
ありますので注意してください。 

-使用期限の過ぎたバッテ U —は使用しな 
いで < ださい。 

-バッテ U —容量のな<なった U チャージ 
ャブルバッテリーを力;< ラに入れたまま、 
何度ち電源のオン/オフを繰り返さない 
でください。バッテリーの寿命に影響を 
およぼすおそれびあります。 

♦撮影時には液晶モニタをオフにして 
バッテ U —の消屏を防ぐ 

撮該する場合に、液晶モニタをオフにして 
ファインダーのみで撮影することで、バッ 
テ U —の消耗を防ざ、撮影コマ数を増すこ 
とびでをます。 

♦撮影の前にリチャージャブルバッテ 
リーをお6かじめ巧電ずる 

撮影の際は、 I 」チャージャプルバッテ I 」一 
の充電を巧ってください。付属のリチャー 
ジャブ J レバッテ U —は、ご購入時にはフル 
充電されてお0ませんのでご注意<ださい。 

♦モ摘バッテリーを巧意ずる 

撮影の際は、予備バッテリーをご用意<だ 
さい。特に、海がの地域によっては U チャ 
ージャプルバッテリー、リチウム電池の入 
手び困難な場合びありますので、ごを意く 
ださい。 

♦ほ温時のバジテリーについて 

バッテ U —は一般的な特性として、ほ温時 
には性能び低下します。低温時に使用する 
場合は、バッテ U - およびカメラを冷やさ 
ないよラにして < ださい。 


•低温時には容量の十分なバッテリー 
を促い、モ備のバッテリーを巧意ずる 

お温時に消耗したバッテ U —を使用すると、 
力;><ラび作動しない場合びあります。低温 
時に撮影する場合は十分に充電されたリチ 
ャージャブルバッテリー、または新しい U 
チウム電池を使用し、保温した予備のバッ 
テリーを用意して暖めなび日交互に使用し 
てください。お温のために一時的に性能び 
お下して使えなかったバッテリーでを、常 
温に戻ると使える堤合びあります。 

•バッテ y —の接点について 

バッテ U —の接点び巧れていると、接触不 
良でカメラび作動しなくなる場合びありま 
すので、バッテ U —を入れる前に接点を乾 
いた巧などで拭いてください。 


ご巧用になる前に 
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はじめに 


このたびは、 ニコン デジタル カメラ COOLPIX 日日已に日日己） をお買い 上 
げいただき、ありがとラございます。この使用説明書を最後までお読みい 
ただき、十分ご理辭のうえ、末永くご愛用いただくようお願いいたします。 


■ラジオ、テレビなどへの電液盾害についてのごを意 

この装置は、情報処理装置等電波障善自主規制協議を CVCCI ) の基準に基づ<クラス日情 
報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置 
びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあ 
ります。使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

■巧 i 正書とユーザー登録力ードについて 

この製品には保証書とューザー登録カードび付いていますのでご確認ください。 r イ呆証書」 
は、お買い上げの際、ご購入店か日お客さまへ直接お渡しすることになっております。「ご 
愛用者氏名」および「住所」「ご購入年月曰」「ご購入店」びすベて記入された保証書をお 
ずお受け取りください。「保証書」をお受け取りになりませんと、ご購入1年しソ内の保話修 
理び受け5れないことになります。ちし、お受け取りにな5なかった場含は、ただちに購 
入店にご請巧ください。 

■大切な撮影を行5前には試し撮りを 

大切な撮該（結婚式や海列旅行）を斤う前には、必ず試し撮りをして力;><ラび正常に機能 
するかを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸 
費用および撮影により得べかりし利なの喪失等）ついては、補償致しかねます。 

■著作権についてのごま意 

あなたびデジタルカメラで撮影したをのは、個人として楽しむなどの他は、着作権ま上、 
権利者に無断で使用でをません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむ 
などの目的であってち、撮影を制限している堤合びありますのでごを意ください。また、 
着作権の目的となっている画像は、着作権法の規定による範囲内で使用するし处列は、ご利 
用いただけませんのでご注意ください。 

■商標説明 

• Compa は円 ashTM ロンバクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft® および Windows® は米国 Micmsoft Coiporation の米国およびその他の国における織商標です。 

• IBM は International Business Machines Corpora 化) n の米国における登録廟票です。 

• Macintosh は米国およびその他の国で^された^アップルコンビュータ社の商標です。 

• PC-9801. PC-9821 は日本^^^1：^±の商標です。 

側也礎±名' 亂口ぶは各社の商標、纖商標です。 

I -デジタルカゾラの特性について-1 

さねめてまれなケースとして、表おバネルに異常な表示び点灯したまま、カメラび作動しなくなること 
びあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路内部に侵入したことなどび考えられます。 
万一このよラな:!犬態になったとさは、電源を日 FF にしてバッテ IJ 一を入れ直し、電源を ON にしてカメラ 
を作點させてみてください。その際、カメラを長時間使用していますとバッテ U —び熱くなっているこ 
とびありますので、取り撮し M こは十分にご注意くださレ。 AC アダプタをご使用時は、力^ラの電源を才 
フにし、いったんカメラから取0外して再度力^ラに取り付け、電源を ON にしてカメラを作動させてみ 
てください。また、この操作を行ラことでカメラび作動しなくなった状態のときのデータは失われる恐 
れびあ0ますび、すでにコンパクトフラッシュカードに記録されてレるデータは失われることはありま 
せん。この操作を巧ってちカメラに不具合び続く場合は、当社サービス部門にお問い合わせください。 
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説明書のほい方 


本使用説明書の構成 

この使用説明書は、操作しなび6自然に COOLPIX 日日己をご理解いただく 
ことを目的にして、甚本操作か5応用操作へと順を追って、下記のように構 
成されています。 


ご皮巧になる前に 

力;<ラを安全にお使いいただくためのご注意、各部の名称、クイック 
ガイド、メニュー項目一覧などを説日月しています。 

撮影前の準摘 

カメラを使ラための準備として、電池やコンパクトフラッシュカード 
の入れ方、力;<ラの設定などについて説明しています。 

簡単な撮慕と再を 

デジタルカ;< ラをはじめてお使いになる方にち簡単に行える撮影と 
再生の方法を説明してあります。 

を機能の詳細 

撮影、再を、削除の甚機能の詳細について説明しています。 

巧:巧的な巧いち 

巧っておいていただくと便利な機能について説明しています。 

メニューにごいて 

撮影、再生の各メニューについての詳細を説明しています。 

接 続 

テレビ、パソコンなどのが部機器との接続方法の概要などを説明し 
ています。 


^ ^ 別売アクセサ U —、警告表示びでたときの対応方法やカメラの仕様 

み などを紹介しています。 


■本書の内容については、予告なく変更することびあります。 

■本書の内容につをましては、万全を期して制作いたしましたび、万一お気付をの点びご 
ざいました5、お買い上げの販売店または当社サービス部門までご連絡<ださいますよ 
ラお願いいたします。 

■本書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。 


-本文中のマークについて-^ 

^ メモ ：補足的な情報や便利な情報び書かれています。 

D ここをチェック！： 操作を行ラとをにチェックしていただをたい情報び書かれて 
います。 

D ミ主意 ：を意していただをたいことや守っていただをたいことび書か 

れています。 

(腹' P .00) :参照ぺージび書かれています。 
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19 


20 


21 


習 

22 23 16 


-ビデオ出力端子 
-デジタル端テ 


スビー ドライト 
を上げた状態 


1フアインダー陸 "PilG 
2赤目軽減/セルフタイマー表示ランプ 
应^ P .66/49 
3レンズ 

4モニタボタン i ^ P .42 
5クイックレビューボタン应 
6 ；><ニューボタン屈 P .9 日 
7表示パネル i ^ P .16 
8セレクトダイヤル 》^ P .28 
9シャッターボタン庭= P .4 日 
10露出モードボタン/ FUNC] ボタン 
恆 P. 巨0/128 

11露出補正ボタン/ FUNC2 ボタン 
屈 P. 巨7/129 
12コマンドダイヤル 
13ビデオ出力端子■デジタル端子カバー 
i^P.l 己3/]己4 
14ズームボタン》^ド.43 
15コンパクトフラッシュカードカバー 
应^ P.34 


調光センサー 
- スピー ドライ 卜 
発光部 


16ストラップ取0付け部 》^P.38 
17スピードライト□ック解除レバー 
63= P.46 

18スピードライト i^P.4 巨 
19 フォー カスモード/マニュアル フォー カ 
ス/削除ボタン恆 P. 已7/77/73 
20スピードライトモード/感度変更/ 
サムネイルボタン P. 巨日/68/已日 
21画質モード/画像サイズボタン 
P. 已4/己已 

22液晶モニタ屈 P. 17 
23 7ルチセレクター 《a=P.28 
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増なターミナルの 
キャップのかしち 

2 


3 


10 9 8 7 6 5 4 

1 DC 入力端子カバー恆 P.1 已 2 6緑色 LED 屈 P. 16 

2増なター S ナル-^ P.87 7スイバルリミットレバー 》 ^P.l 日 4 

3視度補正ダイヤル* ^ P .4 日 8 =脚ネジ巧 

4ファインダー接眼窓!^ P.1 巨 9電池室カバー i^P.30 

5赤色 LED 应 'P.l 目 10電池室カバー開閉ノプ P.3 日 

■ 操作ボタンの本文中での表記について 

この説明書の本文中では、操作ボタンを政下のよラに表記します。 

それぞれの操作ボタンの位置は、 P. 14のイラスト中の番号を参照してください。 

4 5 6 12 14 23 

モニタボタン クイックレビュー メニューポタン コマンドダイヤル ズームボタン マルチセレクター 

ボタン f 

n a 〇 馨 画画鐵 

P . 14(左べージ）の19、2日、 再ち モー ドでを 

21の3つのボタ：/は、欄巧 ボタン機能表示 

—ドと再をモードのボタンの コマンドダイヤル拼用時の 

機能び異なるため、この説明 ボタン機能表示 

書の中では、図のよラに表言己 撮影 モー ドでの 

します ボタン機能表示 



19 

20 


21 

撮影モードでの 
ポタン表示 

しんかみモ_ドボタン 

画 

スピードライト 
モードボタン 

(quad 画質モードボタン 

再生モードでの 
ポタン表示 

面 

輪眶タン 


サムネイルボタン 

( QU ® 





ご巧用になる前にを部の名称 


15 





る部の名赖口づき) 


表巧/(本 J レ （図は説明のため、全表示を点灯させた:!犬態を示しています) 



1 露出モード表示防 P .60 8 露出補正マーク防 P .67 

2 ホワイトバランス表示 P .94 9 撮影可能枚数表示/露出状態表示/ 

3 マニュアルフオーカス表示松 P .77 通信状態表示陪 ■ P . 56/日3/1己4 

4 感度変更マーク陪 P . 己 S 10 スピードライト（モード）表示松 P . 日已 

5 絞り値•シャッタースピード表示/ 11 画質モード表示腹^ P . 已4 

各種数値情報表示※ 12 画像サイズ表示腹^ P .5 已 

6 セルフタイマー/フォーカスモード表示 13 バッテ U — チェック表示 @ P .3] 

陪 P .49/57 14 測光モード表示松 P .96 

7 連写モード表示 P .98 

※使用する機能によって、シャッタースピード（シャッター優先オート/マニュアルモード時)、絞 D 値（絞 
0優先オート/マニュアルモード時)、露出補正1匡（露出補正時)、撮影距離（マニュアルフォーカス時）や、 
感度など各種数値情報び表示されます。 

ファインダー /LED 


I I 、 — 近距離補正 マー ク 

-厂 — 

〔〕 - AF フ レー ム 

-I 



/赤色 LED 

ら〇 

—緑色 L 田 

AFO 


点灯：スピードライト発光予告 
点滅：スピードライト使用推奨表お（高速で点滅） 
スピードライト充電中表示（低速で点滅） 

点灯:合焦（撮影巧能）表示 
点滅：オートフオーカス3戸合焦表示（高速で点滅） 
撮影画像記録中表お（中速で点滅） 

電子ズーム中表お（低速で点滅） 

画像サイズの3 : 2使用時表示（低速で点滅) 
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液晶モニタ 
(撮影モード時） 


■ b U T I 

國- 

— lipfe 、 昼。。這 


_ B.L 

，蘇。 L 


云 □ 田 n □□□ホ 
呵窗 g 魄 J . I 


iA 司 I —14 

i)i^p~i •— ' J — 15 

み — 16 
媒一17 
臟——18 

踐半 ——19 

職——20 




22 23 

1 カスタム NO . 表示* i »^ P .106 
2 セルフタイマー/カウントダウン表示 
松^ P .49 

3 ズーム表示/ UH 連写進巧表示 @ P .43/99 
4 電モズーム倍率表示な* P . 已9 
5 時計マーク *2 腔 • P .33 
6 マニュアルフォーカス距離表示松 P .77 
7 スピードライトモード表示屈 ■ P .65 
8フォルダ名表示*3陪 ■ P . 120 
9 コンバータ表示陪 ■ P . 104 
10 巳 SS 表示/ノイズ除去表示 
心 P .10]/ l ] 已 

11 露出固定 （ AEn ック / W 巳[ホワイトバラン 


24 25 26 27 28 

14 バッテ U - チェック表示陪 P .3] 

15 測光エ U ア /AF エリア表示防 P .96/109 
16 輪郭強調表示陪 P .1 ]2 
17 ホワイトバランス表示ぉ ■ P .94 
18 感度変更モード表示院 P . 己8 
19 階調補正表示/モノク□表示 
防 P . 102/103 
20 画像サイズ表示防 P 万5 
21 画質モード表示防 P 万4 
22 測光モード表示^ P .9 日 
23 露出モード表示腔^ P .60 
24シャッ タースピード 表示陪 P .62 
25 露出インジケーター表示陪^ P . 日3 
26 絞0値表示^ P .62 


ス]□ック）マーク陪 P . 107 26 絞0値表示陪^ P .62 

12 ブラケティングマーク/ホワイトバランスブ 27 露出補正マーク/露出補正値表示陪 P .67 
ラケティングマーク陪 P .1 13/114 28 カウンタ（撮影可能枚数）/動画時間表示 

13 連写モード表示 P .98 屈 ■ P 万6/98 

*1 カスタム N 0.を1にセットした場合は表示されません。 

*2 曰時設定されていない場合に点滅表示します。 

*3 フォルダ名を 「 NIKON 」 と設定した場合は表示されません。 

液晶モニタ 1— 

(再生モード時） 2—— 



1撮影曰付表示ぉ* P .32 
2撮影時刻表示^ P .32 
3画徹サイズ表示 1®= P . 己4 
4画質モード表示防 P . 己己 
5フオルダ名表示陪 P . 138 
6 ファイル名表示陪" P . 己9 


7 バッテ 1」ー チェック 表示 臨* P.31 
8 転送画像表示 陌 'P. 144 
9 プ U ント表示 院 P.142 
10 プ n テクト表示 降 P . 140 
11表示画像番号防 P.69 


ご巧用になる前にさ部の名称 (つづき) 






クイックガイド 


このクイックガイドでは、今すぐカンタンに撮影してみたいという方のた 
めに、撮影の準備か5撮影終了までの操作手順を簡単に説明しています。 

各操作等の詳細は、それぞれの参照ページをご覧ください。 


セレクトダイヤルを因百にセツトし、付属のリチャージャブルバ 
ツテリーを入れまず（陪 P .30)。 




■コンパクトフラッシュカードは、正しい向き（コンパクトフラッシュカードの裏面 
を液晶モニタ側に向けます）で、ス□ットの奥まで確実に差し込んでください。 


n ま意がしいコンパクトフラッシュカードを使用ずる時のごを意 

コンパクトフラッシュカードを C 日 OLPIX 目9己本体で初めて使用する堤合には、力一 
ドのフォーマットび必要です。 ただし、付属のコンパクトフラッシュカードはフォー 
マツト済みです。 


[コンパクトフラッシュカードの取り出し方] 




ち 

iff 



"溫。 IS 

digital I 


V 

] 

f 

p 。化 ^ 

f 滿 

备 

j 

I 




n ま意コンパクトフラッシュカードを着脱ずる時のごを意 

セレクトダイヤルび回田になっていることを必ず確認してください。 
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七レクトダイヤルを 回 〇にセツトし、バツテリー容量を確認しま 

ず （》^ P .31)。 



D ま意"ッテ U - 容量びがない時のごミ主意 

容量びかない場合は、付属のチヤージャーを使用してバッテ1」一を充電してください。 


A ピントをさわせたい被写化を、液晶モニタおよびファインダーの 
1中央部に重ね、構图お夫めまず杉 P .42)。 

•ズームボタンの厘]を押すと広ち （8mm) 側に、區)を巧すと望遠 （3 吕 mm) 側 
にズー S ングします。 

•電子ズームを使用して、さらに 4.0 倍までの望遠撮影び行えます （应 P. 已 9 )。 


画メモ画質モードと画像サイズについて 


涵@ボタンを巧すと4種類の画質モード（田縮の比率）び（岐 P . 己4)、ボタンを巧 
しなび5コマンドダイヤルを回すと6種類の画像サイズ（画像の太をさ）び（陪 P. 已已）、 
それぞれ選択でをます。 


局 1 _H I J 


大 FULL (巧巧なし） 


画質モード 


画像サイズ 


低 BASIC 


( の剛 

ssaa 

圆 

小 化け J 


回〇では、画質モードを EED にセットすることはできません。 


圆メモ曰時設定について 

初めてお使いになる時は、曰付-時刻は設定されてしなせん。 「日時設定」 を行うと撮該 
日時び画慷データととちに記録され、画像を再生したとを （i^P.69) などに確認す 
ることびでをます。セットちまは 「日付と時刻の設定」 をご覧ください （《^P.32)。 


ご巧用になる 
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クイックガイド （つヴき) 


5シャツターボタンを半巧しして、ピントを合わせまず （《^ P .44 )c 

合焦時 



非合焦時 




緑色 LED (点灯）緑色 LED (高速で点滅） 


ピントび合ラと緑色 LED び点灯し、ピントび合わないとさは素早く点滅します。 



• 被写体び暗い場合は、シャッターボタンを半巧しすると赤色 LED び点滅して内蔵ス 
ピードライトの使用をおすすめします。 


• スピードライト□ック解除レバーをスライドさせ、内蔵スピードライトを上げてく 
ださし、（应 'P.A 日）。 


n ま意巧裔スピードライト巧巧の隐のごま意 

内蔵スピードライトび上びっている場合、発光部び熱くなっていることびありますの 
で、ご注意 < ださい。 


7ゆつくりとシャツターポタンを巧し込みまず （^ P .4 己)。 



• シャッターボタンを深く巧し込むとシャッターびをれ、操作音 P.4 已）びピッ 
と]回鳴って、撮影び行われます。 
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8 撮彰した画像をずぐに巧認したいと去は、クイックレビューボタ 
ン n だ g 巧押しまず （„^ p .47)。 



口 

む 


レビュー再生モード 



クイックレビューボタンを巧すごとに、液晶モニタの表示び次のよ5に切り換わり 
ます。 

广撮影モードーレビュー再をモードー簡易再生モード ー！ 


I レビュー再生モードでは、最後に撮影した画像と表示画像番号び液晶モニタの左上 
の部分に縮ル表示されます （•^P.82)。 

I 簡易再生モードでは、レビュー再をモードで縮ル表示されていた画傲び液晶モニタ 
全体に再生されます （I^P.SA)。 


9 


撮霞を終了したい時は、七レクトダイヤルを回田にセツトしまず。 


FUNclirFllNC.2 
mods'' (a ' 


^ メモ攝影画像の削おについて 

撮影した画像は、 簡易 再生モードで削除することびでをます。 
詳しくは、「簡単な撮影」の手順 6. (.^ P.48) をご覧ください。 


ご巧用になる前に クイックガイド 
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撮緊メニユー頃目一覧护 P . 日 0) 



撮影メニュー1 

menu メニューボタン 
CJ で呼び出します。 



撮影メニュ ー1 と 
2の画面はマルチ 
セレクターで切り 
換えます。 




ホワイトバランス e 

撮影状況に応じて' 適応 
するホワイトバランスび ♦ 
セットでさます。 

^9.94 

測巧方式 含 

撮影状況に応じて、測光 
方式を選択でをます。 ♦ 

跨 ' P . 日6 

連写 含 

撮影ち式を単写、達写、動 
画などから選巧でをます。 ♦ 

陌 'P.gs 

BSS S 

最大10コマの連続撮影 
を行い、最ちシャープだ ♦ 
と判断される画像だけを 
記緑します。 «®-P.101 

階調巧正 S 

撮影する画像のコントラ 
ストと明るさを変化させ ♦ 
ます。 

^ P . 102 

彩度調整 含 

画像の鮮やかさを調整す 
ることびでさます。 ♦ 

陪 P . 1日3 

コンバータ 含 

鲁種コンバータなどを使 
用する撮影に適したカメ ♦ 
ラのセツトを fj います。 

心 P . 104 


A オート 凿堂光な 

曲プ U セット * 量天 

ホ太陽光 Vスピードライト 

来電琼 

國マルチ 
Q スポット 
西]中央重点 
EE AF スポット 

巨]単写 UH 連写 

写 U 連写 動画 

m マルチ連写 
m 高速連写 


BSS0FF 

BSS0N 


A3 AUTO な+ 明るめ 

0 標準 均-暗め 

3+コントラスト+ 

3- コントラストー 

+1彩度+1 C モノク日 

0標準 
-1彩度一1 
一 2彩度一2 

® OFF ® フィッシュ アイ 1 

巧 T ワイドコンパータ@ フィッシュ アイ2 
^テレコンパータ1 -g スライドアダプタ 
W テレコンパータ吕 
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ご巧用になる前に撮影メ 





因 O 画 I 撮影 SET-UP 頃目一覧(防 P 118 ) 



SET-UP 1 

(6 圆） 



メニューボタン 
とマルチセレク 
ターで 呼び出し 
ます。 


む 



フォルダ設定 回〇回 

撮影-再生に使用するフ 
オルダの選択と、操作を 
巧います。 

腹 • p . l 吕〇 


モニタ設定 回〇回 

モニタ表示、画面の明る 
さ、画面の色合いをセツ 
卜します。 

吁 .123 


ボタン設定 〇回 

鲁機能のセット状態の記 
憶と、 FUNC .1/2 への 
機能割り当てびセットで 
さます。 "^ P .128 

ズーム 〇回 

電子ズームの ON / OFF 、 
起動時のズーム位置、ズ 
-ム時の F 値を巧持びセッ 
卜できます。 «®- P .130 

パワーオフ設定回〇回 

才ートパワーオフ機能び 
作動するまでの時間をセ 
ットでさます。 

隐* P .12 已 


連をモード 回〇回 

画像のファイル名を連続 
する通し番号で自動的に 
セツトでさます。 

@ P.l 吕巨 


力ードフォーマット回〇回 

つンバクトフラッシュカ 
ードのフォーマツトを行 
います。 


♦ 


♦ 


♦ 


フオルダ操作 

NIKON 
(フオルダち） 

モニタ表示み励の) 

画面の明るさ 
画面のを合い 

ボタン記憶 

FUNC .1 

FUNC .2 

電子ズーム 
起動時ズーム位置 
ズーム時 F 帽保持 

30 S 
1 M 
已 M 
30 M 

GN 
OFF 
U セット 


SET - UP 1 と2の 
画面はマルチセレ 
クターで切り換え 
ます。 


► 新規作成/名称変更/ 
フオルダ削除 


► モニタ ON/ レビ: L—ON/ 
レビュー日 FF/ モニタ日 FF 

► (已段階にセット可能) 
►(1] 段階にセット可能) 

► ら <§>/认 化か MODE/ 因 

. MODE/ii 化 &々感/ 
>ホワイトバランス/因湖臓 


► ON/OFF 

► 日 F 欄な i/WDEAlUE 

► OFF/ON 
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陪 P . l 27 


力ードフオーマット 


► し、いえ/フォ ー7 ットする 












SET-UP 

(回が 

回〇圆 マークのつ 
いた SET - UP 項目 
は、因6の set ¬ 
up でちセツ 卜で 
をます。 


Info.txt 
I ビデオモード 
j 言語 （ LANG ) 
S 削除禁止 


SET - UP 2 

(6 回） 



U P 

1 \ 


フォルダ設定 ► 


目 

1ニタ設定： 

■{乍音 

パワーオフ設を 
■# モード 
力ードフォーマット 
日時設定 


Icmenu^OFF をち巧►投を1 


ビデオモード 
ts( L A N G ) 

HR# 止 


スビードライト_ 

日時お定 
info.txt 
ビデオモード 
な （L A N G ) 

•お«止 


スビードライト 
お巧昔 
B 時 R 定 


スビードライト 
巧作ち 
日時をを 


スビードライト 
»巧百 
日時設を 


発光量補正 
♦ 内蔵発光禁止 
撮影確認ランプ 


スピードライト 〇 画 

発光量補正、内蔵スピー 
ドライト発光禁止' 撮影 
確認用ランプ点丹びセツ 
卜でさます。心 P .13] 

操作音 回〇回 

カメラの状態を知らせる 
操作音の ON 、 OFF びセ 
ットでさます。 

@ P . l 吕已 


S 時 IS 定 囚〇回 

内蔵時計の日時と年月日 年 •月•曰•時•分 

をセットします。 > 

曰付表示順 

陪 P.32 ■ ] 27 

info.txt 〇画 

画像ファイル名と撮影時 off 

の各種データをテキスト ♦ 

ファイルとしてカードに ON 

記録します。心 P.132 

ビデオモード 〇 画 

ビデオ出力のち式を NTSC 

NTSC または PAL にセ ♦ 

ットでさます。 PAL 

防 P.133 

言語 （ LANG ) 〇 画 D 

方ニューに表示する言語 E 

を切り換えることびでさ ♦ F 
ます。 J 

"^P.133 S 

削除禁止 〇画 

記録されている画像の削 ON 

除を全て巧えないよラに ♦ 

でさます。 OFF 

@P.133 

























囚 


再生ゾニユ ー/SET-UP 頃目一覧（屈 P 134/14 日 ） ■ 



再生メニュ ー 

メニューボタン 
CJ で呼び出します。 



再生メニューと 
SET - UP の画面 
はマルチセレクタ 
一で切り換えま 
ず。 



削な 

廈数の選おした画像や全 
画像の削除、および転送 
設定、プリント指定の解 
除が行えます。が P . 136 

フォルダ設定 

再生するフオルダの選が 
と、フオルダ操作（新規 
作成、名称変更、削除） 
を行います。 "^ P .138 

スラ斗ド シヨー 

画像を一定間隔で順番に 
再生するスライドシヨー 
を行います。 

が P .138 


プ□テクト設定 

記録されている画像を不 
用意に削除しないよラに 
プ□テクトをかけること 
びでをます。が P .140 


巧表示設定 

指定された画像を再生画 
面やメニュー項目の画像 
選巧画面で表示されない 
よラにします。が P .14] 

プ y ント指定 

画像ファイルのプリント 
について、枚数/情報の 
有無を指定することびで 
さます。 @ P .142 


転ち画臟定 

パソコンに接続した時に 
自動蜘こ指定した画像を 
一括して転送することび 
でをます。 @ P .144 


ぉ se 趕巧画像削除 
W を画像削除 
ヘ^な i 転送プリント辭除 

曰 フォルダ操作 ► 新規作成/を称変更/ 
ホまてのフォ j 的‘ フォルダ削除 

ご NIKON 
己（フォ j 的ち） 

曰開始 

インタ-パル蘭 ► 2 秒/ 3 砂/巳秒/ 1 日秒 


Oti (画像を選択してプ□テクト設定) 


だ;！（画像を選択して非表示設定) 


よ（画像を選巧してプリント枚数設定) 

お S へ^選択画像転送 
:::へ;を画像転送 
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オフ鼓を 

トドフォーマツ I 
日時設定 
g ビデオモード 

gtaLLANGJ _ 


SET-UP 


モニタ設定 


! 巧巧 S L 

バワーオフ設を 
力ードフォーマツト 
日時設定 
ビデオモード 
fS ( LANG) 


■/ X ワーオフ K 定 
I 力ードフオーマット 
I 日時おを 
3ビデオモード 
か居 (LANG) 


5 力ードフォーマット 
日時設を 
ビデオモード 
言岳 （L A N G ) _ 


画面の明るさ、画面の色 

画面の明るさ 

合いをセットします。 ♦ 



画面の色合し、 

豚 P .148 


操作音 


カメラの状態を知らせる 

ON 

操作音の ON 、 OFF びセ ♦ 


ットでさます。 

OFF 

防 P .148 


パワーオフ設を 

30 S 

才ートパワーオフ機能び 

IM 

作動するまでの時間をセ ♦ 

CIV/I 

ットでさます。 

OlVI 

陪 P .148 

30 M 


► (已段階にセット可能) 
►(1] 段階にセット可能） 



I モニタ没を 
まか音 

バワーオフ設を 
力ードフオーマット 
曰ち B ま 


I 毛ニタ没を 
ホ百 

巧-オフ設定 
I 力ードフオーマット 
I 日時没を 
つビデオモード 


力ードフォ ー7 ット 

つンパクトフラッシュカ 

-ドのフオーマツトを行 ♦ 力—ドフオ —7 ツト 
います。 

陪 P .149 


し、い无/フオ ー7 ツトする 


曰時設定 

内蔵時計の日時と年月日 
をセツトします。 


ビデオモード 

ビデオ出力のち式を 
NTSC または PAL にセ ♦ 
ットでさます。 

豚 P .14 白 

言語 (LANG) _ 

方ニューに表示する言語 
を切り換そることびでさ ♦ 
ます。 

@ P . l 已〇 


年•月•日•時•分 
曰付表示順 


ご巧用になる前に再生メニュ —/ SET - up 項目-覧 













セレクトタイヤルとマルチセレクターについて 


■七レクトダイヤル 

撮影モードや再生モードに切り換える時に使用しまず。 

[回〇回：撮影モード] 

撮影モードにセットすると、表示パネルび点灯し、カメラは約 
2秒間撮影準備動作を斤います。撮影準備動作び完了すると、 
液晶モニタに撮影画面び表示されます。 


[回：再生モード] 

再生モードにセットすると、表示パネルび点灯し、約2秒樓に 
液晶モニタに再生画慷び表示されます。 


各モードについて 



ダイヤル位置 

カメラのモード 

モードの内容 

P 133 

電源オフ 

カメラの電源は OFF になります。 

回〇 

撮影モード 
(フルォート） 

カメラまかせで簡単に撮影でさるフルオートモードです。撮影 
機能は自動的にセットされます*。 

〇圆 

撮影モード 
(マニュアル） 

撮影者が露出モード、測光モード、ホワイトバランス、階調補 
正、輪郭強調などの撮影礫能をセットして、目的に合った撮影 
を行ラことびできます。 

囚 

再生モード 

撮影した画像の再生を巧います。 


露出モード： P 、 測光モード：マルチ測光、ホワイトバランス： AUTO にセツトされます。 


■7 ルチセレクター 

メニュー操作時の力ーソル移動や、項目-機能の設定-決定を行います。 


巧ず 巧置 

操作でまる内容 

CI 

頃目や機能の選が： 

撮影/再生のメニュー、 SET - UP で、▲(上）または▼(下）を押すことに 
より、項目や機能の選択を行います。 

戀 

頃目-機能の ミ 夫定や設定： 

►佑）を押して、撮影•再生のメニュー、 SET - UP で選巧した項目や機能 
を決定します。また、セットしたい項目の詳細の画面に切り換わります。 

# 

フォーカスエリアの選が（〇 画 時）： 

撮影メニューの「フォーカス」の 「 AF エリア選択」を 「 MANUAL 」 にセ 
ットしている時に、フォーカスエリアの選択を巧います。 
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撮影前の準備 

撮彰に入る前にを備していただをたい 
ことび書かれていまず。 


本体と付属品の確認 

初めてお使いになる時は、速やかに本体および次の付属品びすべて 
そろっていることを確認してください。ちしセット内容に足りない 
をのびある場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


セツ ト 内容 

1. 

COOL 円 X 日9已本体 

2. 

ストラップ 

3. 

Li - ion リチャージャプルバッテリー EN - EL 1 

4. 

バッテリーチャージャー（電源コード付属） 

已. 

ビデオケーブル 

日. 

コンパクトフラッシュカード （8 MB ) 

7. 

レンズキャップ 

8. 

ユーザー 登録カード 

目. 

IPIX ソフトウエアご使用時のごミち意 

8. 

本体使用説明書 

9. 

バッテリ -チ ャージャー使用説明書 

10 . 

Li - ion リチャージャプルバッテリー使用説明書 

11 . 

コンパクトフラッシュカード使用説明書 

12 . 

保証書 


撮影前の準備 
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バッテリーの入れ方 

このカメラには、付属の専用 Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 1、 
または SViJ チウム電池 （2 CR 己）を1本使用します。 

バッテリーを入れた時や、撮影の前などには、必ずバッテリー容量をチェ 
ックして < ださい。 


1セレクトダイヤルを因田にし、電池まカバーを開けまず。 

•電池室カパー開閉ノブを g 側へスライドさせて、電池室カパーを開けます。 



ク 電池まカバーの裏側に表記されている©©指示にしたびつてパ 
仁 ッテリーを入れ、電池まカバーを閉じます。 

•電池室カバー開閉ノブを毎側へスライドさはて、電池室カバーを□ックします。 




セレクトダイヤルを回〇にセットして、バッテリーチェック表示 
を確認します。 


圆 

FUNC.1 t FUNC.2 

( mode ) (.因.） 



[pg 顺）唆@ 


圖く 



液晶モニタのバ 
ツテ IJ ーチエツ 

ク表示は、バッ 
テリー容量び十 
分なとさには表 
示されません。 


^ メモ電源について 

電源には、付属の専用リチャージャブルバッテ U — EN - EL 1 の使用をおすすめします。 
EN - EU は付属のバッテ U - チャージャーで充電することびできます。また、別売の 
専用 AC アダプタ/バッテ U - チヤージヤ ー EH - 引（屈 P .1 目日）を接続すれば、長時 
間ご使用になる堤含にをバッテリーの消耗を気にすることなくカメラを使用できます。 
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カメラの電源が入り、表示パネルにバッテリーチェック表示が点灯しまず。 
バッテリーチェック表示の内容は次のとおりでず。 


表示 

内容 

カメラの巧 態 

馈巧パネルのみ点灯） 

バッテ U —の容量は十分です。 

通常 


バッテ U —の容量が少なくなりました。 

通常（連写可能枚数等に 

巧電することをおすすめします。※1 

制限があります） 


バッテ U —の容量がなくなりました。 

撮影不可（メニューの操 

-q _ 。国 

充電済みのノいッテ U — と交換して < だ 

作は可能な場合がありま 

♦ I ♦ 

さい。※2 

す廊 P .89) 


: 6 VU チウム電池をご使用の場合は、予備の電池をご用意ください。 

: 6 VU チウム電池をご使用の場合は、新しい電池と交換してくださし、。 


•撮影の際は予備のバッテ U —をご用意することをおすすめします。 

•バッテ U —の残量び全くなくなった時は、力;ラの全機能び停止します。 
•バッテリーの残量びなくなってち、コンパクトフラッシュカードにいったん記録さ 
れた画像-撮影データは保持されます。 

•液晶モニタを日 FF にして（廊 P .42) ファインダーのみで撮影することで、バッテ 
U —の消辑を防ぎ、撮影コマ数を増すことびできます。 


^ メモ巧属のバッテ y — EN - ELl について 

付属のバッテリー EN - EL 1 はフル充電されていません。はじめてバッテ U —をご使用 
になる時は、バッテリーチェック表示を確認し、バッテ U —の容量びかない場合は、 
付属のチャージヤーを使用してバッテ U —を充電してください。充電方法はチャージ 
ヤーの使用説日月書をご覧ください。 


D ま意バッテリーについてのごま意 

•バッテ U - を入れる際は、 r 警告 J、r を険」 （应 P .3 〜 7) や 「パ’ ッ テリーの取り扱 
いについて」 （ i ^ P .9) のを意事項を必ず守ってください。 

• カメラを=脚や別売増灯ブラケットに取り付けた状態で、バッテリー交換はできま 
せん。 

•パ‘ッテリーの特性上、残量び全<な<なったバッテリーを再度力;ラに入れた堤合、 
バッテ U - チェック表示び点灯することびありますので、ごを意ください。 

•残量びなくなった U チャージャブルバッテリーをカメラに入れたまま、何度を電源 
のオン/オフを繰り返さないでください。バッテ U —の寿命に影響をおよぼすおそ 
れびあります。 U チャージャプルバッテ U - EN - EL 1 は、充電してご使用ください。 

•バッテリーチェック表示亡3び点滅表示の状態で AC アダプタを接続してを、4^ 
は点打表示されません。セレクトダイヤルを一度回田にし、再度電源を入れてくだ 
さい。 


撮影前の準備 
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日付と時刻のセット 


このカメラは時計の日付と時刻が設定されていませんので、初めてお使い 
になる時は、 i ; rF の手順にしたがって日時をセットしてください。 

1 因〇にセットし、メニューボタンを巧して、液晶モニタに撮影 
■ SET - UP のメニュー画面を表示させまず。 



2 メニユー画面で r 日時設定 J を選択しまず。 

^ •マルチセレクターの▲/▼で「日時設定」を選択して、►を巧すと「日時設定画面」 
に切り換わり、「年」の位置にカーソルが移動し、点滅しまず。 



Q 年月日時分をセットしまず。 

^ • 「年」の数値はマルチセレクターの▲を押すごとに大きくなり、▼を巧ずごとにか 
さくなります。数値をセットして►を押すと;夕の位置にカーソルが移動し、点滅し 
まず。 



年林ち妙日转時林分转日付 表示順 
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•「年」の数値は、197日〜2037の範囲でセットでさます。 





































A 日付表示順をセットしまず。 

• 「日付表示順」にカーソルを合わせマルチセレクターの ▲/ ▼を巧すと「曰巧表示 
順」は m 下の順に移動しまず。 



5日付と時刻び設定されまず。 

•希望する「日付表示順」を選巧してマルチセレクターの►を巧すと、表示お式が巧 
定して計時を開始し、液晶モニタの画面は、曰巧設定画面か5撮影 SET - UP メニュー 
画面に戻ります。 


國メモ日付と時刻の撮影画面巧の写し込みについて 

r 日時設定」 を行ラと撮影曰時び画撒データととちに記歸され、画傲を再生した時 
〇 P .69) などに確認することびできますび、撮影画面内に写し込むことはできま 
せん。ただし、撮影曰を入れてプ U ントすることはでをます。 


時計のノ（ックアップ用電池について 

C 日 0 L 円 X 99 日には、時計の作動と、カメラの設定内容の記憶用にバックアップ用電 
池び内蔵されています。力;<ラにバッテリーを入れるか、別売の専用 AC アダプタを使 
って家庭用電源に接続するとバックアップ用電池の充電を開始し、約10時間で充電び 
完了します。充電完了媛は、カメラのバッテリーを取り出してち、また家庭用電源と 
の接続を中止してち記憶された日時やカメラの設定内容は約3曰間保持されます。ただ 
し、購入初期、およびバッテ U —を入れない状態で長期間未使用だった場合は、バッ 
クアップ時間び短くなることびあります。バックアップ用電池の充電は]日時間継続す 
ると自動的に停止します。カメラのバッテ U —を入れ直すか、専用 AC アダプタを抜を 
差しすることよってバックアップ用電池の充電は再開されます。 

•充電び不十分な場合、一度セットした曰 付 データや、操作ボタン-メニューで設定 
した内容び失われることびあります。 

•記憶されたデータ（曰時、カメラの設定内容）び失われた堤含は液晶モニタに時計 
マークび点滅します。 

•長期間使用しない場合はバッテ U - を抜いて保管し、撮該前に日時を再設定してく 
ださい。 


撮影前の準備 
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コンパクトフラッシュカードのセット 

COOLPIX 日日曰は、画像データや撮影データの記録メディアとして、コン 
パクトフラッシュカードを使用します。 


•ニコンコンパクトフラッシュカード EC - CF シ U - 又または推賀力ードをお使いくださ 
し、。コンパクトフラッシュカード使用上のご注意については P .1 61、およびコンパクト 
フラッシュカードの使用説日月書をご覧ください。 


コンパクトフラッシュカードの入れ方 


i セレクトダイヤルを因百にして、コンパクトフラッシュカードカ 
I パーを開け、コンパクトフラッシュカードを是し込みまず。 

•コンパクトフラッシュカードは、正しい向き（コンパクトフラッシュカードの裏面 
を液晶モニタ側に向けます）でス□ットの奥まで確実に差し込んでください。 




n ま意コンパクトフラッシュカードを装着ずる時のごを意 

• コンパクトフラッシュカードを装着するとをは、セレクトダイヤルび回田になって 
いることを必ず確認してください。 

• コンパクトフラッシュカードを無理に差し込まないでください。力;>< ラやコンパク 
トフラッシュカードの破損の原因となります。 


2 イジェクトレパーを収納し、コンパクトフラッシュカードカバー 
を閉めまず。 

• コンパクトフラッシュカードをしつかりと差し込んだ後、イジェクトレバーを彻し 
てカバー内に収納し、コンパクトフラッシュカードカバーを確実に閉めてくださし、。 
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コンパクトフラッシュカードの取り出し方_ 

七レクトダイヤルを田巧にして、コンパクトフラッシュカードカ 
パーを開け、イジェクトレバー巧引定おこし、巧し込みます。 

•イジェクトレバーを巧し込むと、ス□ットに差し込まれていたコンバクトフラッシ 
ュカー ドびのし巧び出しまず。 



FUNp.1 I FUNC.2 
神（因） 




D ま意コンパクトフラッシュカードを巧り出ず時のごを意 

• コンパクトフラッシュカードを取り出す時、セレクトダイヤルび囚田になっている 
ことを必ず確認してください。 

• カメラの使用直後には、コンパクトフラッシュカードび熱くなっている場合があり 
ますので、取り出す場合にはご注意ください。 


9コンパクトフラッシュカードを取り出し、イジェクトレバーを収 
ム細し、コンパクトフラッシュカードカバーを閉めまず。 





撮影前の準備 
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コンパクトフラッシュカードのフオーマット 

コンパクトフラッシュカードを COOLPIX 日日己本体で初めて使う場合に 
は、カードのフ オー マットび必要です。ただし、付属のコンパクトフラッ 
シュカードはフ オー マツト済みです。 


D ま意コンパクトフラッシュカードをフオーマットずる時のごを意 

カードのフオー マッ トをすると、カード巧のデータはすべて消まされます。 

1コンパクトフラッシュカードを COOLPIX 日日5に装着しまず 
■ (i^P.34)。 

2セレクトダイヤルを 囚〇に セットしまず。 

•カードのフオーマットは、〇圆、因の各モードでも行ラことびできます。 



3 メニユーボタンを巧しまず。 

•メニューボタンを押すと、液晶モニタに撮影 SET - UP のメニュー画面が表示されまず。 



4 r 力ードフオーマット J を選択しまず。 

•マルチセレクターの▲/▼で「カードフオーマット」を選択して、►を巧ずとカー 
ドフォーマツト画面に切り換わります。 
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5 r フォーマットずる j を還択しまず。 

•マルチセレクターの▲/▼で「フォーマットする」を®^して、►をがずと力ードフォ 
ーマットびはじまり、「カードフオーマット中」といラ表示が行われた後、撮影 
SET-UP のメニュー画面に戻りまず。 









n ま意カードフォーマットを行5場合のごを意 

「フォーマットずる」 を選択してマルチセレクターの►を押すと、すぐにフォーマッ 
卜びはじまり、取り消すことはでをませんので、を意してください。フォーマットに 
より全てのデータび削除されます。また、フォーマット中はコンパクトフラッシュカ 
ードを取り出さないでください。 


^ メモカードフォーマジトを行わない場合について 

力ードフォーマットを斤わない場合は、メニューボタンを押すと撮影画面に戻ります。 
また、マルチセレクターの▲/▼で 「いいえ」 を選択して、イ/►を押してを撮該 
SET - UP のメニュー画面に戻ります。 



撮影前の準備 
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ストラツプ/レンズキヤツプについて 


ストラップの取り付け方 




レンズキャップのほい方 



• レンズキャップの取り付け-取りがしは、レンズキャップのレバーを押し込んで行って 
ください。 

•レンズキャップの紛失を防止するため、レンズキャップの巧に付属のひちを通して、ス 
トラップに結んでおくことをおすすめします。 


38 
























カゾラの構え方/シャッターボタンの巧し方 

このカメラは、液晶モニタを使った撮影と、ファインダーを使った撮影と 
が巧えます。撮影を行ラ際は、カメラが動かないように両手でしっかりと 
構え、シャッターボタンはゆっくりと静かに巧し込んでください。 


カメラの構え方 


Q ここをチェック！ 

レンズ部は回転する構造になっています。被写体に応じて、液晶モニタ-ファインダー 
び見やすく、カメラをしっかりと持ちやすい角度に回転させて撮影を巧ってください。 


D ま意カゾラの構える時についてのごを意 

•カメラ前面のレンズやスピードライト発光部などに指や震、ストラップ、 AC アダ 
プタのコード、ビデオケープルなどびかかったり、写り込んだりしないよラに注意 
して < ださい。 

• カメラの操作-撮影中に、レンズ回転部やカバー等に指や巧服をはさみこまないよ 
ラ注意して < ださい。 

•フアインダーで太陽を直視しないでください。 

• レンズ部の回転は、回転範囲内でゆっくりと巧ってください。 

[液晶モニタを見なび6撮影ずる場さ] 


狂巧、^ 

.ン -- 

画 


• ち手でカメラのグ U ップをしっかりと持ち、左手でレンズ部を支えます。 

• レンズ部は液晶モニタのある面を手前にした場合、液晶モニタに対して前方に21日\ 
手前に90個転できます。 

因メモスイバルリミット機構について 

スイバル U ミット機構 （ i ^ P . l 日 4) を使用すると、前方に 9 Cr 政上は回転できなく 
なりますので、別売のコンバータを装着した時に便利です。 


•明るい被写体を写すと、画面に縦に白い尾を引いたよラな現象（ス S ア）び発生するこ 
とびありますび、故障ではありません。また、〇 回 時に撮影メニューの 「連写」 （"^ 
P . 目 8) を 「単写」、「連写」、「マルチ連写」、「高速連写」 にセットした場合は、撮影さ 
れた画债には P ミ響はありません。 39 



撮影前の準備 







カメラの構え方/シャツターボタンの巧し方 （っヴき) 


^ メモ巧面時の撮該について 

レンズを液晶モニタ側に向けて対面撮影を行ラ場合は、液晶モニタには鏡に映ったよ 
ラな状態（鏡像）で被写体び表示されますび、撮影画像はレンズの向こラ側か日見た 
状態（正像）で記録されます。 


[ファインダーを見なび6撮影する場を] 



•ち手でカメラのグリップを、左手でレンズ部を包みこむよ 
ラに持ち、力;ラを顔に付けるよラにしてファインダー 
をのぞをます。 


【視度捕正ダイヤル] 



• このカメラのファインダーには視度補正ダイヤルび装備さ 
れています。ファインダー像び見えにくいとをは視度補 
正ダイヤルを回して、ファインダー内の AF フレームび最 
をシャープに見える位置に調節してください。 



•シャッターボタンを軽く巧して途中で止める動作を 「半巧し」 といいます。半巧しした 
まま、さ b にシャッターボタンを深く巧し込むとシャッターびをれます。 


•シャッターボタンを半巧しすると、ピントと露出び決まり、緑色 LED び点なします。半 
巧し中はピントび固定されます（陷 


n ま意シャッターボタンを巧ず時のごを意 

シャッターをきるとをはシャッターボタンを一気に巧さず、軽く半押しした状態から静 
かに押し込んでください。シャッターボタンを一気に巧すと、手ブレの原因となります。 
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簡単な撮影と再生 

撮影モードを回〇(フルオート）にして巧ラ 
簡をな撮該方法と、液晶モニタで再をずる方 
巧、削除ずる方をなどを説明していまず。 
初めてデジタルカメラをお使いになる方で 
も、簡をに撮該び巧えまず。 

セレクトダイヤルを 回 〇 (フルオート）モードにセットする 
と、各機能のセットをカメラまかせにして、簡単に撮影び行え 
ます。 

•ここでは、撮影モードを 回 〇にセットし、その化の自分で 
遅おでさる機能は下記の設定で説明しています。 


画像サイズ•画質モード 

ジ 

フルサイズ - NORMAL 

フォー カスモード 

ジ 

コンテイニユアス AF & 

スピードライトモード 

ジ 

自動発光 

露出補正 

ジ 

0.0 (補正なし） 

液晶モニタ 

ジ 

〇^※ 


簡単な攝影と再を 


※液晶モニタび日 FF のとをには、シングル AF になります。 
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簡単な撮影 

1セレクトダイヤルを回〇にセットしまず。 

•電源が ON になると、カメラはピッと1回鳴って数秒間、撮影準備動作を行い、液 
晶モニタには撮影モニタ画面が表示されます。 



表示パネル 液晶モニタ（撮影モニタ画面) 


•表示パネルと液晶モニタには、鲁機能のセット状態と撮該可能枚数び表示されます。 

■モニタボタンについて 

• モニタボタンを押すごとに、液晶モニタの点灯状態を次のよラに変更でをます。 

(回 〇時の表示例） 



2 構図を巧めまず。 

•写したいものにレンズを向け、液晶モニタまたはファインダーを見なが！5構図を巧 


めます。 




ファインダー 


• 回 〇で撮影する攝合は、液晶モニタまたはファインダーの中央部でピント合わせを行 
ラため、ピントを合わせたいものを画面の中央部に重ねてください。なお、ファイ 
ンダーを使巧して構図を決める場合は、中央部の AF フレームび目安になります。 
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D ミち意ファインダーを巧巧して撮影ずる場合のごを意 

ファインダーを使用して撮影する場合は、外光式ファインダーの特性上、ファインダ 
一視野と実際に記録される範囲にズレ（パララックス）びをじます。特に、被写体の 
距離び近い場合にはパララックスび大きくなり、ファインダーで見える範囲でも撮影 
されない場含びあります。おおむね 90 cm 政内の撮影距離では、これを防ぐために液 
晶モニタの使用をおすすめします。フアインダーの近距離補正マークは約巨日 cm の距 
離に対応する範囲を示しています。 


■ズームボタンについて 

•ズームボタンの透)を巧すと広角側に、區■を押ずと望遠側にズーミングします。 


圖画 

6 b 


• 液晶モニタを使用して撮影する場合には、最ち望遠側で2秒間政上ズームボタンの區)を 
押し続けると、自動的に電子ズームび働を、さ b に4.0倍までの望遠撮影び行えます 
(应 P 百9)。 


D ミち意電子 ズームでの 撮影のごを意 

電子ズームでの撮影の場合には、ファインダーで見える範囲と撮影される範囲び異な 
りますので、必ず液晶モニタで確認してください。 




簡単な攝影と再を 
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簡単な撮影（つヴき) 


3 シャツターボタンを半巧しして、ピントび合つていることを巧認 
しまず。 

•シャッターボタンを半押しすると、ピントが合っている場合には、緑色 LED び点灯 
し、ピントが合っていない場合には素早く点滅します。 

•被写体が暗い場 S ま、赤色 LED が点滅して内蔵スピードライトの使用をおすすめし 
ます。スピードライト□ック解除レバーをスライドさせ、内蔵スピードライトを上 
ばてください巨）。 



合焦時 




緑色 LED (点な） 
被写体び明るい場合 


田 


赤色 LED (消の） 


非合焦時 



緑を LED (高速で点滅) 
被写体び暗い場合 



D ま意ピント合わせの際のごを意 

液晶モニタび点なしている状態では、常時オートフオーカスが巧われます（コンティ 
ニユアス AF 应 P . 已8)。ピントび合っていなくてち、シャッターををることびでさま 
すので、液晶モニタでピントび合っていることを確認してください。 


^ メモ AF □ック撮影について 

シャッターボタンを半巧ししているとさにピントび合ラと、その状態で固定（冉 FD 
ック）され、緑色 LED び点灯します。画面の中央にピントを合わせたい被写体びな 
い場合は、シャッターボタンを半押ししたまま構図を変えれば、 AF □ック撮影び行 
えます P .76)。 冉 F □ック撮影時は、構図を変える際に被写体までの距離び変わ 
5ないよラに注意してください。 


44 































A ゆつくりとシャッターポタンを巧し込みまず。 

•シャッターボタンを深く押し込むとシャッターびきれ、操作音 （^ p . i 吕已）がピッ 
と1回鳴り、撮影が巧われます。 


緑色 LED (中速で点滅） 

液晶モニタ 

•撮影び完了すると、ファインダー横の緑色 LED び点滅し、同時に液晶モニタには撮 
影された画像と、 ™ (クイックデリートマーク）、も。（静止画延長マーク） 
(•^ P .81) び数秒間表示された後、通常の画面となり撮影び可能な状態になります。 
•撮影画憬の静止画び表示されていてを 、 S ( WAIT マーク）び表示されていない場 
合には、シャッターボタンを半押しすると通常の画面となり、続けて撮影を行うこ 
とびでをます。続けて撮影でをる枚数は、画質モード、画像サイズ P . 已 4) に 
よって決まります。目安は政下の通りです。 


画像サイズ 

画質モード 

撮影可能枚数 

FULL サイズ 

NORMAL 

4枚 

VGA サイズ 

BASIC 

77枚 


•撮影可能な状態となってち、コンパクトフラッシュカードへの書を込みを行ってい 
る間は、液晶モニタにじ！（カードマーク）び表示されます。 

n ま意コンパクトフラッシュカードへの書を込みについて 

緑色 LED の点滅中は、コンパクトフラッシュカードへの書を込みを斤っています。 
このときカードを取り出したり、バッテリーや専用 AC アダプタを抜いたりしないで 
<ださい。書を込み中の画像び記録されなかった0、撮影済みのデータびこわれたり 
する場含びあります。 




簡単な攝影と再を 
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簡単な撮影（つヴき) 


回メモ内嵐スピードライトについて 

シャッターボタンを半押しした時に、被写体び暗い場合は赤色 LED び点滅して、内 
蔵スピードライトの使用をおすすめします。 

① この場合は、 スピー ドライト□ック解除レバーをスライドさせ、内蔵 スピー ドラ 
イトを上ばてください。 



感赤色 LED が点巧していることを確認し、ゆっくりとシャッターボタンを押し込む 
と、内蔵スピードライト撮影が巧えます。 



D ま意内商スピードライト巧巧の隐のごま意 

内蔵スピードライトび上びっている場合、発光部び熱くなっていることびありますの 
で、ごを意<ださい。 
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• レビュー再生モードでは、最鶴に撮影した画像と表示画像番号び液晶モニタの左上 
の部分に縮ル表示されます （》^ P .8 S )。 

• 簡易再生モードでは、レビュー再をモードで縮ル表示されていた画像び液晶モニタ 
全体に再生されます。画面には、最鶴に記録されたコマの画像とフォルダ名、ファ 
イル名、撮影曰付、撮影時刻、画像サイズ、画質モード、表示画撒番号び表示され 
ます（恆 P .8 日）。 

•マルチセレクターを押すと、表示する画像を選択できます。 


□ ここをチェック！ 

■レビュー再をモード、簡易再生モード時にシャッターボタンを半巧しすると、撮影 
モードに戻り、すぐに撮影することびでをます。 

* 撮影した画慷の再生は、セレクトダイヤルを囚（再をモード）にセットして、行 
ラことをでさます （^ P . 巨9)。 


撮影画像びない時は、液晶モニタに 「撮影画像びおりません」 と表示されます。 


1コマ前の画傲を表示（巧すごとに前の画撒を表示)。 

先頭コマの再生時に押すと最終コマを表示します。 

1コマ媛の画像を表示（押すごとに鶴の画傲を表示)。 

最終コマび再をされているとをに巧すと先頭コマを表示します。 



影と再を 
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簡単な撮影（つヴき） 

6 画像を削陈ずる時には、簡易再生モードで削除ボタンを巧し、マ 
ルチセレクターで r はい J を還がして削除します。 

•簡易再生モードで削除ずる画像を1コマ再生させて、削除ボタンを巧すと、削除確 
認画面び表示されます。マルチセレクターの▲/▼で「はい」を選択して、さ5に 
►を巧すと画像が削除されて r 削除完了 J が表示されまず。 



• 画像び削除されると、次の画象び]]マ再生されます。 

•削除を行わない場合は、マルチセレクターで 「いいえ」 を選択して、►を押すと簡 
易再生モードに戻ります。 


D ここをチェック！ 

撮該した画像の削除は、セレクトダイヤルを 囚 （再生モード）にセットして、行ラ 
こともできます （应' P .73)。 ただし、撮影 SET - UP の 「削除禁止」 び ON にセットさ 
れている場含は、削除を行ラことびでをません。 


y 終了したい場合は、七レクトダイヤルを囚百にセットしまず。 



^ メモ記録された画像について 

電源を日 FF にしても、]ンパクトフラッシュカードに記録された画像は、消去されま 
せん。 














セルフタイ 7 —撮影 


フオーカスモードポタンを巧して、セルフタイマー表示&を点 
灯させまず。 



9構図を巧め、ピントの合つていることを確認して、シャツターボ 
仁 タンを巧し込みまず。 



•シャッターボタンを1度巧すと 1 日砂、2度巧すと3秒間タイマーび作動します（セ 
ルフタイマー計時開始後の一時停止は、10秒タイマー時はシャッターボタンを2 
回、3秒タイマー時はシャッターボタンを 1 回巧してください）。作動開始後、セ 
ルフタイマー表示ランプび、シャッターびされる約1秒前まで点滅し、その後約] 
砂間点口します。（液晶モニタにはタイマー時間びカウントダウン表示されます)。 
なお、〇圆時には、マニュアル フォー カス（恆 P .77) によるセルフタイマー撮該 
び可能です。 

• セルフタイマー計時開始鶴のキャンセルは一時停止の操作鶴、フォーカスモードボ 
タンを巧して、みマークを消巧させるか、電源を OFF にして<ださい。 


Q ここをチェック！ 

セルフタイマー撮影にすると、マク□モード撮影を可能になり、 A マークを同時に表 
示されます。 


記念写真のよラに、撮影ち自身も一緒に写りたい時などに便利です。： E 脚 
等を使用し、カメラをま定させてか5行ってください。 


簡単な攝影と再を 








簡単な再生 


セレクトダイヤルを囚にセツトすると再生モードになります。再生モード 
では、記録されている画像を液晶モニタに再生できます。また、小さなサ 
イズの画像を一度に表示したり（サムネイルモード)、不要な画像を確認し 
なが5削除することができます。 


1コマ再生モード原 P .6 日 



• 1コマ再生モードになり、液晶モニタに最後に撮影した画傲び再生されます。再生画像 
は、マルチセレクターでコマ送りして選ぶことびでをます。 


ヴムネイルモード ^ P .71 


1コマ再をモードでサムネイルボタンを巧しまず。 



•サムネイルボタンを1回巧すと目 コマ、 2回押すと4 コマの 画傲び、サムネイル（縮 
か）表示されます。サムネイル画傲は、マルチセレクターで選択して1 コマ 表示す 
ることびで去ます。 


1コマ再生モードでの削除 


P.73 


1コマ再をモードで削除ボタンを巧しまず。 



’削除の確認画面び表示されます。画像を確認して削除を行ラことびでさます。 
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こんなことちでをまず 

COOLPIX 日日日をテレビやパソコンにつないで楽しんだり、撮影した画像 
をプリントした0することがでさます。 


テレビとつないでみましよラ 


COOLPIX 日日曰をテレビにつなぐと、液晶モニタの画像をテレビに映して 
楽しむことがでさます。 

カメラのビデオ出力端子とテレビのビデオ入力端子を専用ビデオケー 
ブル（付属）で接続しまず。 



• 液晶モニタの画面をテレビに映して、画像の再生や撮影をすることびでをます。 
テレビなどとの接続の詳細については屈 P .1 己3 


パソコンとつないでみましよラ 


COOLPIX 日日日をパソコンにつないで、撮影した画像のデータをパソコン 
に取り込むことができます。取り込んだ画像は電子メールでのやりとりやホ 
—ムページの作成などに活用できます。 

画像质送用アプリケーシヨンソフト Nikon View 4 (別売）を®用し 
まず。 



•パソコン接続キット PK - UC 2 に付属のソフトウェア 「Nikon View 4」 を使って 
C 日日 LPIX 99 引こ記録されている画像の一覧表示、拡大表示、プ I 」ントなどを行う 
ことびでをます。 

Nikon View 4についての詳細はパソコン接続キットに付属の使用説明書に D - 
ROM ) をご覧ください。 

• パソコンとの接続、パソコン接続キットについての詳細は应=ド.1己4 


簡単な攝影と再を 
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こんなことちでをまず（つづき) 


プ U ントしてみましよラ 


COOLPIX 日日日で撮影した画像を保存したコンパクトフラッシュカードか 
5家庭用のプ U ンタで簡単にプリントしたり、プ U ントショップに依頼して 
プ U ントしてち5ラことができます。 

COOLPIX 99 已の再生メニューの r プリント指定 J で画像ファイル 
のプリントについての指定を巧いまず。 

•再生メニューの 「プリント}旨定」 の詳細については、 P .142 をご覧ください。 

• 家庭用プリンタでの自動プリントについての詳細は、ご使用のプ U ンタの使用説明 
書をご覧ください。 

■ プ U ントショップでのプリントサービスについては、ご依頼になるプリントシヨッ 
プにご相談ください。 


52 




各機能の詳細 


ここでは、回〇、〇励および囚でのカメラ 
の機能の詳細を説明していまず。 

•画質モード/画像サイズのセット 
•撮影可能が致の確認 
•フォーカスモードのセット 
•電子ズームについて 
•語出モードのセット 
参スピードライトモードのセット 
•露出捕正値のセット 
•感度を更モードのセット 
•撮影した画像の再生 
•撮影した画像の削除 


る機能の詳細 
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画質モ—ド/画像サイズのセット 謡モ-ド徊〇圆） 

回〇または〇画時には、4種類の画質モード（圧縮の比率）と、6種類の画 
像サイズ（画像の大きさ）を組み台わせて選択することができます。 


■画質モード 

画質モードび HI モードか 5BASIC モードになるにつれて、 コン パクトフ ラッシュ 
力ードに保をできる枚数は増加していきまずび、画像中の細かい部分の再現性は 
ほ下していきまず。 

画質モードをセットずるには、画質モードボタンを巧して、セットしたい画質モ 
ード表示を表示をせまず。 


む 





mum 

_M _ 

Inn 

j_§ 


レコの 

SC 


ぶ 

nm 

FINE 
NORMAL 
BAS に 

|ろ) 


的1 

m 

iWt 

mt 


画質モード 

圧縮率 

ファイル 
フオーマジ ト 

撮影用途 

1 HI 1 

圧縮せず 

TIFF 

コンピュータで画徹の一部を拡大表おする場合や、画像 
の一部をお大してプリントする場合（フルサイズまた 
はサイズで〇圆時のみセット可能）など。 

FINE 

約1/4 

JPEG 

細かい柄模様、高層ビルの窓、吊り橋のワイヤーなどを 
細かくプリンタで表現したい場合など。 

NORMAL 

約1/扫 

JPEG 

通常の記念撮影などの画徹をコンピュータの画面に表お 
したり、プ1」ントする場合など。 

BAS に 

約1/1目 

JPEG 

インターネット等の電子メールで画徹を送るときなど、 
画質よりも画像のファイルサイズびルさくなることを優 
先させたい場合など。 


Q ここをチェック！ 

セツトされた画質モード-画像サイズは、電源を OFF にしてもセツト内容は記憶されます。 
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•プリン ト 時の大ささは次のとおりとなります。 


画像サイズ 

サイズ (pixel) 

画像招像度を 300dpi に設定した時 

FULU 表示なし） 

2048 XI 曰3日 

約 1 7X 1 3cm 

m 网取 

1600 XI 200 

約] 3x 1 0cm 

mm 

1280x960 

約] 0x8cm 


1024X768 

約日 x7cm 


640x480 

約己 x4cm 

阻 

2048x1360 

約 1 7x 1 2cm 


■画像サイズ 

撮影後の使用方法に合わせて画像サイズを切り換えることによって、コンパクト 
フラッシュカードを無駄なく使用ずることびできまず。 

画像サイズをセットずるには、画像モードボタンを巧しなび6コマンドダイヤル 
を回して、セットしたい画像サイズ表示を表示させます。 


画像サイズ 

サイズ (pixel) 

馆用目的 

FULU 表示なし） 

2048 XI曰 3 目 

この使用説明書のサイズから A4 サイズ程度までの大きさでプ U 
ントする場合など。 

mm 

1600 XI 200 

A ガキサイズからこの使用説明書のサイズ程度までの大きさで 
プ1」ントずる場合など。 

扮： C け J 

1280 x 960 

カセットテープのサイズから八ガキサイズ程度までの大きさで 
プ1」ントした0、20インチモニターに表示する場合など。 

Rgfil 

1024 X 768 

名刺サイズからカセットテープのサイズでプ U ントしたり、] 7 
インチモニタに表おする場合など。 


640 x 480 

インターネットに掲載する場合や、電子メールで画像を送る場 
合、または] 3 インチモニタや、カメラで再生している画像をテ 
レビに表おする場合など。 

阻 

2048 x 1360 

3 已 mm 判フィルムカメラと同じ縦横比で撮影したい場合など。 
(EH にセットすると、液晶モニタの上下にマスクがかかり、撮 
影画面の比率を 3 : 2 に変化して、緑色 LED びお速で点滅します。） 


I る機能の詳細画質モ—ド/画徹ヴ V ズ 
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撮影可能が数の確認 撮影 モ—ド（回 n 圆) 


撮影可能枚数は、コンパクトフラッシュカードの言己慮容量の残■、セットされて 
いる画質モードと、厘朦サイズよつて異なります。撮影吊などにご艦忍くださし、。 


表示パネル、液晶モニタで攝影可能枚数をお認しまず。 



「つメモリー巧呈が 
1—1 ありません 


撮影可能枚数び0の場合 


•撮影可能枚数は撮影を巧うごとにカウントダウンしていをます。撮影可能枚数び日になる 
と撮影はでさなくなり、液晶モニタに警告び表示されます。 

•撮該可能枚数はし以下の通りです。コンパクトフラッシュカードは 8M 巨！: [] 内は己 4M 巨） 
使用時です （JPEG 圧縮の性質上、撮影枚数は画像の絵柄によって大を<異なります)。 


資モード 

画孩サイず 

1 HI 1 

FINE 

NORMAL 

BASK 

FULU 表示なし) 

0 [6] 枚 

4 

[40] 枚 

9 

[7 引枚 

18 

[1 已 1] 枚 

の剛 

設定不可 

8 

[己引枚 

]已 

[126] 枚 

2白 

に 36] 枚 

WH 制 

設定不可 

12 

[100]枚 

23 

[1 日 0] 枚 

43 

[347] 枚 


設定不可 

18 

[1 已 1] 枚 

34 

に 78] 枚 

60 

[4 日 8] 枚 

關 

設定不可 

43 

[347] 枚 

71 

[己 78] 枚 

114 

[日1引枚 

阻 

0 [7] 枚 

己 

[4 引枚 

11 旧 8] 枚 

21 

[1 巨 9] 枚 


D ま意撮影可能が巧についてのごを意 

•撮影してち残りコマ数び減日なかった0、消ましてち撮影可能枚数び増えないこと 
びあ0ます。 

•撮影可能枚数び0の堤合でち画質モード、画像サイズを切り換えると、撮影び可能 
になることびあります。また逆に、画質モード、画像サイズを切り換えると、撮該 
可能枚数び日になることびあります。 

•画傲ファイル名吕 6) は、コンパクトフラッシュカード内の一番数値の大 
をい画像ファイルに加算されてつけちれます。そのため、カード内に数値の大さい 
画傲ファイルを蔑して消去を巧い撮影を続けると、画像ファイル名の数値は増加し 
続けます。フォルダ巧の画慷ファイル名び9目9目を超える場合は、現在のフォルダ 
番号に1を加えた名前のフォルダび新規作成されます。フォルダ番号び99目の時に、 
ファイル名び DSCN99 目 9JPG に達した場合には、力ードの記憶容量にを裕びあ 
つてちそれ政上撮影びでをません。カードを交操するか、カード巧の画像を削除し 
て < ださい。 
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フォーカスモードポタンを押し、セットしたいフォーカスモード表示、またはセ 
ルフタイマー表示を表示させまず（通甫 AF モードは巧を表示をれません)。 



, 

〇 ここをチェック！ 


•電源日 N 時にセッ ト されるフオーカスモードは、 「通常 AF モード」 

• セルフタイマー撮影にすると、マク□モード撮影ち可能になり、 
表示されます。 

とな0ます。 

出 マークち同時に 


フォーカス 
モード 

表示 

巧お 

通常 AF モード 

表示 

なし 

通苗の冉 F 動作を斤ラー番手軽に撮影でさるカメラまかせのモードです。 
スナップ写真やポートレートをはじめとする、ほとんどの撮影に幅にく巧 
応します。ピントの合ラ距離範囲は 30cm 〜無限遠です。 

遠景 モード 

i 4 

風景や建物など、遠くにある被写体にピントを合わせた撮影び巧えます。 
レンズは、遠景撮影に適した位置に自數的に駆動し、固定されます。スピ 
-ドライトは自動的に発光禁止になります。 

マク□モード 

化 

花や昆虫などの近接撮影をする時にセットします。液晶モニタの 出 マー 
クび黄色に表示されるズーム位置 CS ドルポジション）では、ピントのち 
ラ距離範囲はレンズ前約 2cm 〜無限遠です。なお、 70cm より近距離側 
でスピードライト撮影を巧った場合、光が十分に行きねたらない（ケラレ 
る）ことびあります。 

セルフタイマー 

撮影 

の 

撮影者自身び写りたい時などにセットします。シャッターボタンを]度巧 
すと 10 砂、 2 度巧すと 3 秒間タイマーび作動します。作動開始機、セルフ 
タイマー表示ランプび、シャッターびされる約 1 秒前まで点滅し、その後 
約]秒間点口します。液晶モニタには、タイマー時間びカウントダウン表 
示されます。 

• 作動開始後のキャンセルは一時停止の操作後、フォーカスモードボタン 
を巧して、&マークを消灯させるか、電源を OFF にしてください。 


因 t’ タン設定 I • 〇回にセツト時は電源を日 FF にしてち、セツ ト してあるフオーカスモード 
【陪 P.1S8) を記I意しますび 「ボタン IS を：ボタン記11」 にぶ G、 電ミ原 ON 閒こ通常 AF 
となるよラに変更でをます。 57 


フ オーカ スモ ー ドの セット り 1影 E - ド徊〇圆） 

回〇または〇圆時には、 3種類のフオーカスモードとセルフタイマーが選 
択できます。また、〇圆時には、あ6かじめ撮影距離をセットして撮影を 
行う、マニュアルフオーカスモードを還択することもできます（が P.77)。 


る機能の詳細撮影可能枚数/フォ—カスモ—ド 








フォーカスモードのセット（っヴき ） r 職 モ-ド 徊〇圆） 

■适甫 AF モード、マクロモード撮影時の AF (オートフォーカス）動作 

•通常 AF モード時、またはマク□モード撮影時に、液晶モニタび点灯している場合と、消 
灯している場合では AF モードび異なります。 


液晶モニタ 

AF モード 

巧お 

点な※ 

コンテイニアス AF 

シャッターボタンの操作に関係なく、オートフオーカスでピント 
合わせを繰り返します。シャッターボタンを半巧しすると、そこ 
でピントび固定 （ AFn ック陪 ■ P.7 巨）され、緑色 LED び点なし 
ます。 

消な 

シングル AF 

シャッターボタンび半巧しされている間のみオートフオーカスで 
ピント合わせを斤い、ピントび合ラと緑色 LED び点灯し、 AFD 
ック P.76) を行います。液晶モニタを使用しないため、パ‘ 
ッテ U —の消耗を防ぐことびでさます。 


※〇回 時には、液晶モニタ点灯時の AF を撮影;ニューの「フ ォーカス： AF モー ド」で、 
C-AF (コンティニュアス AF ) または S- 冉 F (シングル冉 F) か5選択することびできます 
枯 P.1 1日）。 


■ AF エリアにごいて 

•撮影モードによって、ピントを含わせる時に使用する AF ェ U アび異なります。 


撮影モード 

巧徴 

回〇 

中央部の AF エ1」アのみを使用してピント合わせを行います。ピントを合わせたいをの 
を画面の中央に重ねて撮影してください。ファインダーで撮影ずる場合は、ファイン 
ダー内の中央部にある AF フレームび目まになります。 

〇画 

液晶モニタ上の己つの AF エリアを使用してピント合わせを行います。通萬、カメラが 
自動的に己つの AF エリアを使用してピントを合わせる AUTO モードになりますび、 
撮影者自身び AF エ U アを選おしてピントを合わせる MANUAL モード、および中央 
部の AF エリアのみを使用してピントを合わせる OFF び選択でさます （《^P.10 日)。 
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電子ズームについて 


撮影 モード 徊〇圆) 


電子スームは、液晶モニタを使用して撮影している場合に、撮影画面の中央 
部を電子的に拡大する機能です。被写体を大きくと6えた撮影が行えます。 


ズームポタンの®を巧して光ぎズームを最ち望遠刷にし、2担化 U： 巧し続けると、 
自動的に電子ズームび働いて最高 4.0 倍まで倍率びアップしまず。液晶モニタに電 
モズーム恒率び表示され、緑色 LED びほ法で点滅しまず。 



電子ズーム 4. 日倍時画面 

緑色 LED (低速で点滅） 


^ メモ電子ズームをキャンセルずるには 

• 電子ズーム作動時にズームボタンの煙)を押すと倍率びダウンし、さ5に押し続け 
ると電子ズームび解除されます。 

•電源の日 FF によってを解除されます。 


Q ここをチェック！ 

•電子ズーム時に撮影メニューの「フォーカス： AF エリア選択（日 FFLU 外）」 
(恆 P.109) で他の AF エ U アを選択されている場合でち、一時的に AF エリアは中 
央に固定されます。 

•電子ズーム時の測光モー问ま、 中央部重点測光 相当になります。 


D ま意電子ズームについてのごを意 

•電子ズームを使用すると、倍率び高くなるにつれ画像は粗くなります。 

• HI モード、マルチ連写、 UH 連写、動画、モノク□では、電子ズームは使用でさま 
せん。 

•電子ズーム時には、撮影画面中央部を拡大するため、ファインダーで見える範囲と 
撮款範囲び異なります。必ず液晶モニタで確認して撮影して<ださい。 


る機能の詳細フォーカスモ—ド/電子ズーム 
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露出 モードの セット r } 11 ^モ-ド（〇圆) 


〇圆時には、4種類の露出モードを選択できます。作画意図に含わせて露出 
モードを選択することによって、を様な表現を楽しむことができます。 


露出モードボタンを押しなが6コマンドダイヤルを回して、セツトしたい露出モ 
-ド表示を表示させます。 



〇ま意ほ速シャッター時のごを意 

シャッタースピードび1/4秒より長時間になる撮影では、液晶モニタのシャッタースピ 
-ド表示び黄色に点好し、撮影画面の暗い部分にノイズび出る場含びあります。その堤 
含、ノイズ除まモード（屈 P.11 己）により星状のノイズを軽減することび可能です。 


I を’タン設皂 •電源を OFF にしてをセットしてある露出モードを記憶しますび、 「ボタン設 
【陪？. 128 ) 定：ボタン記憶」 によ0、電源 ON 時に 戸と なるよラに変更でさます。 

• r ボタン設定： FUNC.1J により、露出モードボタンで鲁機能びセットできるよ 
ラに変更でをます。ただし、露出モードボタンで露出モードをセットすること 
はでをません。撮影メニューの r 露出制御」 でセツトしてください知 P.1 日8)。 


露出モード 

表示 

こんな時にはこんな露出モードが煩利でず！ 

プ □ジラム 
才ート 

P 

シャッタースピードち絞りもカメラまかせで、シャッターををるだけで簡単 
に撮影びでさます。またプログラムシフトや、露出補正 P.67)、 ブラケ 
ティング （ b ^P.1]3) などで撮影者の意図ち反映でをます。 

シヤジター 
優 巧才ート 

5 

好みのシャッタースピードを使って、スポーツシーンの撮影など被写体の動 
きを速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピード 
で動をを強調するなど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

絞0優 巧 
才ート 

R 

巧みの絞りを使って、背景をボカした美しいポートレート写真を撮ったり、 
奥行をのある風景を鮮明に写すなど、被写界深度（ピントの合ラ前後の範囲） 
を優先した撮影に最適です。 

マニュアル 

1 け 

シャッタースピードち絞りわ撮影者び自由にセットでさるので、個1ホ的な映 
像表現にトライしたい時に最適でず。 

困メモ高をシャツタースピードを巧用したい場さ 

高速シャッタースピードを使用したい堤合、なるべく明るい撮影条件で、カメラの絞 
りび絞り込まれるよラにこころびけてください。 
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図メモプ□グラムシフトについて（〇回、液晶モニタ ON 時のみ） 

プ□グラムオートで液晶モニタを日 N 時にコマンドダイヤルを回すと、露出を一定にし 
たままシャッタースピードと絞りの組み合わせを変えることびできます。この機能によ 
り、プ□グラムオートのままシャッター優先オートや絞り優先オートのよラな使いちび 
でをます。プ□グラムシフト中はプ□グラムシフトマーク*び点灯します。解除するに 
は、プ□グラムシフトマーク*び消灯するまでコマンドダイヤルを回す、他の露出モー 
ドに切り換える、セレクトダイヤルを〇圆政外にするなどで可能です。 


IP 岡 






S シャツター優巧才ート 


撮影者が好みのシャッタースピード （8 秒〜1/2000招)）をセットずると、カメラが自 
動的に絞りをセットしまず。 

•露出モードを白にセットしたを、コマンドダイヤルを回すと、シャジタースピードは百 
巧か百1/2000巧まで巧のように切り換わ D ます。 

ざ种 4" 特ざ钟 1" 特2钟4特8种1日特30特班转1班钟250种500转1000特 20 G 0 

じ I sci {iL li?S| 

•磐®戀體， ® 

It 叫 I ^ .，一 一.'--. : mk 


IHIL 画 j 


D ま意カメラの制御節囲について 


被写体び明るすざたり暗すぎたりして、カメラの制御範囲を超えているとをは、シャ 
ッターボタンを半巧しすると、セツトしたシャッタースピードび点滅表示されます。 
この場合は設定を変更してください。 


P :プ□グラムオート 

被写体の明るさに応じて、最適な絞り植とシャッタースピード （1 秒〜1/吕300秒）の組 
み合わせをカメラが自動的に決定します。回〇ではこのモードに自動的にセッ ト されます。 

• 露出モードボタンを巧ずごとに、表示バネルに絞りとシャッタースピードが巧互に表示 
されます。 


る機能の詳細露出モード 
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露出モードのセット （つヴま) 



R :絞日優巧才ート 

撮影着が巧みの絞り値（最小絞り〜開放絞り）をセットすると、カメラび自動的にシャッ 
タースピード （8 档)〜1/230□超)）をセットしまず。 

•露出モードを只にセットしたを、コマンドダイヤルを回すと、最ル絞り（最も巧植の大 
きい絞り）か百開巧絞り（最も授順のかさい絞り）の巧で1/3段ごとにセットでをます。 



D ま意カメラの制御節囲について 

被写体び明るすぎたり暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えているとさは、シャ 
ッターボタンを半巧しすると、セットした絞り値び点滅表示されます。この場合は設 
定を変更してください。 


M :マニュアル 


絞り（開放絞り〜最小絞りの間で1/3段ごとに）もシャッタースピード （最長巨日巧まで 
の長時間露出 撮影 [ BULB ] および8秒から1/吕〇00秒まで1段ごとに）も撮影ちが 自由 
に セツト でさます。 


1 露出モードをむにセットし、いったん露出モードポタンか6指を離して、絞 
りとシャッタースピードを表示をせまず。 


•露出モードボタンを押すごとに、表示パネルに絞りとシャッタースピードび交互に 
表示されます。また、液晶モニタでは、絞りとシャッタースピードび交互に緑色に 
表示されます。ただし、シャッタースピードび1/4秒より長時間になる撮影では、 
シャッタースピードは、黄色で表示されます。 










2 表示パネルの露出げ態表示、または液晶モニタの露出インジケーターを確認 
しなび6、コマンドダイヤルで絞りとシャッタースピードをセットしまず。 

•撮影者びセットした絞りとシャッタースピードの組み合わせによる露出値と、力;< 
ラび測光した露出値の差び、露出状態表示と露出インジケーターに表示されます 
(長時間露出撮影時を除く）。 

•絞りとシャッタースピードの切り換えは露出モードボタンで変更でをます。 



□ ここをチェック！ 


シャッタースピードを1/20日日砂にセットして、赤色に表示された場合は、液晶モ 
二夕の露出インジケーターを確認しなび日、絞りを絞り込んでください。 








露出モードのセット（つヴま） 撮影 E - ド（〇回) 


固メモ最長已〇砂までの長時間围出撮 霞 (BULB) について 

① 最長巨〇秒までの長時間露出撮影 （BULB) を行いたい場合は、カメラを王脚に固 
定して、露出モードをけにセットし、コマンドダイヤルでシャッタースピード表示 
を8’’ （8 秒）の次の BULB (bulb) にセットします。 



感 シャッターボタンを押すと、押している間は最長60砂までシャッターび開いたま 
まとなりまず。 

•長時間露出撮影旧 UL 巨）にセットできるのは、撮影メニューの r 連写」 が r 単写」 
(陪 P .98) にセットされている時のみです。 

•スピードライトは発光しません（強制発光にセッ ト すると発光しまず)。 

•長時間露出撮影 （ BULB ) を行ラ堤合、撮影メニューの 「ノイズ除去： 01\1」 
(i®- P .115) にセットされていると、記録される画撒の星状ノイズび軽減されます。 
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内蔵スピードライト□ジクお除レバーをスライドをせて、内蔵スピードライ 
卜を上げまず。 



D を意スピードライトび発光しない場を 


遠景モード P . 已7)、連写モード（単写を除く P .98)、 巨 SS モード 
( i ^ P . lOl )、 コンバータモード OP .104)、 内蔵発光禁止モード （>^ P .131) に 
セットした時には、内蔵スピードライトび上びっていてち、発光しません。 


2 スピードライトモードボタンを押して、七ジトしたいスピードライトマーク 
を表示をせまず。 


P 5C 
•す <§ w 。 

NORM 叫 gj 



※自動発光モードにセ 
ット時は液晶モニタ 
に表示されません。 


ぃンャッターボタンを半押しした時に、赤色 LED び点滅している堤合は、スピードラ 
イトび未充電のためシャッターびされません。スピードライトの充電び完了し、赤 
色 LED び点灯するようになってか5、再度シャツターボタンを巧してください。 


^ メモスピードライトモードびセットでをる巧態について 

この力;<ラは内蔵スピードライトび上びっている時のみ、スピードライトモードをセ 
ットでをます。内蔵スピードライト収納時には、液晶モニタおよび表示パネルに発光 
禁止マーク®び表示されます。 


スピードライトモードのセット I 謡 モ-ド徊 〇圆） 

撮影目のや撮影意図にをわせて、4種類のスピードライトモードを還択する 
ことがでさます。 


る機能の詳細露出モ—ド/スピ—ドライトモ—ド 
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スピードライトモードのセット （つヴき）モード烟〇回) 


•セツトできるスピードライトモードはしツ下のとおりです。 


スピードライト 
モード 

表示 

特ぉ 

自動巧が 
モード 

AUTO ち 

内蔵スピードライトび上びっている状態で、被写体び暗いときに 
自動的に発光します。内蔵スピードライトび上びっていてち、被 
写体び明るいと自動発光しません。 

ホ目輯減 
自動巧が 
モード 

<§^AUTO t 

スピードライト撮影で人物の目びホく写ってしまラ赤目現象を軽 
減しまず。発光直前に赤目軽減ランプ照射を行い、その後自動発 
光します。 

強制巧が 
モード 

ら 

被写体の明るさとは無関係にスピードライトを発光させるモード 
です。昼間の屋外撮影でを、逆光時に使用すると効果的です。 

ス□—シンク □ 
モード 

SLOW ち 

夕景や夜景を背景とした人物撮影などで、人物ち背景ち自然に表 
現でさます。 


D ま意ス□ーシンクロモード時のごを意 

• シャッタースピードび遅くなる場合びありますので、手プレに注意してください。 

• シャッタースピードび1/4秒より長時間になる撮影では、液晶モニタのシャッタース 
ピード表示び黄色に点灯し、撮慕画面の暗い部分にノイズび出る場合びあります。そ 
の堤合、ノイズ除まモード（应 P .11 己）により星状のノイズを軽減することび可能 
です。 


D ここをチェック！ 

• 回〇にセット時は、内蔵スピードライトを上げた時にセットされるスピードライト 
モードは、自動発光モードになります。〇圆にセット時は、前回セットしていたス 
ピードライトモードにセットされます。 

• 7日 cm より近距離側でスピードライト撮影を行った場合、光び十分に行をわた日ない 
(ケラレる）ことびあります。 

• 増灯ターミナルに接続された増灯スピードライトち内蔵スピードライト同様に発光 
び制御されます（腹 " PiSy )。 


昧タン設定 I 〇回にセット時は電源を OFF にしても、セットしてあるスピードライトモード 
を記憶しますび、「ボタン設定：ボタン記憶」により、電源日 N 時に自動発光モ 
■ ー ド、または赤目軽減自動発光モードのどち5かになるよ5に変更できます。 
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露出捕正値のセット 


撮影モード徊〇圆) 


露出補正モードでは、撮影目的や撮影条件に合わせて 一2EV か S + 2EV ま 
で、1 /3EV ステップで12段階の露出補正が行えます。 


露出巧正ボタンを巧しなび6コマンドダイヤルを回して、セツトしたい露出巧正 
値を表示させまず。 


す+審 


•露出補正時には、表示パネルに露出補正マークび、液晶モニタには、露出補正マークと 
露出補正値び表示されます。 

•セツトでさる補正値は次のとおりです。 

- S .0 特 - 1 .7 特 — 1 .3 材 - 1 .0 特 -0.7 特 -0.3 
特0.0 (補正なし） ♦♦ 

+0.3 特 +0.7 转 + 1 .0 特 + 1 .3 特 + 1 .7 特 +2.0 


督メモ露出補正をキャンセルずるには 

露出補正をキャンセルするとさには、露出補正値を日.日にセットしてください。回〇 
にセツト時は、電源を日 FF にしてちキャンセルでをます。 


Q ここをチェック！ 

露出補正は、撮影メニューの 「露出制御：露出補正」 でを行えます （*^P.108)。 


g 心タン設定;! *0 回に セット 時は電源を 日 FF にしても、 セットして ある露出補正値を記憶す 
【陪ド128)るよラにでをますび、 「ボタン設定：ボタン記憶」 によ0、電源 ON 時に露 
出補正な し（日.日） となる よ ラに変更できます。 

• 「ボタン設定： FUNC .2」 により、露出補正ボタンで甚機能びセットでを 
るよラに変更でをます。ただし、その場合は露出補正ボタンで露出補正値 
をセッ ト することはでをません。 



る機能の詳細スピ—ドライトモード/露出補正値 
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感度変更モードのセット 撮敦 E - ド（〇画) 


標準時の感度は ISO 100相当ですが、 AUTO にセットした場合は、お輝度時 
に自動的に感度アップします。また暗いところで被写体を明るく撮影したい 
場含は、撮影者自身が標準よりも撮像感度を高くセツトすることもできます。 


撮影モードを〇圆にセツトし感度を更ポタンを巧しなび6コマンドダイヤルを回 
して、セットしたい感度を表示をせまず。 



表示 

撮像感度 

100 

標準感度 （ISO 100相当） 

• 暗い場巧や載さの速い被写体の撮影政外は、標準感度で撮影することをおすすめ 
します。 

200 

ISO 吕〇〇相当 

400 

ISO 400相当 

扫〇〇 

ISO 800相当 ヴラついた画像になるためごま意ください（液晶モニタに「800」と赤色表示)。 

AUTO 

通萬は標準感度にセットされますが、低輝度時には自動的に感度アップします。た 
だし、露出モードび 5 (シャッター優先オート）、またはけ（マニュアル）の時は、 
標準感度のままとなります。 

•AUTO にセットして低輝度時に自動的に感度アップしている時は、表示パネルと 
液晶モニタには感度変更マークに 0 び表示されます。 


^ メモ感度密更モードをキャンセルずるには 

感度変更モードをキャンセルする場合は、 AUT 日にセツトしてください。 


n ま意感度巧更モードについてのごを意 

• 撮影者自身による感度変更は〇圆時のみ有効です。感度セット後にセレクトダイヤル 
を回〇に合わせた場合、セットした感度は無効になり、 AUT 日にセットされます。た 
だし、セレクトダイヤルを再び〇回にセットすると、セットした感度に復帰します。 

• 20 日、4日0、または8日0にセットしたときや、 AUTO にセットして低輝度時に自 
動的に感度アップしているとをは、標準感度に比べて多少ザラついた画像になる場 
合びあります。 

•通常の撮影では、400よりほい感度での撮影をおすすめします。800は、特別に 
速いシャッタースピードでプレを防止したい場合などに使用してください。また、 
800にセットする場含は、撮影メニューの「輪郭強調」を日 FF にしての撮影をおす 
すめします （应 P .1 12)〇 


68 
















撮影した画像の再を 


再生モード囚 


1コマ再生モード_ 

撮影した画像は液晶モニタで再生して見ることびできます。 


1セレクトタイヤルを囚にセツトし、1コマ再生画面を表示させまず。 

,_, \mifiM - JiMi 


圆 

Fl^.1 I FUt«.2 
{.MODE ； f 因） 


I 液晶モニタに最後に撮影した画像び 1 コマ再生されます。 

I 1コマ再生画面には最鶴に記録されたコマの画慷と、フオルダ名、ファイル名、撮影曰 
付、撮影時刻、画撒サイズ、画質モード、表示画像番号び表示されます。 

) マルチセレクターで前後の画原を表示させることびでをまず。 


11コマ再生モードでの再生画原のコマ送り 

1コマ前の画像を表示 

.先頭画像表示時は、最終画撒を表示 0 
•巧し続けると、表示画像番号のみ &L 
カウントアップし、離した時の画 
像を表示 


1コマ後の画橡を表示 
‘最終画像表示時は、先頭画像を表示 

•押し続けると' 表示画像番号のみ 
カウントダウンし、離した時の画 
像を表示 


3ここをチェック！ 

I 撮影した画撒びない場合は、液晶モニタに r 撮影画像がおりません」と表示されます。 

I フルサイズ、3:2サイズの HI モード、円 NE モード、 NORM 冉 L モードで撮影した画 
慷および動画を表示する隙には、画像確認のためのレビュー画像び表示された後に 
実隙の撮影画憬び表示されます。 


コマ再生モードでのモード切り換えについて 


面 

山 1 ■ の） 

再生画像の削除 

が . 73 

MONITOR 

液晶モニタ表示の切り換え ぉ P .42 

应 

サムネイルモードに切り換え 

ぉ P .71 

• 

Kwi " 

画橡情報表お画面に切り換え防 P .8 已 

m 

拡大表示モードに切り換え 

ぉ P .70 



ち機能の詳細感度変更モード•撮影画像の再生 
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撮該 した画像の再を （つヴま） 再生トド回 

化大表示モード 

画像の好きな部分を最大6.0倍まで祐大して見ることびできます。 

1 セレクトタイヤルを囚にセツトしまず。 

• 液晶モニタに最後に撮影した画慷び]コマ再生されます。 

9 ズームボタンの1©{^)を 巧し まず。 



• 1コマ再生画面でズームボタンの壓)を押し続けると、再生画撒を拡大表示します 
(画面の左上に拡大表示アイコンと倍率び表示されます)。 


■拡大表示モードでの操作 


m 

画像の拡大 

押すごとに巨.□倍まで画橡をズームアップします 

透） 

拡大表示モードの解除 

拡大表示を解除して、通常の1コマ再まモードに戻ります 

V 受 y 

画面のスク□ール 

画面をスク□ールさせて、見たい部分に移動できまず 


n ま意 

■ 拡大表示の状態か5前後の画面を表示する場合には、いったん拡大表示モードを終 
了して画像の表示を切り換えてください。 

• HI モードで記録した画像では、拡大画傲の表示までに時間びかかることびあります。 

• UH 連写の画像、動画の拡大表示はで定ません。 
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サムネイルモード 


液晶モニタに縮小した画像（サムネイル画像）を最大日コマまで表示します。 
サムネイル画像をコマ送り.コマ戻ししなが5選択でき、選択した画像を1 
コマ再生したり、削除したりすることができます。 

1 セレク ト タイヤルを囚にセツ ト しまず。 

• 液晶モニタに最後に撮影した画像び]コマ再生されます。 



•サムネイルボタンを]回巧すと9コマ、2回巧すと4コマの画傲び、縮ル表示されま 
す。撮該画像び9コマまたは4コマより少ない場合は、左上から詰めて表示されます。 
• 1コマ再生されていた画像は、黄色の枠型カーソルで表示されます。 


■ サムネイルモードでの操作 


0 

還巧画像の切り換え 

マルチセレクターを巧すと、選択画像を示す黄色の枠型カー 
ソルが移動します。 

•カーソルを画面の端（左上またはち下）まで移動させ、 

さ5に同ち向に移動させると、9コマ表示時は日画慷分、 

4コマ表示時は3画慷分のスク□ールを行います。 

•先頭コマまたは最終コマの表示状態でさらにスク□ール 
させると、先頭コマの場合には最終コマから9画面、最 
終コマの場合には先頭コマから9画面を表示します。 

藝 

画面のスク□ール 

コマンドダイヤルを回すと、日コマ表示時は日画像分、4コマ 
表示時は4画像分のスク□-ルを巧います。 


る機能の詳細撮影画像の再生 
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撮影した画像の再を 【つづま） 再生モ—ド回 


3 サムネイル画像を1コマちをずるには、サムネイル画像を還巧し、サムネイル 
ボタンを巧しまず。 



■ 1コマ再生したい画撒にカーソルを合わせます。縮ル画傲び目コマ表示されている 
場合はサムネイルボタンを2回、4コマ表示されている場合は1回巧すと、その画傲 
を]コマ再生します。 
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撮緊した画像の削除 


再生モード回 


再生モードでは、1コマ再生モード、およびサムネイルモード時に削除ボタ 
ンを巧すと、画像を確認しなが51画像ずつ削除することができます。 

•再生メニューの「削除」を選択すると、全画傲または複数選択画像の削除び行えます。 
メニュー選択による削除については i^P.136 


1コマ再生モードでの削除 


2 


セレクトダイヤルを囚にセツトしまず。 

• 液晶モニタに最後に撮影した画像び1コマ再をされまず。 

削除ずる画像を表示させまず。 


A 霞み 



• マルチセレクターで削除する画像を液晶モニタに表示させます。 

3削除ポタンを押しまず。 


葡 

心出が 

b 


ろ™弘寧す 


B0B3 


4 


• 削除確認画面び表示されます。削除確認画面の左上には、削除の対象となる画像び 
かさく表示されます。 

マルチセレクターの ▲/ ▼を巧して r はい J を選択し、►をがしまず。 



>画傲の削除び実行され、「削除完了」画面び表示された機、次の画傲び]コマ再生さ 
れます。 

>削除を行わない場合は、；><ニューボタン、またはマルチセレクターのイを押すか、 
▲ /▼で「いいえ」を選択して►を巧すと、選択画像の]コマ再生画面に戻ります。 


る 機能の詳細 撮影画像の再生/撮影画像の削除 
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撮影した画像の削除 【つヴき） こ再生モ—ド回 


サムネイルモードでの 削除 


2 

3 


セレクトダイヤルを囚にセツトしまず。 

• 液晶モニタに最後に撮影した画傲び1コマ再生されます。 

サムネイルボタンを}甲して、サムネイルモードにします。 



• 選択している画像は黄色の枠型のカーソルで示されます。 


4 


5 


削除ボタンを巧しまず。 


%1お削除します 
、 J ろしいですか？ 


前 A 

b 

■ 「削除」確認画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲/▼で r はい J を選択し、►を}甲しまず。 



•画像の削除び実行され、「削除完了画面」び表示された後、サムネイル画面に戻り 


ます。 


■削除を行わない場合は、メニューボタン、またはマルチセレクターのイを巧すか、 
「いいえ」を選択して►を押すとサムネイルモードに戻ります。 
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応用的な使い方 


巧っておいていただ< と便利な機能について 
説明していまず。 




AF/AE □ツク 


撮影モード（囚〇回） 


AF (オートフオーカス）でピントををわせる場台、ま要被写体（ピントを 
含わせたいものや人物など）に AF フレームを含わせてシャッターボタンを 
半巧しすると、その直後にピントの含った状態で固定されます。これを AF 
□ックといいます。同時にを要被写体の露出ちカメラに記憶され、これを 
AE □ックと言います。この機能にはを要被写体が AF フレームか5外れる構 
図の撮影や、主要被写体に露出を合わせたい撮影のときなどに便利です。 






• ファインターの AF フレームを使用すると目まになります。 

碌色 LED び点なしたが態で、シャッターボタンを半押ししたまま構図を巧め 
て撮影しまず。 


I 國 f 输1顏 K i な 化 ^^用グ I I 

■ピントび合うと緑色 LED び点巧し、ピントと露出び固定（記憶）されます。 

D ま意 AF □ックをの被写体との 撮影 距離について 

撼色 LE □の点打媛は主要被写体との撮影距離を変えないで < ださい。 


9ここをチェック！ 

lAE □ック撮影は、マルチ測光、スポット測光、中央重点測光のいずれでも巧うこ 
とびできますび、マルチ測光は十分な AE □ック効果び期待でをないため、おすす 
めでさません。測光方式の選択については*^ P .96 
lAF □ック撮影では、冉 F エ U ア選お （ i ^ P .109) をマニュアルで中央にセットして 
の撮影をおすすめします（〇圆時)。 


76 























フォーカスモードボタンを巧しなび 5 コマンドダイヤルを回ずと、マニュアルフォ 
—カスでの撮影となり、表示パネルに EBSHi 旦マークと撮影距離び表示されまず。 
さ6に、フォーカスモードポタンを巧したまま、コマンドダイヤルを回して、任意 
の撮影距紐をセットしまず。 



•セットでをる撮影距離（レンズ前か日被写体までの距離）は、日.日 2 m 〜1 dm の49段階 
および Inf (無限遠）です。 

•セツトした撮影距離を表示パネルで確認するときは、シャッターボタンを半巧ししてくだ 
さい。 


D ミち意マニュアルフォーカスについてのごを意 

• マニュアルフォーカスとセルフタイマーを併用する場含は、セルフタイマーをセッ 
卜してか5マニュアルフオーカスをセツトしてください。 

• 撮影距離を日.3日 m 政下にセットしてズーミングを斤った堤合、セットした距離に 
ピントび合わないズーム領域びあります。この場合、液晶モニタの撮影距離表示び 
赤色に点灯し、警告します。 

• コンバータ使用時は、距離表示とピントの合5距離び異なります。 


^ メモ マニュアルフォーカス攝影をキャンセルするには 

フオーカスモードボタンを]度押すとマニュアルフオーカスはキャンセルされ、マニ 
ュアルフオーカスをセツトした直前のフオーカスモードに戻ります。 


マニュアル フオー カス r 撮影 E — ド（〇回） 

〇画時には、マニュアルフオーカスで撮影距離をセットできます。被写体と 
の撮影距離をあ5かじめ想定して撮影を行ラ場台や、オートフオーカスが苦 
手な被写体を撮影する場合などに便利です（心 P .78)。 


応用的な巧い方 


77 










才ートフオーカスが苦手な彼写巧の撮影 [撮影モード（回。回) 


COOLPIX 日日已の才ートフオーカス機能は、ほとんどの被写体について 
ピントちわせび可能ですが、被写体のを件によってはオートフオーカスで 
のピント合わせが正常にできない場台びあります。その場台は、 liTF のち 
法で撮影してください。 


1. 液晶モニタ消な時にオートフォーカスでのピント合わせびできず、緑色 
LED び高速に点滅してシャッターびされない場合 

※液晶 モニタ 点口時は ピントび 合っていなくてち シャッターび されます。 
(例）-被写体び非常に暗い堤合 

-画面内の輝度差び非常に大きい場合 
(太陽び背景に入った曰陰の人物など） 

-被写体にコントラストびない場含 
(白壁や背景と同色の服を着ている人物等） 

ク 

撮影方法 

撮影したい被写体と同じ距離にあるほぼ同じ明るさの、コントラストのはっきりし 
たものでピントを合わせ、 AF □ック （1^ P .7 已）したを、構図を決めて撮影してく 
ださい。 


2. 緑色 LED び点打し、シャッターびをれてちピントび合わない場合 

(例）-遠いちのと近いをのび混在する被写体 
(才 I 」の中の動物等） 

-動をの速い被写体 


ク 

撮影方法 

撮影したい被写体と同じ距離にあるほぼ同じ明るさのちのにあ5かじめピントを合 
わせ、 AF ロックしたを、構図を決めて撮影してください。 


n ま意 AF ロック時のごま意 

シャッターボタンを半押しして AF □ックを行った場合には、同時に冉 E □ックも行わ 
れますので、露出には十分ご注意ください。 
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o 圆で摄影メニューの r 連号 J で r 動画 J を選がします。 

撮影メニュー r 連写」 の 「動画」 については政 P .98 


シャッターボタンを深<巧し込むと、動画の撮影を開おしまず。 

ち5—度シャッターボタンを深く巧し込むと、動画撮影を終了しまず。 

• 動画撮影でをる時間は約4日砂間です。シャッターボタンの全巧しによる動画撮影 
の終了操作びなかった場含は、動画撮 f ミは動画撮影開始から40秒後に自動的に終 
了します。 

•動画は、日 VGA サイズ (320 x 240) で1己フレーム/秒で撮影されます。フアイ 
ルは日 uickTime 形式で記録されます。 


動画再をモード 




1コマ再生モードで動画ファイルび静止画表示をれている時に、 趣@ ポタンを押ず 
と動画の再生を行いまず。 

• 1コマ再生モード、またはサムネイルモードでは、動画撮影されたファイルは先頭コマび 
静止画表示され、画面上に動画ファイルであることを示すアイコン颗び表示されます。 

• サムネイルモードか5動画再生モードに入るには、動画ファイルを選択してサムネイル 
ボタンを巧し、1コマ再生モードに入り、趣亟ボタンを押します。 

• 動画再を中に®ボタンを押すと一時停止し、ボタンを巧した時点のフレームを静止画 
表术します。 

• 動画再生終了後は動画最終フレームを約1砂間表示した後、先頭フレームの静止画表示 
に戻ります。 



動画撮影/再をモ—ド 撮敦 E _ ド （ 〇 画）生モード囚 


QVGA サイズ (320 X 240) で画質モードが NORMAL の動画を約40秒 
間撮影することができます。撮影した動画ファイルは液晶モニタで再生す 
ることびでさます。 


動画撮影モード 


2 3 


応用的な巧い方 
















動画撮該 / 再生モ-ド（つづを) 


撮影モード （ 〇圆）/ 再生モード囚 


■ 動画再生モードでの操作 


• 先頭フレームを静止画表示中 


(0^ 動画再生を開始 


動画再生終了後は動画最終フレームを約1秒間表示した後、 
先頭フレームの静止画表示に戻る 


• 動画再生中 


网 動画再生を一時惇止 ボタンを押した時点のフレームを静止画表示 


•一時停止中（動画の先頭フレーム ly 外を静止画表示中) 


Tqual ) 

動画再生を再スタート 

静止画表示しているフレームから動画再をを再スタート 


1フレーム前の 
画像を表示 

動画中の 1 フレーム前の画像をコマ送りで再を 


(動面のを中フレームの表示中） 

1フレームをの 
画像を表 

動画中の 1 フレーム後の画像をコマ送りで再生 

(最疫フレームの表示中） 

動画再生を終了 

動画再をを終了して先頭フレームを表示 


加 











記録中の画像のキャンセル/表巧延長 



液晶モニタを使用して撮影している場含に、シャッターボタンを巧して撮 
影したあとでも、画像の記録中に記録をキャンセル（クイックデリート） 
ずることや、画像の表示を延長することができます。 



撮影画像の記録中に液晶モニタに颗（クイックデリートマーク）び表示されている 
聞に、を巧しまず。 



•盤 ボタンを巧すと、削除の確認画面び表示されます。マルチセレクターの▲/▼で 
「はい」 を選択して►を巧すと、画像データびコンパクトフラッシュカードに記録されま 
せん。 

□ ここをチェック！ 


♦撮影;><ニュー 「削除禁止」 び日 N にセットされている場合は、クイックデ U - トマー 
クは表示されず、ボタンを巧すと、液晶モニタに 「ファイルの削除ができませ 
ん」 と表示され、削除は行うことびできません Ci ^ P .133)。 



撮影画像の記録中、液晶モニタに DyD (静止画延長マーク）び表示をれている巧にス 
ピードライトモードボタン極)をがしまず。 



20秒後に画像び記録され、通常の画面に戻ります 


• ■^|^マークび表示されている間にスピードライトモ ー ドボタン (1 萄を巧してを、画像び記 
録されます。記録をキャンセルする堤合には削除ボタンを巧すと削除の確認画面び 
表示され、削除することびでさます。 


応用的な巧い方 
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レビュー再をモード/簡易再をモード [ (回〇圆) 


セレクトダイヤルび撮影モード（回〇回）にセットされている時に、クイッ 
クレビューボタンを巧すと、レビュー再生モード/簡易再生モードにな 
ります。 

この2つのモードは、撮影モードにセットしたまま撮影した画像の確認およ 
び再生ができるモードで、すぐに撮影モードに戻って撮影を行ラことができ 
ます。 

• モードダイヤルび撮影モードにセットされている時にクイックレビューボタン〇を巧すと、 
ボタンを1回押すごとに、液晶モニタの表示び次のぶうに切り撰ねります。 
r 撮影モードーレビュー再生モードー簡易再生モードー I 


レビュー再をモード 


撮影モード時にクイックレビューボタン* S を巧して、レビューちをモードにセツ 
卜しまず。 



•レビュー再生モードでは、液晶モニタの撮影スルー画の左上の部分に、最後に撮影した 
画像び縮小表示（サムネイル表示）され、撮影した画像を確認することびでをます。 

■撮影した画像びない場合は、液晶モニタに「撮影画像がありません」と表示され、撮影 
モードの画面に戻ります。 

■ レビュー再生モードでの操作 
-レビュー再をモードでの画像表示 

サムネイル表示された画像には、表示画像番号び表示され、マルチセレクターで表示画像を 
選択でさます。 


鑛 

1コマ前の画像を表示 

-先頭画像表示時は、最終画撒を表示 

i 

發 

1コマ後の画像を表示 

-最終画像表示時は、先頭画撒を表示 
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• レビュー再生モード時の撮影傑能： 

• レビュー再生モード時には、フオーカスモードボタン应霉、スピードライトモードボタン 
(内蔵スピードライトび上びつている樹こ可能)、露出補正ボタン風による各モー 
ドのセットと、ズームボタン週©によるズーム動作び行えます。 

• レビュー再生モード樹口ま、レビュー再生モードに入る前にセットされてし、た撮影モード 
の撮影条件（測光値、 AF 、 ホワイトバランス[才ートの堤合])の設定び保持されていま 
す。 

•レビュー再生モードの終了： 

• レビュー再生モード時に次の操作び斤われると、レビュー再生モードを終了して撮 
影モードに戻ります。 

. シャッターボタンを半巧しした時 
-セレクトダイヤルを他のモードに切り換えた時 
-カメラびオートパワーオフ状態になった時 
• レビュー再生モード時にクイックレビューボタン〇を押すと、レビュー再生モー 
ドを終了して簡易再生モードになり、表示されていた画像び1コマ表示されます。 


応用的な使い方 
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レビュー再生モード/簡易再生モード （つづき）[(回〇圆 3 


簡易再をモード 


簡易再生モードでは、モードダイヤルを撮影モードにセツトしたままで簡 
易的な再生を行うことびできます。 

レビュー再をモード時にクイックレビューボタン*を巧して、簡易再生モード 
にセットしまず。 



• 簡易再生モードでは、レビュー再生モードで液晶モニタの:左との部分にサムネイ j レ表示され 
ていた画像び1コマ再生されます。 

■ 簡易再生モードでの操作 
-簡易再生モードで行える再生 

• 次のよラな再生を再生モード時と同様に斤5ことびでをます。甚再生モードの詳細に 
ついては、参照ページをご覧ください。 

■ 1コマ再生モード屈 P .69 
-拡大再生再生モード腹 P .70 
■サムネイルモード1^ P .71 
-画像削除 P .73 


• 簡易再生モードの終了 

• 簡易再生モード時に次の操作び行われると、簡易再生モードを終了して撮影モードに戻 
ります。 

-クイックレビューボタン〇を押した時 
. シャッターボタンを半押しした時 
-セレクトダイヤルを他のモードに切り換えた時 
-力;ラびオートパワーオフ状態になった時 
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1 コマ再生/簡易再をモードでの画面切り換え 


1コマ再生または簡易再生モードで液晶モニタに再生画像を表示している 
時、コマンドダイヤルを回すと、次の己種類の「画像情報表示」画面の切り 
換えができます。 


基本画面 

詳細情報表示画面1 
詳細情報表示画面吕 
ヒストグラム表示画面 
ピーキング表示画面 


* 鲁画面で表示される画傲情報の内容は政下のとお0です。 

し昼本画面 


IT 遇 


11 


W 4®]) 



表示例 

表示情報の内容 

100 NIK 0 N 

フオルダ名 

0025 .JPG 

ファイル名（下4ケタ番号） 


バッテリーチェック表示 

(バッテリー容量が不十分なとき表示） 


転送アイコン（転送設定された画像で表示） 

& 

プリントアイコン 

(プリント指定された画像で表示） 


プ□テクトアイコン 

(プ□テクト設定された画像で表示） 

25/40 

表示画像番号 

2001.07 .25 

撮影曰付 

12:00 

撮影時刻 

VGA 

画徹サイズ ( UXGA , SXGA 、 XGA , VGA , 3:2' 
QVGA ) 

FINE 

画質モード （ HI 、 FINE 、 NORMAL , BASIC ) 


2. 詳細情報表示画面1 


表示例 

表示情報の内容 

CAMERA : E 995 

撮影カメラの機種 

FIRM VER : E 995 V 1.0 

ファームウ:!:アのバージヨン 
(COOL 円 X 日日己の撮影画像でのみ表示） 

METERING 

MATRIX 

測光方式 

MODE 

P 

露出モード 

SHUTTER 

1/60 

シャッタースピード 

APERTURE 

F 2.6 

絞り値 

EXP +/- 

0.0 

露出お正値 

FOCAL LENGTH 

f 8.2 mm 

焦点距離 

FOCUS 

AF 

フォーカスモード 
(M 刊寺には設定距離） 


応用的な巧い方 
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1 コ 7 再生/簡易再生モードでの画面切り換え（つづを) 


3. 詳細情脯巧画面2 



表示例 

表示情報の内容 

SPEED LIGHT 

ON 

スピードライト 

IMG ADJUST 

AUTO 

階調浦正 

SENSITIVITY 

AUTO 

感度 

WHITEBAL 

AUTO 

ホワイトバランス 

SATURATION 

+1 

彩度調整 

SHARPNESS 

AUTO 

輪郭強調 

DIGITAL TELE 

X1.00 

電子ズームの倍率 

CONVERTER 

OFF 

コンバータ 

FILE SIZE 

713KB 

撮影画像のファイルサイズ 


4. ヒストグラム表示画面 



表示 

表示情報の内容 

サムネイル画像 

サムネイル画像を A イライト表示 

(画徹の八イライト部分を白/黒の点滅で表示） 

ヒストグラム 

表示画像のヒストグラムを表示 

撮影情報 

表示画像の撮影情報 

(ファイル名、測光方式、シャッタースピード、 
絞り値、露出捕正値、感度） 


• ヒストグラムの横軸は輝度（日〜2己己）を、縦軸はドット数を示します。軸のスケール 
は画像のドット数の最大値により最適化されて表示されます。 


5. ピーキング表示画面 



表示 

表示情報の内容 

ピーキング処理 
画像 

画像中で焦点の合っている被写体の輪郭を 
強調して表示 

撮影情報 

表示画像の撮影情報 

(ファイル名、焦点距離、シャッタースピード、 
絞り値、フォーカスモード [ MF 時は設定距離]、 
選択 AF エ U ア、ノイズ除去） 
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増好ターミナル 


C 00 LPIX 9 日己と増丹ブラケット SK - E 日00 (別売）および使用可能な当 
社製スピードライト（別売）を組み台わせて使用することで、スピードラ 
イトの増口撮影が巧能になります。 


1 増灯ターミナルのキャップをはずし、増灯アダプタのカメラ取り付けプラグ 
を接続しまず。 



•使用可能な当社製別売スピードライトは、 S 巨- 28 DX 、 S 巨-28、 S 巨-26、 S 巨-2己、 
S 巨-24、 S 巨- 22 s 、 S 巨-22です。その他の当社製スピードライトをご使用の場合は、 
当社サポート部門までお問い合わせ<ださい。 

•マク□モードでの撮影時は、光び十分に斤をわたらない（ケラレる）ことびありますの 
でご注意ください。 

• スピードライトの種類によってはオートパワーズーム機能びありますび、 C 00 LPIX 995 
との組み合わせでは機能しません。スピードライトの照射角度は、マニュアルで 28 mm 
より広角側にセットしてください。 

• スピードライトのアクティブ補助光は点灯しません。 

• 増好ブラケット SK - E 9 日日、別売スピードライトの基本的な性能や使用方法については、 
それぞれの使用説明書を参照して<ださい。 


Q ここをチェック！ 

〇圆時の SET-UP メニューの「スピードライト：内蔵発光禁止」 （应 P .13]) で、内蔵 
スピードライトを発光停止にして、別売スピードライトのみ発光さはることびできます。 


D ま意他社製のスピードライトについて 

他社製スピードライト（カメラの増なター S ナルにマイナス電圧や S 已 ov 政上の電圧 
びかかるちの、アクセサ U シュー部のかさな接点び触れてしまラちの）を使用しない 
でください。カメラの正常な機能び発揮でをないだけでなく、カメラおよびスピード 
ライトのシンク□回路を破損することびあります。 

D ま意別売スピードライトを発光させる場を 

別売スピードライトを発光させる場合は、内蔵スピードライトび下びったままの状態 
では、スピードライトの調光センサーび機能しませんので、内蔵スピードライトを発 
光禁止にした場含ち、必ず内蔵スピードライトを上げてください。 


応用的な巧い方 
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メ ニユー にごいて 


撮彰、撮影 SET - UP 、 再を、再生 SET - UP の 
るメニューについての詳細を説明していまず。 




撮影ゾニュー頃目のセット 



〇画時には、撮影メニューによって露出やホワイトバランスなどをより詳 
細にコント□ールしたり、測光方式、連写、階調補正、彩度調整、コンパ 
一夕一などの撮影条件を設定して撮影を行うことができます。 


撮影メニュー画面の呼び出し 


〇画にセットしてメニューボタンを巧ずと、液晶モニタに撮影メニューび表示さ 
れまず。 

•]4項目のメニューは、7項目ずつ2画面に分かれており、マルチセレクターで好みの画 
面を呼び出すことびでさます。 

• ©び付いている項目は、；><ニュー画面でコマンドダイヤル操作によって機能をセット 
することちでさます （>^ P .93)。 

•撮影メニューをセツトしている間ち、液晶モニタで撮影画面び確認でさます。 


画メモ素早<撮影メニューの画面を切り換えるには 

•マルチセレクターのイで切り換える場合 

マルチセレクターのイを巧すと画面左のタグの色びオレンジに変わり、画面上部の 
表示は「撮影メニュー1」、または「撮影メニュー吕」に変わります。この時、 
▲ / ▼を巧すと、；><ニューは画面（タグ）単位で切り撰わります。タグを切り換え 
た鶴は、►を1回巧して、メニュー項目の選択び行える状態に戻してください。 

•；>< ニューボタンで切り換える場合 

画面上部の表示び「ホワイトバランス」から「コンパ‘一夕」までの r 撮影メニュー 

1」のいずれかの状態でメニューボタンを巧すと、画面上部の表示は「カスタム 
NO 」 となり、「撮影メニュー吕」に切り換わります。さらに、「撮影メニュー2」 
の状態で;ニューボタンを巧すと、メニュー画面から撮影画面に切り撰わります。 


WdllJfJl larTBl 

immu 


目猜 ^^ I 

お^^^ ■ 

> PAGE 2ホ選が►投を 


I 圓困瞧 jii 做而 ^^^^^ aiggal 



連写 


BSS 


A 0 階調補正 


彩度調整 


ンバータ 


のカスタム N 0. 


EXR 露出制御 


FOCUS フオーカス 


■ cpiDQFF _ み選巧-►設定 


























撮影メニュー項目の選択とセット（例：フォーカスモードの場合） 
メニュー巧目を還おしまず。 

• マルチセレクターの ▲/ ▼で希望するメニュー項目を選択し、►を押すと選択した 
項目の画面に切り換わりまず。 




メニュー巧目の詳細を還択しまず。 

•マルチセレクターの ▲/ ▼でセツトしたい項目を選択し、►■を押すとセツトしたし、 
項目の詳細の画面に切り換わります。 


It 




メニュー巧目の詳細をミ夫定します。 

•マルチセレクターの ▲/ ▼でセットしたい項目の詳細を選巧し、►を巧ずとその内 
容びみ定されて、メニュー画面に切り換わります。 








撮該メニユー頃目のセツ 



回メモセットしたメニューの確認 

次のメニューはセットしたメニューのアイコンび撮影;>< ニュー画面で確認でをます。 

撮影 メニュ ー1 

-ホワイトバランス 
-測光ち式 
-連写 
-巳 SS 
-階調補正 
-彩度調整 
-コンバータ 


D ここをチェック！ 

ほとんどの磯能は、手順3のセットしたい項目の詳細にカーソルを合わせた時点で、 
その機能びセットされ、その状態でシャッターボタンを半巧しすると、撮影画面に切 
り換わり撮影び斤えます。ただし、撮影鶴は;ニュー画面に戻ります。また、セット 
したい項目の詳細にカーソルを合わせた後、マルチセレクターの◄を巧していくと;< 
ニュー項目の画面まで戻ることびでをますび、その機能はすでにセットされています。 








マルチセレクターでセツトしたい I 頁目に力ーソルを合わせたとを、その頃 
目のち側に©び表示をれる頃目では、コマンドタイヤルで撮影メニユー頃 
目を素早くセツトずることびでまます。 

i マルチセレクターでメニュ ー I 頁目を還巧します。 



•コマンドダイヤルでセットできる機能は、ホワイトバランス、測光方式、連写、 
巨 SS 、 階調補正、彩度調整、コンバータ、カスタム NO .、 輪郭強調の9種類です。 

•カスタム N 0.は、記憶させたメニュー設定の組み合わせの呼び出しのみ行え、記憶 
させることはでさません。 

2 コマンドダイヤルを回して、巧望ずるセツトしたい項目のアイコンを表示さ 
せまず。 



•セットしたい項目のアイコンを表示させた状態で、メニューボタンを「撮影 メニュ 
-1 J の時は2回、「撮影 メニュー吕」 の時は 1 回巧すと決定し、メニュー画面から 
撮影画面に切り換わります。 


図メモ表示されたアイコンの内容を確認ずるには 

セツトしたい項目のアイコンを表示させた状態で、マルチセレクターの►を巧すとア 
イコンの内容び確認でさます。 


メニユ—について撮影 メ 






合は画像が青みびかり 
ます。マルチセレクタ 
一の►を巧すとセットさ 
れます。 


• ホワイトバランスを才 
ート政列にセツトする 
と、ホワイトバランス 




ホワイトバランスを自動調整 


- I お光な下での撮影用 


e 堂光な 


お太陽光 


撮影タニユー頃目のセット（つづき ）I 撮影 E — ド （〇圆） 



人間の目には、照明する光が変化してち、白い被写体は白に見えるといラ 
順応性があります。これに巧してデジタルカメラ等では、被写体周辺の照 
明光の色に含わせてバランス調整を行ってはじめて、白い被写体は白に見 
えます。 

この調整を、ホワイトバランスを含わせるといいます。ほとんどの場台は 
オートで撮影できますが、特定の照明光や撮影条件に固定したい場含には、 
他のホワイトバランスにセットしてください。また、このカメラではホワ 
イトバランスを使用したブラケティング撮影も行えます P .1 14)。 


幽雞攘盤公を 
















^ メモプリセツトホワイトバランスについて 

• カクテル照明や高演色堂光灯による照明下で、マニュアルでホワイトバランスをセ 
ツトするとをに便利です。 

•撮影する照明下でプ U セツト画面にし、白い被写体を撮影してホワイトバランスを 
セツトします。 

•カメラは撮影した被写体をちとにホワイトバランスをセツトし、記憶します。 


[現巧の設定] 

• 「現在の設定」を選択後、マルチセレクターの►を巧すと、現在の設定値び呼び出され 
てセットされます。現在の設定値の呼び出し中にはズームレンズび動作しますび、画像 
は記録されません。 

规規設定] 

• 「新規設定」を選択後、撮影する照明下で白い被写体をホワイトバランス測定窓に映し 
て、マルチセレクターの►を押すと、ホワイトバランスびプ U セットされます。プリセ 
ット中にはシャッターびきれる音とズームレンズび動作しますび、画像は記録されません 。 rMi 


新規設定 


—について 撮影ホワイトバランス 
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撮影 メニユー頃目のセットロゴき） 撮彰モード（〇圆) 


測光ち式 S 

測光ち式を還択しまず。 


測が方式 

巧徴 

こんな撮影には 

國 7 ルチ 

CC □の撮徹領域を2己6分割して測光し、最適な 
露出値を決定します。様々なシーンで正確な露 
出び得られます。 

通常の撮影では、マルチ測 
光による撮影をおずずめし 
ます。 

巳]スポット 

撮影画面中央部の、全体の約1/32の領域のみを 
測光して露出値を決定します。測光範囲は、撮 
影時に液晶モニタ中央部に表示されます。 

逆光やコントラストの差び激 
しいと舌など、撮影画面の一 
部分の露出を基準に撮影した 
し、とさに適しています。 

曲中巧重点 

撮影画面の中央部の、全体の約1/4の領域に 
80%のウェイトを置いて測光し、露出値を決定 
します。 

作画意図に応じて中央部の露 
出値を基準に撮影したい場合 
に適しています。 

固 AF スポット 

撮影メニュー(〇圆）の「フ ォーカス： AF ェリ 
ア選択」 で 「 AUTO 」 または 「 MANUAL 」 に 

セットされている時にセットでさます 
(防 P . 10日)。 

FAUTOJ :スポット測光ェリアは 、が 

ラび己つの AF ェ1」アから自動 
的に選択した AF ェリアに連載 
[MANUALJ :スポット測光ェリアは、撮影 
者自身が選択した AF ェ1」アに 
連動 

rOFFJ :マルチ測光に自數的にセット 

なお、液晶モニタび OFF の場合は、測光ェリア 
は AF ェリアに連動せず、中央部の AF ェリアに固 
定されます。 

測光エ U アび AF エ U アと連 
動するため、撮影したい構図 
のままで、意図的に被写体の 
特定部分のみの露出を基準に 
撮影する場合などに適してし、 
ます。 


※電子ズーム時は、自動のに中央部重点測光ホ目当に固定されます。 






■ElE か连お^^^ 

E 虫 A お柜記 y しん 


じな《の 133 川 y ■もんぶ 





















■測光方式をセツトすると、測光モード表示び表示パネルと液晶モニタの撮影情報画面に 
表示されます。 



スポット測光エ U ア表示 


メニュ—について〔撮影〕測光方式 
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連写モード 

特徴 

セ画な品您セ 画 把ぉ;ょ 

(pixel) @ 胃 h 

速度 

(NORMAL 晚 

回単写 

シャッターボタンを深く押し込むごとに、 

] 枚撮影を行います。そのままシャッタ 
ーボタンを巧し続けてち、次のコマの撮 
影は行われません。 

全画像 
サイズ 

全画質 
モード 

- 

写！)連写 

シャッターボタンを深く押し続けること 
により、連続撮影を行います。 

全画儘 
サイズ 

1 HI 1 

な外 

FULL 時※ 

約1.日コマ/秒 

圏マルチ連写 

シ■^ッターボタンを深く押し込むと、連 
続して1日枚撮影を巧います。16枚の画 
像は、1つの画懷ファイルになをされます。 

FULL 

邸 48x1536) 

1 HI 1 

な外 

- 

〇1 高速連写 

シャッターボタンを深く巧し続けること 
により、高速で連続撮影を行います。 

VGA 

(640x480) 

NORMAL 

約2コマ/秒※ 

UH 連写 

シャッターボタンを深く押し込むと、約 
30コマ/砂で70枚の撮影を行います。撮 
影を行ラごとに N__ で始まる専用フォル 
ダび作成され、そのフォルダに70枚全て 
び記録されます。 

QVGA 

(320x240) 

NORMAL 

約30コマ/秒 

動画 

シャッターボタンを深く押し込むと、約 
40秒間動画の撮影を開始します。撮影中 
に再度シャッターボタンを深く押し込む 
と、撮影び終了します。 

QVGA 

(320x240) 

NORMAL 

約1己 fps 


※力; >< ラ巧部のメモ IJ の空を状態により、速度び変化します。 

•連写、マルチ連写、高速連写、 UH 連写では、 AF 、 測光値、ホワイトバランス（オート 
の場合）は、それぞれ撮影1枚目の条件に固定されます。 
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> 連写を単写モード L ソ外にセツトすると、連写モード表示び表示パネルと液晶モニタの撮影 
情報画面に表示されます。 



n ま意コンパクトフラッシュカードの巧り巧いについてのごを意 

撮影機、コンパクトフラッシュカードへの記録び終了するまで、カードをカメラか日 
取り出さないでください。特に UH 連写、動画モードでは、撮影された画像はいった 
んカメラ内部のメモ U 上に記録され、連写終了後にコンパクトフラッシュカードに保 
存されるため、記録にをか時間びかかりますのでご注意ください。 






















撮該メニユー頃目のセットロゴき） 撮彰モード（〇圆) 


回メモ UH 連写および動画モードについて 

• UH 連写モードで撮影された画像を再生する時には、フォルダ選択を「すべてのフ 
ォルダ」にするか、 N _ で始まる専用フォルダを選択してください。ユーヴ設定を 
クリアにした初期状態では、フォルダは「すべてのフォルダ」び選択されます。 

• UH 連写および動画モードでは、対面撮影を行った場合は液晶モニタに表示される 
画像と再生される画像はいずれち上下逆となります。 

• UH 連写および動画モードでは液晶モニタを日 N にして行ってください。液晶モニタ 
を日 FF にすると、自動的に単写モードにセットされます。ただし、再度液晶モニタ 
を日 N にすると、再びそれぞれのモードに戻ります。 

•動画モードでは、撮影メニュー（〇回セット時）の 「 BSS 」 「ブラケティング」「ピ 
ーキング」は日 FF になります。 

• UH 連写では、撮影メニュー（〇回セット時）の 「 BSS 」 「ブラケティング」は 
OFF にな0ます。 


D ミモ意スピードライトについてのごを意 

•単写モードし处がにセットした場含、内蔵スピードライトび上びっていてを、内蔵ス 
ピードライトは発光しませんび、露出びアンダーになるおそれびありますので、必 
ず内蔵スピードライトを下げてください。 

•単写.連写.マルチ連写.高速連写モードにセットした場合、増灯スピードライト 
(•^ P .87) を使用することびできます（別売の増:〇プラケット SK - E 90 日等を使用 
P .1 巨0)。増灯スピードライトを使用する場含は、内蔵スピードライトび下びっ 
たままの状態では調光センサーび機能しませんので、必ず内蔵スピードライトを上 
げて < ださい。 
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^ メモ BSS び効果的な撮影 

目 SS を ON にすると、政下のよラな撮穀時に効果的です。 

-カメラのズームレンズ、またはテレコンバータを使用して望遠撮影を行っている時 
•マク□撮影時 

• 被写体び暗<、シャッタースピードび遅い場合 


D ま意 BSS についてのごミち意 

•巨 SS は次の条件下では、日 N にセットできません。 

• 連写モードび連写-マルチ連写-高速連写- UH 連写-動画モードにセットされ 
ている堤合 P .98) 

• 画質モードが I HI I にセットされている場合（应 P . 已 4) 

•巨 SS を日 N にセットした時は、内蔵スピードライトを上げてち発光しません。 

■巨 SS を日 N にセットしてを、動をのある被写体を撮影する場含や、連続撮影中に構 
図を変更した場含には、効果び得5れないことびあります。 


•己 SS を日 N にセツトした時には、己 SS のアイコンび液晶モ 
二夕の撮影情報画面に表示されます。 



BSS S 


BSS とは「ベストシヨットセレクタ」 (Best Shot Selector) のことで、 
最大10コマの連続撮影を行い、最もシャープだと判断される画像をカメラ 
が選んで、その1コマだけをコンパクトフラッシュカードに記録します。 



BSS OFF 

己 SS を OF 円こセット 

BSS ON 

巨 SS を日 N にセット 


BSS OFF | BSS をセットしません。通常の撮影に戻ります。 


BSS ON 


シャッターボタンを深く巧し続けると、最大10コマまで連続撮影び行われます。撮影 
した画徹のデータは、いったんカメラ内部の><モリに記録され、撮影完了機に最わシャ 
ープだと判斷されるコマをカメラび自霞)的に選おして、コンパクトフラッシュカードに 
記録します。 AF 、 測光値、ホワイトバランスは、 ] コマ目の条件で固定されます。 


メニュ I について〔撮影〕連写/田 SS 
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I 階調補正を AUT 日および標準政外にセットすると、 
階調補正表示び液晶モニタの撮該情報画面に表示さ 
れます。ただし、彩度調整でモノク□びセットされ 
ている時は、モノク□表示び表示されます。 













撮影 ゾニユー頂目の セット（つヴき） 撮影 E — ド（〇圆） 


階調な正 Q 

画像のコントラストと明るさを変化させます。 
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画像の色彩の鮮やかさを調整することにより、パソコンに取り込んでレタ 
ッチを行うのに適した画像や、レタッチせずに直接プリント出力するのに 
適した画像を作成する場合に行います。また、モノク□画像を作成するこ 
とも巧能です。 



+1彩度+1 

1彩度を +1 にセット 1 

0 標準 

間或3讓 

—1彩度_1 

彩度を一 1 にセット 

— 2 彩度一2 

彩度を一 2 にセット 


モノク□にセット 


' モノク□モードにセツトするとモノク□のアイコンび液晶 
モニタの撮影情報画面に表示されます。また、液晶モニタ 
の各表示は緑色で表示され、撮影モニタ画面はモノク□表 
示にな0ます。 




画 

魅!誇输 胃 - 碰@。 _ L_1 


お度調整 

巧徴 

+1 お直 + 1 

彩度を鮮やかにします。プ IJ ンタ等で直接出力する場合に適してます。 

0 標準 

通常の撮影では、標準にセットしてください。標準、一1、一2の順で彩度 
び抑えられます。バソコンに取り込んで、レタッチを巧ラ場合などに適し 
ています。 

- 1 お直 —1 

-2 彩度 —2 

MJ モノク U 

撮影された画像はモノク n データで記録し、液晶モニタをモノク□表示と 
なります。画像ファイルのデータ量は通苗のカラーモードと同様となりま 
すび、モノク□では、カラーの場合と比べて解儘感の高い画像となります。 


彩度調整 S 


メニュ I について〔撮影〕階調補正/彩度調整 
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撮影 メニユー頃目のセットロゴき） 撮彰モード（〇圆) 


コンパータ S 


ワイド、テレ、フィッシュアイなどの备コンバータやスライドコピーアダ 
プタの装着時にセツトします。 


^ OFF 

コンバータモードを OFF にセット 

で！ r ワイドコンバータ 

ワイドコンバータ使用時にセット 

^テレコンパ ータ 1 

テレコンパータ TC-E2 使用時にセット 

^テレコンパ ータ 2 

テレコンパータ TC-E3ED 使用時にセット 

® フィッシュ アイ1 

フィッシュアイコンバータ使用時にセット 
(画像が円形に撮影されます） 

@フィッシュ アイ 2 

フィッシュアイコンバータ使用時にセット 
(画像の隅に影び出ることなく撮影されま 
す： 对角魚眼） 

- g スライドアダプタ 

スライドコピーアダプタ使用時にセット 



•各コンバータモードのセツト内容は次のよラになります。 


コンバータモード 

□ックされるポタン 

焦点距離 

ズーム操作 

nsr ワイドコンパ‘ータ 


最も広ち側（ワイド端） 

セツト後は巧 

W テレコンバータ 1 


最ち望遠側（テレ端） 

セツト後は可 

W テレコンバータ 2 


最ち望遠側（テレ端） 

セツト媛は巧 

® フィッシュ アイ！※ 2 

句》3 ※斗 

最も広角側（ワイド端） 

不可 

@フィッシュ アイ 2 

句《3 を) 《4 

ミドルポジション 

不可 

W スライドアダプタ※ 5 

《3 ( V < s >') 《4 

マク n モード 

セツト媛は巧 


》1:内蔵スピードライトは発光禁止。別売スピードライトのみ発光可能。 

;焦点距離は無限遠に固定、測光モードは中央部重点測光に固定。また、絞り値び一 
部制限されます。 

:セルフタイマーのセツトは可能。 

:内蔵スピードライト、別売スピードライトともに発光禁止。 

※已：階調補正はコントラストー、露出補正は+日. 7 EV 、 ただし、セット後に変更可能。 


圏メモスイパルリ吉ット機構について 

スイバル I 」ミットレバーを矢印方向にスライドさせると、ス 
イバル US ット機構び働いて、前方に 9 cr 政上は回転でをな 
くなりますので、この機構により、別売のコンバータをレン 
ズに装着した時に、不用意にレンズ部び下びってしまラのを 
防ぐことびでをます。 
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D ま意コンパータモードについてのごミち意 

•フィッシュアイ1および2、スライドアダプタにセットした場合は、内蔵スピードラ 
イトを上げても発光しません。液晶モニタおよび表示パネルに@び表示されます。 

•ご使用にあたっては、各コンバータの使用説明書を養照してください。 

•コンバータモードをセットすると、液晶モニタの撮 
影情報画面にコンバータマークを表示します。 
•フィッシュアイ]にセットすると、液晶モニタに遠 
景マークおよび中央部重点測光マーク阻び表示 
されまず。 

• スライドアダプタにセットすると、液晶モニタにマ 
ク□マーク 化、 コントラストーのアイコン 0— お 
よび露出補正値び表示されます。 



図メモネガ確認モードについて 

•ネガフィルムの撮影時の照明には、十分な明るさび必要です。光量び不足している 
場合には、撮影モニタ画面 P .42) び白みびかります。フィルムのざ5つきび 
気になる場合などでは、「輪郭強調」を日 FF か弱にセットすることをおすすめしま 
す（腔 P .1 に）。 

•ネガ確認モードはあくまでち確認用のため、フィルムの種類、メーカーなどによっ 
て画質び大をく変化します。画質を重視される方には、 C 日日 LSCAN 等のフィルム 
スキヤナのご使用をおすすめします。 


巧イ ns 吕 I シク 


■スライドアダプタ 

スライドコピーアダプタ装着時にセツトしまず。3已 mm 判リバーサルフィルムの 
複写や、ネガフィルムの画像を確認して、手軽にネガ整理を行う時などに便利でず。 


メニュ—について 撮影 n ンバータ 
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撮影 ゾニュー頃目の セット（つヴき ）I 撮影 E — ド（〇圆） 



撮該をが設定した撮影メニューの機能の組み含わせを3通り記憶させること 
ができ、撮影状況に応じて一括して呼び出すことができます。記憶できる 
撮影メニューの機能は、ホワイトバランス、測光方式、連写、 BSS 、 階調 
補正、彩度調整、コンパータ、輪郭強調です。 


丘！カスタムN0.1 

回カスタム N 日.2記憶させたメニュー設定の組み合わせの呼び出し 

回カスタム Na3 _ 


1 r カスタム NOJ を還}只ずると、カスタム NO •と y ニューのアイコンび表示さ 
れまず。 

■撮影メニューで機能を設定すると、その内容びカスタム N 日.1にセットされ、初期 
値政がびオレンジ色で表示されます。 

2 カスタム N 0.2、3に巧望ずる機能を記憶させる場合にはマルチセレクター 
の ▲/ ▼で2または3を還択したを、イ/ ►を押ずと、そのカスタム NO . にセ 
ットされまず。巧に、巧望する傑能をそれぞれの撮影メニューか6セットし 
て < ださい。 

•初期値政がにセットされた機能のアイコンは、オレンジ色で表示されます。 

• 鲁カスタム NO. で希望する機能の内容を変更すると、そのカスタムN0.に変更内容 
び記憶されます。 

• カスタム N 日.2または3にセツトすると、カスタムN0. 
び液晶モニタの撮影情報画面の左上の部分に表示され 
ます。 
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露出制御では、カメラが測光した適正露出値を、露出補正などにより意図 
のに変えたり、露出値を固定したり、露出モードをセットしたりすること 
などがでさます。 



露出固定 

露出固定をセット 

露出補正 

露出捕正をセット 

露出モード 

露出モードをセット 


■露出固定 

一連の写真を同じ絞り、シャツタースピード、撮像感度、ホワイトバランスにし 
て撮影したい時などに使用します。コンピュータに画像を取り込んで合成ずる場 
ミなどに梗利でず。 



•露出固定を ON にすると、 WB-L (ホワイトバ 
ランス□ック）と冉 E-L (AE □ック）マーク 
び液晶モニタ剧 if 夕簡陋画に表示されます。 
また、 U セット状態では、この2つのアイコ 
ンび黄色に泰韦されます。 


OFF 

r 露出固定」は解除され、通苗の露出制御に戻ります。 

ON 

セット機、最初に撮影された条件（絞り、シャッタースピード、撮像感度、ホワイトバ 
ランス）に固定されます。 

• スピードライトは発光禁止になりますので、内蔵スピードライトを上げないでください。 

リセット 

U セット機に、最初に撮影された条件（絞り、シャッタースピード、撮徹感度、ホワイ 
トバランス）に固定されます。 








撮影ゾニユー頃目のセット（つヴき）撮影 E — ド（〇圆) 


■惡出巧正 

ま:体のに明るめにずる、暗めにずるなど作画意図に応じた撮影び行えまず。撮影 
目的や条件に台わせて一 2 EV か 5+2 EV まで、 1/3 EV ステップで12段階の露出 
補正びセツトできまず。 



•露出補正をセットにすると、表示パネルには、露出補正マーク因び表示され、液晶モニ 
夕の撮影情報画面には、露出補正マーク因と補正量び表示されます。 


Q ここをチェック！ 

スピードライト撮影時は、スピードライトの光量を補正されます。光量のみを補正す 
る場合は撮影メニューの 「スピードライト：発光 量 補正」 O ^ p .131) で補正を斤つ 
てください。 


■露出モード 


露出モードボタンとコマンドダイヤルを使用せずに、マルチセレクターで露出モ 
-ドをセットずることびできまず。なお、このメニユーは撮影 SET - UP の「ボタ 
ン設定 J (陪 P .128) で、 FUNC .1 と FUNC .2 のいずれにも 「 MODE 」 びセット 
されていない場合のみ還択可能となりまず。 


萨租 

BTy 




D ここをチェック！ 

露出モードを 5 に選択した時のシャッタースピードと、 印 こ選択した時の絞りは、 
P . 巨0の 「露出モードのセット」 と同様にコマンドダイヤルでセットします。ただし、 
露出モードびむの場合 、 M ( A ) を選択して絞りを 、 M ( S ) を選択してシャッター 
スピードをそれぞれコマンドダイヤルでセツトします。 
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フオーカス 


AF エリア選択や AF - MODE によりピント合わせの方法を変更したり、ピー 
キングによりピントを確認したり、距離表示を変更したりすることができ 
ます。 



IAF エリア還巧 

IAF エリア選択をセット I 



I ピー キング 

ピーキングをセット 


距離表示をセット 


■ AF エリア還巧 


ミ夜晶モニタ上の已つの AF エリアを使用してピント合わせを巧いまず。 



• AF エ U アを MANUAL にセット 
した場合、ちのようにスレチセ 
レクターを上下左ちに巧して AF 
ェ I 」ア窗賢尺します。 


A 霞為 

f# 



AUTO 

己つすべての AF エ U アを使用して、いずれかの AF エ U アに重なる被写体のラち、最 
ちカメラに近いちのにピントを合わせます。この機能によりピントのがれた写真を避 
けることびでをます。シャッターボタンを半巧しずると、己つの AF エ U アの内、力 
メラび選択した AF エリアだけが赤色に点口します。 

MANUAL 

液晶モニタに表示された已つの AF エ U アの中から、撮影者び選択した AF エ U アだけ 
を使用してピントを合わせます。マルチセレクターを上下左ちに巧して蒂望する AF 
エ I 」アを選択します。選択された冉 F エリアは液晶モニタではホ色に点灯します。動 
きのかない被写体に巧して、選択した AF エ U ア単独で正確にピント合わせを行いた 
し、場合などに便利です。 

OFF 

己つの AF エリアのラち中央部の AF エリアのみ使用してピント合わせを行えまず。 
AF / 冉 E □ック撮影を行ラ場合などに便利です（院 P .76)。 


D ミち意 AF エリア遇択についてのごミ主意 

•液晶モニタ日 N 時は、 AUTO 、 MANUAL にセットできますび、液晶モニタ消な時 
および電子ズーム使用時には自動的に日 FF にセットされます。 

• AF エリア選択を変更した場合、新しい AF エ U アでピント合わせを巧います。この 
ため冉 F エリア変更時はピントび合ラまで、若干時間びかかります。 


メ 


に 

ご 

い 

て 


1 


露 

出 

制 

御 


フ 

才 


力 

ス 
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撮該メニユー頃目の セットロゴき）撮彰モード（〇圆) 


■ AF-MODE 

AF - MODE を C-AF (コンテイニユアス AF ) か S-AF (シングル AF ) に切り換え 
5れまず。 


ご|| け吐屯^^^ ^^ 

ぶか , 


C-AF 

液晶モニタ点口時はシャッターボタンの操作に関係なく AF によるピント合わせを繰 
り返し、シトッターボタンの半押しで冉 Fn ックを行います。ただし、液晶モニタ消 
口時は S-AF となります。 

S-AF 

液晶モニタの点:な-消口にかかわらず、シャッターボタンび半巧しされている間のみ 
冉 F によるピント合わせを行い、ピントが合ラと AF □ックを斤います。 


■ピーキング 

液晶モニタ上でピントび合っているかどラかを確認ずることびできまず。 



MF 

マニュアルフ オー カス （降 ■ P.77) をセットした場合に、液晶モニタ上でピントが合 
っている部分の輪郭のみび強調され、ピントび合っていることび確認で去ます。 

ON 

笛に液晶モニタ上でピントび合っている部分の輪郭のみび強調され、ピントび合って 
いることび確認でさます。 

OFF 

液晶モニタ上の輪郭の強調び解除されます。 


Q ここをチェック！ 

ピーキングは液晶モニター上で輪郭を強調表示するもので、撮影された画憬には慕響 
ありません。 
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■距賺表示 

マニュアル フォー カスセツト時に液晶モニタと表をパネルの距離表示を変更できまず。 



メニユ—について〔撮影〕フォ—カス 
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撮影メニ ユー頃目の セットロゴき）撮彰モード（〇圆) 


輪郭強調 S 

撮該した画像の輪郭を到ヒさせます。 



A 0 AUTO 

輪郭の強弱を自動的に調節 

♦強 

輪郭の強調を強めにセット 

◊標準 

標準の輪郭に固定 

〇弱 

輪郭の強調を弱めにセット 

》^OFF 

輪郭の強調を解除 


輸郭強調モード 

特徴 

A 0 AUTO 

カメラが撮影した画像から最適な輪郭を自動的に調節します。 

〇標準 

撮影した画徹を標準的な輪郭に固定します。 

♦強 

〇 弱 

モニタやプ U ンタなどの出力機器の特性や撮影シーン、または好みに応じて、記 
録する画像の輪郭の強弱を調整するために使用します。 

巧：個々の被写体の境目びはっさりとした画儘になるため、画働こメリ八リをつ 
けたい場合などに使用します。 

姑：個々の被写体の境目びソフトな感じの画儘になります。 

& OFF 

輪郭の強調を解除します。 


D ミモ意输郭巧調モードについてのごを意 

輪郭強調の設定は撮影時の液晶モニタ画面とビデオ出力には反映されません。 



•輪郭強調を AUTO および日 FF じ(外にセツトすると、輪郭 
強調表示び液晶モニタの撮影情報画面に表示されます。 
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ブラケテイング 


ブラケティングは、カメラが自動的に露出をず5した撮影を行います。ま 
た、ホワイトバランスブラケティングはカメラが自動的にホワイトバラン 
スをず5した撮影を巧います。 





【邮 





ブラケテイング 

特徴 

OFF 

ブラケティングは解除され、通苗の露出制御に戻ります。 

ON 

カメラび表おする適正露出値に対して、セットした撮影コマ数と補正ステップ数 
で、自動的に露出をずらした撮影び巧えます。露出モードび P 、 円、むのとさは 
シャッタースピードび、5のとさは絞りび蜜化します。 

WB-BKT 

シャッターボタンを]回押すと、その時セットされているホワイトバランスを中 
わに、ホおびかった画像と、青味びかった画儘の3コマを記録します。 

• コンパクトフラッシュカードへの書さ込みに、通萬より3倍程度時間びかかり 
ます。 


■ON 

シャッターボタンを押し込むごとに、プラス側か5マイナス側の順で自動的に露 
出をず日しなび5、已コマまたは3コマの画像の撮影び行えまず。コントラストび 
強い被写体の撮影時に、露出をず6した画像か日作画意図にあったものを選ぶこ 
とびでをまず。 



撮影コマ巧と補正ステップ 

撮該順序 （ EV ) 

3， ±0.3 

+0.3 一 0 一一 0.3 

3， ±0.7 

+0.7 一 0 一一 0.7 

3， ±1.0 

+ ]. □一 0 一一 1.0 

已， ±0.3 

+ 0.7 一 +0.3 一 0 一一 0.3 一一 0.7 

已， ±0.7 

+ 1 .3 一 +0.7 一 0 一一 0.7 一一 1 .3 

已， ±1.0 

+ 2.0.-+1 .0 一 0 一一] .0—2.0 


メニユ I について〔撮影〕輪郭強調/ブラケティング 
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撮該メニユー頃目のセットロゴき） 撮彰モード（〇圆) 


D ここをチェック！ 

連写■高速連写モード P .98) セット時に、ブラケティング撮影する場合は、シ 
ヤッターボタンを深<巧し続けると、セットした枚数（ただし、フルサイズ、3:2 
サイズ、 FINE モードでは3枚）を撮影した時点でいったん自動的に停止します。 


•ブラケティングをセットすると、表示パネルには、 因 （露出補正マーク）び点滅し、液 
晶モニタの撮該情報画面には、 回の （ブラケティングマーク）と次に撮影されるコマの 
補正量び表示されます。 




■ WB-BKT 

シャツターボタンを1回巧すと、その時セツトされているホワイトバランスを中む 
に、ホみびかった画像か5青みびかった画像に、自動的に3コマの画像び記録され 
まず。いろいろな光源下の撮影時に、撮影した画像か日撮影ち自身の好みにあつ 
たちのを選ぶことびできます。 



•ホワイトバランスブラケテイングをセツトすると、液晶モニタの撮影情報画面に 
は、 晒国回の （ホワイトバランスブラケティングマーク）び表示されます。 
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o ま意ブラケティングとホワイトパランスブラケティジグついてのごを意 

•マルチ連写. UH 連写-動画モード（屈 P .98 )、BSS (应 P .1 日1)、露出固定（应 
P .1 日7)、ノイズ除去（应 P .11 日）をセットしている堤含、ブラケティングはセ 
ットでさません。 

•連写モードを単写政外にセットしている時（屈 P .98) や 、 BSS O ^ P . l 日1)、露 
出固定 P .1 日7)、ノイズ除去 P .1] 已）をセットしている堤含、ホワイト 
バランスブラケテイングはセツトでさません。 


ノイズ除去 


夜景など、シャッタースピードが1/1己秒より長時間になる撮影を巧った 
場含、記録された画面に星がのノイズが生じることがあります。ノイズ除 
去モードをセツトすると、画面上に生じる星がのノイズを輯減することが 
でさます。 




KM 【就ホか 




ON 

記録された画像に発生するノイズび軽減されます。 

OFF 

ノイズ除去は解除され、通苗の露出制御に戻ります。 


n ミモ意撮影画像の記録時間についてのごま意 

ノイズ除まモードでは、撮影開始か b コンパクトフラッシュカードへの画像の記録び 
完了するまでに通常より吕倍政上時間びかかります。 


メ 


に 

〇 

い 

て 


1 


2 ' 

ミ 


ち' 
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撮該メニユー頃目の セットロゴき）撮該 モード（〇圆) 


ユーザー設定クリア 

回〇、〇回、回の备メニューで撮霞ちびセットした設定をク U アしまず。 



いし、元 

ユーヴー設定のクリアは行いません 

はし、 

ユーザー設定のクリアを実行します 


ユーザー設定クリアを実行すると、カメラのセツトが態が次のような初期設定の 
内容になります。 

■撮影メニュー I 頁目 


ホワイトバランス 

才ート※] 

フオーカス： AF エリ乃劃只 

AUTO 

润 DteC 

マげ润恍 

: AF-A/10DE 

OAF 

製 

単写 

:ピー キング 

MF 

BSS 

OFF 

：^mrs 

クリアされない 

剛証 

ALTO 


AUTO 

米さ^^ 

駭準 

ブラケテイング 

OFF 

コンバータ 

OFF 

ノイ刀結 

OFF 

カスタム NO. 

クリアされなし、 &2 



麵 I 脚： mm ^ 
:誠瞄 

OFF 

0 



:露出 モー ド’ 

クリァされない 




叫微調整した値ちクリアされます。 

*2 選択中のカスタム NO . のセツト内容のみク U アされます。 


■撮影 SET - UP 巧目 


フオ J 仪設定 

NIKON 

infoM 

OFF 

モニ洗錠：モニタ表ち 

ON 

パワーオフ設^ 

30S 

:画配朋るさ 

3 

ド 

クリアされない 

:lK)g 訊、 

6 

曰 

クリアされない 

爲情 

ON 

ビデオトド 

クリアされない 

ボタ: 4 錠：ボタ: 4 己 It 

クリアされる※ 

誦 (IJ\NG) 

クリアされない 

: FUNC.1.2 

クリアされない 

ズーム：這ずズーム 

ON 

スピードライト 


:剛寺ズーム髓 

日 FR が耀 

■mmmE 

ON 

:ズーム F1 直保持 

OFF 

:巧^) 

OFF 

削除禁止 

OFF 

:撮影腹忍ランプ 

OFF 




* すべての項目の機能を記憶するようになります。 
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■再生メニュー I 頁目 

「フオ就錠 


全てのフォ^仪[インタ-瓶錠 區 

■巧生 SET - UPJI 目 

「ビデオトド I ■ク U ァされない1 


四メモ操作ボタンでセットした機能について 

操作ボタンでセットする項目は、ユーヴー設定ク U アを斤ってち、全てセットされた 
状態び保持されます。 


メニュ I について〔撮影〕ユ—ザ—設定クリア 
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撮影 SET - UP 頃目のセット 


撮敦 E — ド（回〇画) 


SET - UP メニューでは、撮影前の基本的な設定、画像記録ち法および液晶 
モニタの 設定など、カメラの各種状態を設定することびできます。 


撮影 SET - UP 画面の巧び出し 


回〇セット時 


囚〇にセツトして y ニューボタンを巧ずと、液晶モニタに撮影 SET - UP のメニュ 
一画面び表示されまず。 

•マルチセレクターでメニュー項目を選択することびでをます。 



フオルダ設定 

P .120 

モニタ設定 

P .123 

操作音 

P .12 已 

パワーオフ設定 

P .12 已 

連番モード 

P .126 

カードフ オー マット 

P .127 

日時設定 

P .127 


〇圆セツト時 


1 〇圆にセツトしてメニューボタンを巧し、液晶モニタに撮影メニューを表示 
させ、マルチセレクターのイでのタグを還がします。 


•撮影メニュー画面で◄を押すと、画面左のタグびオレンジ色に変わります。 



▲ / ▼で S のタグを還巧し、 rSET - UPlJ を表示をせ、►を押しまず。 

•►を]回巧すと、 SET - UP 項目の選択び行える状態になります。 



フォルダ設定 

P .120 

モニタ設定 

P .123 

ポタン設定 

P .128 

ズーム 

P .130 

パワーオフ設定 

P .125 

連番モード 

P .126 

力ードフ オー マット 

P .127 
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▲ / ▼を巧し、 rSET - UP 2 J を表示をせまず。 

• 14項目の SET - UP メニューは、7項目ずつ2画面に分かれておりますので、 
▲ / ▼を押してカーソルを移動させ、 「 SET - UP 吕」 を表示させてください。 




スピードライト 

P .131 

操作音 

P .12 已 

日時設定 

P .127 

info.txt 

P .132 

ビデオモード 

P .133 

言語 ( LANG ) 

P .133 

削除禁止 

P .133 



SET - UP 頃目の詳細を選択しまず。 

• ▲/ ▼でセツトしたい項目を選択し、►を巧すとセツトしたい項目の詳細の画面に 
切り撰わります。 























撮影 SET-UP 頃 目の セット（つヴき） 撮影 E — ド（回 〇 画) 



撮影•再生に使用するフオルダの選択と、フオルダの新規作成、名称変更、 
削除を行います。 



フオルダ操作 

フオルダ操作をセット 

N 1 KGN 

N 1 K 日 N フオルダを選択 


1(フォルダ名） I 新規に作成したフォルダを選択 _ I 

《 「N I KON 」 フォルダは自動的に作成されるフォルダです。新規に 
作成されたフオルダは 「N I KON 」 フオルダの下に表示され ます。 


[フォルダ操作] 

フォルダ操作は、マルチセレクターの▲/▼で「フォルダ操作」を選択し►を巧 
ずと、「フォルダ操作」の詳細画面に切り換わりまず。 



新規作成 

フォルダを新規に作成 

名称変更 

フォルダのを称を変更 

フオルダ削除 

フォルダを削除 


■巧規作成 

コンパクトフラッシュカード内にフォルダを新規に作成ずることびできます。 

1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r 新規作ぶ J を選択し、マルチセレクターの 
►を}甲ずと、 r 巧規フォルダち巧 J 画面に切り換わり 、 N I KON の文字び表 
巧をれまず。 





2 ◄/ ►を巧して、巧更したい文字位置にカーソルをち動し、 ▲/ ▼を巧して 
でぎを還巧し、5文をのち巧を完成をせまず。最酱に►を巧せば、巧規にフ 
ォルダび作成され、 SET - UP 1 の y ニュー画面に切り換わりまず。 








































メニューボタンを巧して、セットをお了します。 



■ちがを更 

フォルダの名称を変更することびできまず（ただし、フォルダの名称び N I K 0 
N のフォルダは、変更ずることびできません)。 

1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r ち拖巧更 J を選択し、マルチセレクターの 
►を押ずと、 r ち妳密更画面 J (その！）に切り換わ0まず。 



Q 巧 a 々巧 

を BC ち朽ぶ更 I 
白面フォルダ削除 


面!闕 



名称変更画面（その1 ) 

▲ / ▼を押して、ち巧密更したいフォルダを還択し、►を巧ずと、 r 名が巧更 
画面 J (その 2) に切り換わりまず。 


田 

1 T K Y f) 1 

日 

OSAKA ► 

因 

1 KOBE 

1_ 



*1 ] M 1 

い 

A BSM 

I — 


名称変更画面（その 2) 

◄ / ►を巧して、密更したいでを位置にカーソルをち動し、 ▲/ ▼を巧して 
文宇を還巧し、5文字のちがを完成をせまず。最をに►を押せば、ち巧を更 
がお了し、 SET - UP 1 のメニュー画面に切り換わりまず。 



メニユ—について〔撮影〕フォ— 
























撮影 SET - UP 頃 目の セット（つ：樹 撮敦 E — ド （回 〇 画) 


■フォルダ削除 

フオルダを削除ずることびできまず（ただし、フオルダの名称び NIKON のフオル 
ダは、削除ずることびでをません)。 

1 r フォルダ操作 J の詳細画面か6 r フォルダ削除 J を還択し、マルチセレクタ 
一の►を押ずと、 r フォルダ削除画面 J (その！）に切り換わります。 



フオルダ削除画面（その 1) 


2 ▲/ ▼を巧して、削除したいフォルダを選択し、►を巧ずと、 r フォルダ削除 
画面 J (その 2) に切り換わりまず。 



フオルダ削除画面（その 2) 

3 A / ▼を巧して r はい J を選巧し、最をに►を巧せば、フォルダ削除び終了 
して、 SET - UP 1 の メニュー 画面に切り換わりまず。 メニュー ボタンを巧し 
て、セットを後了しまず。 



D ま意フォルダ削除についてのごを意 

•フォルダの名称び N I K 日 N のフォルダは削除でをません。 

•N I K 日 N 政外のフォルダを削除する堤含は、フォルダおよびそのフォルダ内にあ 
る画像ちすべて削除されます。選択したフォルダ内に、^民表示またはプ□テクト設 
定された画像びある場合には、フォルダの削除は巧われません（非表示またはプロ 
テクトされていない画傲は削除されます)。 


■ N 1 KON またはフォルダち 

N 1 KON またはずでに作成してあるフォルダ名を選択した場合は、選択した 
フォルダに画像を保存ずる設定となり、ずぐにメニュー画面に切り換わりまず。 
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_ モニタ設定_ 

モニタ表示、画面の明るさ、画面の色合いをセットします。 



IBGlEiKlM 


nun 咖リぉ w 

nn 咖山が 




■モニタ表示（〇回時のみ） 

電源を ON にした時の液晶モニタの ON / OFPI 犬態、およびレビユー画（撮影画像 
の静止画像）表示の ON / OFRI 犬態をセットできまず。 



モニタ ON 

o 回にセットすると、液晶モニタび ON になります。 

レビユ ー ON 

〇回にセットすると、液晶モニタは OFF のままですが、シャッターををった後 
に、レビュー画び表示されます。 

レビユ ー OFF 

〇圆にセットすると、液晶モニタは ON になりますび、シャッターをきった後は、 
レビュー画び表おされずに撮影画面に切り換わります。 

モニタ OFF 

〇回にセットすると、液晶モニタは OFF になります。設定を変更したい場合は、 
再度メニューボタンを巧してメニュー画面を表示させてから設定し直してくだ 
さし、。 


■画面の明るさ 

液晶モニタの画面の明るさを已段階か5セツトできます。 



画面の明るさを還択し、マルチセレクターの►を巧ずと、上記の画面に切り換わ 
りまず。 ▲/ ▼でホい指標を巧望ずる明るを （5 段階）にセットしまず {+ 側は 
明るく、一側は暗くなりまず)。►を巧ずとセットされ、 SET - UPy ニュー画面に 
切り換わりまず。メニューボタンを巧して、セットを終了します。 


メニユ—について 撮影フォルダ設定/モニタ設定 
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撮影 SET - UP 頃 目の セット（つ：樹 撮敦 E — ド （回 〇 画) 


■画面の色合い 

液晶モニタの画面の色合いを11段階か6セツトできまず。 



画面の色合いを還おし、マルチセレクターの►を巧すと、上記の画面に切り換わ 
りまず。 ▲/ ▼でホい指標を巧望ずる色合い （11 段階）にセットしまず （+ 側は 
ホみびかり、一側は青みびかりまず)。►を押ずとセットされ、 SET-UP メニュー 
画面に切り換わりまず。 メニュー ボタンを巧して、セットを終了しまず。 


^ メモ画面の明るさとを合い 

画面の明るさと色合いは、赤い指標び移動した時点でセットされ、シャッターボタン 
の半巧しにより、通常画面に切り換わり撮該び行えます。撮影媛は画面の明るさまた 
は色含いのセツトの画面に戻ります。 


D ここをチェック！ 

セットされた画面の明るさと色合いは、回 〇、〇 回、 囚 時の全てに適用されます。 









操作音1回 

• セレクトダイヤルで電源を ON にした時。 

• シャッターボタンを深く巧し込んで、シャッターびされた時。 

• iiTF の撮影準備および鲁機能セット完了時。 

コンバータモード、マニュアルフォーカス、力ードフォーマット、削除、プ n テク 
卜設定、非表示設定、プ1」ント指定、転送画像設定、操作音 ON セット時。 

操作音2回 

• 液晶モニタ OFF での撮影でピントび合わない時。 

• コンバクトフラッシュカードび装着されていない、または記録容量び不足している時。 
•バッテリーの容量びない時。 


一定時間カメラの操作を巧わない場をに、自動的にお消費電力が態に切り 
換わるオートパワーオフ機能 （^ P .172) が作動するまでの時間をセット 
します。 


Q ここをチェック！ 

AC アダプタ接続中はオートパワーオフ開始時間び30分に固定されます。ただし、ビ 
デオケーブルび装着されている堤合にはビデオ信号は継続して出力され、液晶モニタ 
のみ3日分後に日 FF になります。 



30 S 

1 M 


30秒にセット 
1分にセット 


己 M 

3〇1^ 


已分にセット 
30分にセット 


カメラのげ態を知5せる操作音の ON 、 OFF をセツトします。 



ON 

操作音が鳴る状態にセット 

OFF 

操作音が鳴5ない状態にセット 


操作音 


パワーオフ設定 


メニユ I について攝影〕モニタ設定/操作音 
/パワ—オフ設定 
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撮影 SET - UP 頂 目の セット（つ：樹 撮敦 E — ド （回 〇 画) 


連番モード 


複数のコンパクトフラッシュカードを使用してち、画像のファイルちを連 
続する通し番号で自動的にセットします。コンピュータに画像を取り込ん 
で管理する場台などにち妳変更することなく管理できます。 


^ > 





iU も ASSiiAngi 化 , 距細 — >ji=ibilU 誦弧 3" l 


画メモ画像ファイルち•フオルダちについて 

巳0日 LPIX 目9日で撮影した画像ファイルには、いずれち4巧の番号び付け5れ、 
DSCN 0001 . JPG 〜 DSCN 9999. JPG とし、う名前で記録されます。このファイル 
び保存されるフオルダは3おのフオルダ番号び付け5れます。画像ファイルの番号は、 
フオルダごとに撮影順に0001から9999まで自動的に付けられ、複数のコンパクト 
フラッシュカード、フオルダを使うと、例えば DSCN 日日 01. JPG という同名のファ 
イルび、複数存在する状態になります。連番モードを日 N にセットすると、コンパク 
トフラッシュカードを交換してを、画像ファイル名は撮影順に連続した番号び付け5 
れます。このため、同一名のファイルび作成されず、画像をコンピュータに取り込ん 
で管理する場合などに便利です。 


I ここをチェック 


フォルダの中の画像ファイル番号び9999を超える場合、または]フォルダ内に9目9 
枚の画像びある堤合は、フォルダ番号に]を加えた数のフォルダを新規作成し、その 
フォルダ内に新たに日001か5連番で画傲ファイルを保存していをます。 















力ードフォーマット 

コンパクトフラッシュカードの フオーマツ トを巧います。 



しルけ 

フ ォー マツトを実行しない 

フ オーマツ ト する 

フォーマツトを実行する 


n ミち意 力ー ドフォーマットについてのごを意 

• 「フォーマットする」を選択すると、コンパクトフラッシュカード内に記録されて 
いるデータびすべて削除されます。カードフォーマットの方まは、 P .36 をご覧く 
ださい。 

• フォーマットするを選択して、マルチセレクターの►を巧すとすぐにフォーマット 
びはじまり、取り消すことはでをませんので、を意してください。また、フォーマ 
ット中はコンパクトフラッシュカードを取り出さないでください。 


曰時設定 


日付と時刻を設定します。初めてお使いになる時などは、日時を設定して 
<ださい。 



•曰時の設定の方法は、 P .32 をご覧ください。 


メニユ—について〔撮影〕 


連番モ—ド 

/力—ドフォ—マット/曰時設定 
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撮影 SET-UP 頃目のセット （つヴき） 撮影 E — ド（〇 圆) 


各撮影 SET-UP 項目について（〇圆のみの機能) 
ボタン設定 


r ボタン記憶」により電源 OFF 時に各機能の セツト 状態を記憶したり、 
rFUNC . l 」、 「 FUNC .2」 により露出 モード ボタンと露出補正ボタンで、他 
の機能に セツト したりできます。 



ボタン記憶 

電源日 FF 時にを機能の記憶の有無を選択 

FUNC .1 

露出モードボタン嘘面で他の機能にセツト可能 

FUNC .2 

露出捕正ボタン®で他の機能にセツト可能 


■ポタン記憶 

電源を OF 円こしても各機能のセツト状態を記憶してお<、記憶しないが選巧できます。 



ち<§> 

スピードライトモードのセット状態の記憶 

14出。 

フォーカスモードのセット状態の記憶 

MODE 

露出モードのセット状態の記憶 

因 


設定終了 



1 r ボタン記憶 J を選巧ずると、 r ボタン記憶 J の詳細画面に切り換わり、記憶 
び可能な機能の頃目ちとチェックボックスび表示をれまず。 


初期設定では、すべてびチェック済み0となり、表示をれているをての巧目 
のセツト状態を 電源 OFF 時にち記憶しまず。 


3 機能のセット巧態を記憶をせない場合は、マルチセレクターの ▲/ ▼で巧目 
を選択し、►を巧すと、チェックボックスか6チェックが巧れ□、その機能 
のセットげ態は記憶されません（再度►を}甲ずと、チェック巧み因の巧態に 
戻りまず)。 


■ FUNC .1 

露出モードボタンで、露出モードむかの他機能びセツトできるようにします。 




础 AS 出止の細か战闕 




MsasifeBiassfl^ • 別ま sa がのお園 





お 1 脚お ^^^ ■ 

M 脚互祐止 ぶ J Sii 巧 ^^^^^^^^^^^^^ 
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[ FUNC .1/.2 のセツト手順] 

I rFUNC.lJ または rFUNC .2 J を還択ずると、それぞれの詳細画面に切0 
換わり、セットでさる機能び表示されまず。 

2 セットしたい機能をマルチセレクターの ▲/ ▼で還択して►を巧ずと、セッ 
卜をれて SET-UP メニユー画面に切り換わりまず。 

3 メ ニユー ボタンを巧ずと、選巧した機能び FUNC .1 (露出 モー ド）ボタンま 
たは FUNC .2 {露出捕正）ポタンでセットできる巧態になりまず。 


•ボタン設定変更後のセツト方法は次のとおりになります。 


露出モード-感度変更モード 
ホワイトバランス-露出補正 
測光方式 

FUNC.1 

FUNC ' 吕 + 

( K ) 

フオーカスモード 

スピードライトモード 

FUNC.1 

のみ 

FUNC.2 
@ のみ 


□ ここをチェック！ 

FUNC .1 または2で露出モードボタンまたは露出 
補正ボタンにホワイトバランスをセットした場含、 
それぞれのボタンを巧しなび5コマンドダイヤル 
を回すごとに、表示パネルにホワイトバランス表 
示 W - BAL とともに、プリセット PrE 、 太陽光は 
Sun 、 電球は Inc 、 堂光巧は Flu 、 曇天は Cl 日、スピ 
ードライトは FLa と表示されます。 


■ FUNC .2 

露出補正ボタンで、 


露出補正切かの他機能びセツトでさるようにしまず。 








MaasfiMs — B ■■剖-王 口ん\£のお bH 




圆 i 化 iflSF 山ぶ ISiiftlfl 側も熙 

も HR 巧品^^ ■ 

お Uf がぶ！* 


メニユ I について 撮影ボタン設定 
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撮影 SET-UP 頂目のセット （つ：樹撮影 E — ド（〇圆) 


ズーム 


ズームでは、電子ズームにより4.0倍まで倍率をアップしたり、起動時のズーム 
化置をセツトしたり、ズーム時のレンズの F 値を保持したりすることができます。 



電子ズーム 

電子ズームをセット 

起動時ズーム位置 

起動時のズーム位置をセット 

ズーム時 F 値保持 

ズーム時の F 値を保持 


■電モブ—ム 

電モズームは、液晶モニタを使用して撮影している場合に、撮影画面の中央部を 
電子的に}広大する機能でず。 



ON 

ズームボタンの®を巧して光学ズームを最も望遠側にし、 

2秒政上押し続けると自動的に電子ズーム（防 P . 己 9) び 
勸いて、さらに 4.0 倍まで倍率びアップします。 

OFF 

ズームボタンを巧し続けてち、電子ズームび働をません。 


■起動時ズーム位置 



OFF 時位置 

前回電源 OF 刊寺のズームの位置をカメラび記憶していて、 
電源を ON にすると、その位置までズーミングします。 

WIDE 

電源を ON にすると、 WID 巨輔にセツトされた状態になりまず。 

TELE 

電源を ON にすると、 TELE 側にセツトされた状態になりまず。 


•起動時ズーム位置の設定は〇圆だけでなく回〇時にち有効です。 
•起動時間は TELE にセツトしたときび最短になります。 


■ズーム F 値保持 



OFF 

ズー S ングに対応して F 値び変化します。 

ON 

露出モードび巧、巧の場合、ズー S ングを開始した時の絞 
りをカメラび記憶していて、ズー S ングをした場合でち、 
その F 値を保持します。ただし、ズー S ングによって制御 
範囲を超えてしまラ事びあります。 


D ま意 ズーム時 F 帽巧持の限巧 

「ズーム時 F 値な持」 び日 N の堤含でちズー S ングにより F 値（絞り）び変化するため 
保持には限界びあります。約 F 己〜 F 7 の範囲でご使用ください。 
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_ スピードライト^ 

スピードライトの発光量を補正したり、内蔵スピードライトと増好スピード 
ライトをそれぞれ発光させたり、発光を禁止させたりすることができます。 


;日時設定 
I info.txt L 


I ビデオモード 
-言語 （ LANG ) 
3削除禁止 


発光量補正 発光量補正をセツト _ 

内蔵発光禁止内蔵スピードライトの発光禁止をセツI 
撮影確認ランプ撮影確認用ランプの点打のセット 


■発光量補正 

発光量補正は、撮影目的や撮影条件に合わせてスピードライトの発光量のみを 
-2 EV か 5+2 EV まで、 1/3 EV ステップで12段階の発光■補正びセツトできまず。 


-言語 （ LANG ) 

>削除禁止_ 


■内蔵発光禁止 

別売スピードライトのみを使ラ時にセットずるモードでず。「内蔵発光禁止 J を 
rOFFJ にずると、内蔵スピードライトと別売スピードライトの両方を発光させる 
増打撮影が可能でず。「内蔵発光禁止」を roNj にすると、内蔵スピードライト 
を発光禁止にして、別売スピードライトのみを発光可能としまず。この場合、巧 
蔵スピードライトを上げて、スピードライトモードボタンで別売スピードライト 
のスピードライトモードをセツトすることびでをまず。 




趨 n sc 

る擲ド阿 !- n 

禱 ■ み AUTO ぶ 

- d^Ml 樹 W け J j I 

NORMAL 引 I 


AUTO が 

み AUTO 巧 

遠 

SLOW ⑤ 


I 内蔵発光禁止を日 N にセツトにすると表示パネルには、別売スピードライトの発光マー 
ク > とスピードライトモード表示、および内蔵スピードライトの発光禁止マーク@び表 
示されます。液晶モニタの撮影情報画面には、別売スピードライトのスピードライト表 
示と、内蔵スピードライトの発光禁止マークび表示されます。 


メニユ—について〔撮影〕ズーム/スピ I ドライト 
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撮影 SET-UP 頃目のセット （つヴき）撮影 E — ド（〇圆) 


D ま意別亮スピードライトを発光をせる場合のを意 

別売スピードライトを発光させる場合には、内蔵スピードライトび下びったままの状 
態では、スピードライトの調光センサーび機能しませんので、必ず内蔵スピードライ 
卜を上げてください。 


■撮影確認ランプ 

r 撮影確認用ランプ」を ON にずると、レンズ横にある赤目軽減/セルフタイマー 
ランプび、撮影終了時に確認用ランプとして屏、なするようにできまず。 



•撮影聴忍ランプは、セット中にスげセレクターの ▲/▼ r 飄尺した時点で、そ©^能びセット 
され、シャツターボタンの半押し操作によって、通常のに切り換わり撮影び行えますび、 
撮獻劃ま SET-UP メニュ ー1® に戻ります。 


inTo.txt 


画像ファイル名と撮影時の各種データをテキストファイルとして記録する 
もので、コンパクトフラッシュカードの画像記録フオルダに保巧されます 
(陪 P .1 已7)。 



OFF 

info.txt 保存を日 FF にセット 

ON 

info.txt 保存を日 N にセット 
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n ま意削除禁止についてのごミち意 

削除禁止を ON にした場合、削除やカードフオーマットび行えなくなります。 


F 一 L ぷ ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 





ビデオモード 



カメラでの削除機能を全て行えないよラにできます。誤操作による記録さ 
れている画像の削除を防止できます。 


削お禁止 


フランス語表示 


腐吾表示 


ドイツ語表示 



NTSC にセット（曰本国巧のビデオ出力ち式） 
PAL にセット（欧州のビデオ出力ち式） 



ド 

\削除禁止 
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再をイニュー頃目のセット I 再生モード囚 


再生メニューによって、記録した画像の管理（削除、プ□テクト設定、非 
表示設定、輯送画像設定）や、再生するフォルダの設定、およびスライド 
シヨー再生やプリント指定を行ラことびできます。 


再をメニュー画面の巧び出し 


セレクトダイヤルを囚にセツトして y ニューボタンを押ずと、液晶モニタに巧生 
メニューび表示されまず。 



1 

削除 

P.136 

* 

フオルダ設定 

P.138 

写!！ 

スライドシヨー 

P.138 

1 0-"プ□テクト設定 

P.140 

ぺ： 

巧表示設定 

P.141 

白 

プリント指定 

P.142 

1ヘ^転送画像設定 

P.144 


再生メニユー項目の選択とセット（例： r 削お：ミ画像削胤をセットずる場を) 
メニュー巧目を選巧しまず。 

■ マルチセレクターの ▲/ ▼で希望するメニュー項目を選択し、►を押すと選択した 
項目の画面に切り換わります。 



2 メニュー巧目の詳細を還択します。 

^ ■マルチセレクターの ▲/ ▼でセットしたい項目を選択し、►を押すとセットしたい 
項目の詳細の画面に切り換わります。 
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3 


メニュー巧目の詳細をミ夫定しまず。 

• マルチセレクターの ▲/ ▼でセットしたい項目の詳細を選択し、►を巧すとその巧 
容び決定されて、メニュー画面に切り換わります(スライドショーを除く）。 

• 「削除」、「プ□テクト設定」、 r 非表示設定」、「プリント指定」、「転送画像設定」の 

画慷選択画面では、画質モードボタン趣 D ボタンを巧すと画像の選択び終了します。 






■ を画々が曲除されます1 

■ Uli ( O-n iSi m ) ■ 

*戀 

m mm 

巧国り OFF ♦設を > ホを 




^ メモ再生メニュー巧目のセツトのキャンセル-密更方法 

• メニューボタンでキャンセルずる場合 

再をメニューの各画面でメニューボタンを押すと、メニューのセットはキャンセル 
され、1コマ再生画面に戻ります。 

• マルチセレクターのイを使ラ場合 

；><ニューのセット中にマルチセレクターのイを巧すと、ひとつ前の画面に戻ること 
びでをるので、セットの変更び行えます（画傲選択画面し苗が)。 


メニユ I に 0 S て 〔再生〕再生メ 1 1ユ—項目のセット 
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再生ゾニユー頃目の セット（つヴき ）I 再生モ-ド回 


を再をメニュー頂目について 


削除 


画像の削除および鼠送画像設定、プリント指定の解除を行います。メニュー 
か5の画像削除では、サムネイル画面か5選択した複数の画像の削除、全画 
像の削除が行えます。 


■ I . みお1:お1进 - 

■ *■ , 


お己而選択画像削除 

画像を選択して削除 

W 全画像削除 

記録されているを画像を削除 

〜■白前転送プリント解除 

転送画像設定、プリント指定を解除 


■ 選が画像削除 

r 選択画像削除」を選択ずると、「削除選択画面」に切り換わりまず。削除したい画 
像を削除選択画面で選択した後、削除します。 


• 削除選択画面での画像選択方法 







3 

(QUAL ) 

b 


r 1 

* 






1 マルチセレクターの ◄ /►で、削除したい画像にオレンジをの稱型カーソルを 
I 合わせまず。 

2 ▲/ ▼を巧して、削除ずる画像上に雨を表示をせまず。 

• 選択された画憬上には削除アイコン雨び表示され、オレンジ色の粋型カーソル 
を移動させると周囲び赤色の枠で囲まれます。選択画傲上でをラー度 ▲/ ▼を押 
すと、選択び解除され、削除アイコン雨び消えます。 

■ 画傲の選択は、@ボタンを押すまで連続して行5ことびで定ます。 

3 画像を選巧した巧態でボタンを押ずと、削除確認画面び表示されまず。 
▲/▼で r はい J を遇巧し、►を巧ずと削除び実行をれまず。 


D ミち意プ□テクト設定、巧表示設定びセットされた画原について 

■プ□テクト設定びセットされた画傲は、削除画慷選択画面に表示されますび、選択 
することはでをません。 

• 非表示設定びセツトされた画像は、削除画傲選択画面には表示されません。 
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■ ミ画像削除 

r 全画像削除」を選択すると、を画像の削除確認画面に切り換わりまず。全画像削 
除を確認後に、を画像を削除しまず。 

1 削除確認画面で、マルチセレクターの ▲/ ▼で r はい J を選}只しまず。 

2 ►を押ずと、削除び実行されまず。 

D ま意を画像削除について 

■ プ□テクト設定または非表示設定びセットされた画像は、削除されません。 

• フォルダ巧の全画像は削除されますび、フォルダの削除は行われません。 

■拓送プリント据除 

再生 メニ ューの「転送画像設定」（陪 P .144)、 「プリント指定」（陪 P .142) での 
設定を解除します。 

1 マルチセレクターの►を巧ずと、婚除び実行されまず。 


メニュ—について〔再生〕削除 
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再をイニュー 頃 目の セット（つヴき）[再生モ—ド囚 


フォルダ設定 


画像を再生するフォルダの選択と、フォルダ操作（新規作成、名称変更、削 
除）を巧います。 



曰フオルダ操作 

フォルダ操作をセット 

木全てのフオルダ 
口 N I KON 
曰（フオルダ名） 

全フォルダを選択 

N I KON フォルダを選択 
新規に作成したフォルダを選択 


*「N I KON 」 フオルダは自動的に作成されるフオルダです。新規に 
作成されたフオルダは 「 NIKON 」 フオルダの下に表示されます。 


•「フォルダ操作 J のセット方まは、撮影メニューの「フォルダ設定」 P .120) をご 
覧ください。 


■画像を再生するフォルダを「全てのフォルダ 」、 「N I KON 」 フォルダ、または新規に 
作成したフォルダの中か日選択します。 

• 再生モードで選択したフォルダは、セレクトダイヤルを因百にしても記憶保持されます。 
撮影モードで記録するフォルダを設定した堤合には、再生モードで再生するフォルダち 
変更されます。また、再生モードで再生するフォルダを設定した場合には、撮影モード 
で記録するフオルダを変更されます。 


•「全てのフォルダ」を選択すると、フオルダの選択を行わなくてち、全てのフオルダ内 
の画像を再生することびでをます。 


^ メモ UH 連写の撮影画像のちをについて 

UH 連写で撮影された画像は、 N _ で始まる専用フオルダに記録されます。 UH 連写で 
撮影された画像を再生するとをには、フオルダ選択を「全てのフォルダ」にするか、 
N _ で始まる専用フオルダを選択してください。 


スライド シヨー 


画像を一定間隔で順番に再生するスライドシヨーを行います。 



□ 開始 

スライドシヨーを開始 

インターバル設定 

インターバル時間を設定 
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■開お 

マルチセレクターの▲/▼で「開始」を選択し、►を巧ずと撮影した画像を1コマ 
ずつ順番に液晶モニタに表示しまず。 

• スライドショーを再生中の動作は政下の通りです。 

-先頭コマか5最終コマまで一定間隔で最終コマまで表示した後は、最終コマを表示し 
て「一時停止」画面になります。 

■動画ファイルは、スタート画面び静止画で表示されます。 

-スライ ドショーショーの 再生中に思ボタンを巧すと、スライド ショーを 中断して 
「一時停止」画面に切り換わります。マルチセレクタ ーの►を 巧すと再開します。 

-メニューボタンを押すと、スライドショーを中止して1コマ再生画面に戻ります。 

-スライドショーを再生中にマルチセレクターでコマ送りびでをます。 

- 30分経過するとオートパワーオフ機能び働をます。 

•スライドショーのセット画面または「一時停止」画面で、マルチセレクターの▲/▼で 
「インターバル設定」を選択し、►を押すとインターバル設定画面になります。 

■ インターバル設定 

マルチセレクターの ▲/ ▼でセットするインターバル時間を選択し、►を巧ずとセ 
ットしたインターバル時間でスライドショーび開始/再開されます。 



•インターバル時間とは、一枚の画像を完全に表示している最低時間です。はじめにセツ 
卜されているインターバル時間は3秒、その他にセツト可能なインターバル時間は2秒、 
己秒、 ] 日砂です。 

♦画質モード、画像サイズによっては、セットしたインターバルどおりには画像び切り換 
わ5ない場含びあります。 


^ メモスライドシヨーび終了した時は 

• メニューボタンを押すと、]コマ再生画面に戻ります。 

• マルチセレクターのイを押すと、再生メニュー画面に戻ります。 


メニユ—について〔再生〕フォルダ設定/スライドシヨー 


139 




再生ゾニュー 頃 目の セット（つヴき） I 再生モード回 


プ□テクト設定 


コンパクトフラッシュカードに記録されている画像を不用意に削除してしま 
ねないよラにプ□テクトをかけることがでさます。 



■ プ□テクト画像選が画面での画像選が-プ□テクト設定の方法 

r プ□テクト設定 J を選択すると、「プ□テクト画像選択」画面に切り換わりまず。 



1マルチセレクターのイ/►で、プロテクト設定したい画像にオレンジ色の砕型 
■ カーソルを さわせ まず。 


2 ▲/ ▼を巧して、プ□テクトずる画原を選択しまず。 

■ 選択された画傲上にはプ□テクトアイコン〇~"び表示されます。選択画撒上でを 
う一度 ▲/ ▼を巧すと、プ□テクトアイコン 0~ n び消え、選択び解除されます。 



■ 画傲の選択は、趣@ボタンを巧すまで連続して行ラことびでさます。 

画像を選択した巧態で趣@ポタンを巧ずと、プ□テクト設定び実行されまず。 

• 趣 D ボタンを巧すと画傲の選択び完了し、プ□テクト設定びセットされて「プ□テク 
卜設定完了」の画面び表示された樓に、再をメニュー画面に戻ります。 


■ プ□テクト設定の醒除方 ミ 去 

1 マルチセレクターのイ/►で、プ□テクト設定を解除したい画像にオレンジ色の 
I 巧型カーソルを合わせ、 ▲/ ▼を巧して、プロテクトアイコン 0~ n を ミ 肖しまず。 

0 唾西 ボタンを巧ずと、プロテクト設定び稱除をれまず。 
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指定された画像を 1 コマ再生モード、サムネイルモード、スライドシヨーお 
よび再生メニュー各項目の画像選択画面で表示されないよラにします。 



■ 巧表示画像遇が画面での画像選が-非表示設定の方法 

r 非表示設定」を選択すると、 r 非表示画像選択 J 画面に切り換わりまず。 




3 

(QUAL) 

む 


1 マルチセレクターのイ/►で、巧表示設定したい画像にオレンジをの巧型力一 
■ ソルを合わせまず。 

2 ▲/ ▼を巧して、巧表示にずる画像を選択しまず。 

■選おされた画撒は、非表示アイコン iSi び画傲上に表示されます。選択画憬上で 
ちう一度 ▲/ ▼を巧すと、選択び解除され、非表示アイコン iSi び消えます。 

■ 画撒の選択は、趣@ボタンを押すまで連続して行ラことびでをます。 

0画像を還}只した巧態で®)ポタンを巧ずと、非表示設定び実行されまず。 

d • @ポタンを巧すと画傲の選択び完了し、非表示設定びセットされて「非表示設 
定完了」の画面び表示された後に、再生;><ニュー画面に戻ります。 

■ 巧表示設定のお除方 ミ 去 

1 マルチセレクターのイ/►で、巧表示設定を解除したい画像にオレンジ色の梓 
I 型カーソルををわせ、 ▲ /▼を巧して、巧表示アイコン iSi を消します。 


趣@ボタンを巧ずと、非表示設定び解除されまず。 



綿 

4. 

論 


義 



巧表示設定 



メニュ—について〔再生〕フ□テクト設定/非表示設定 
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再生ゾニュー 頃 目の セット（つヴき） I 再生モード回 


プリント指定 


画像ファイルのプ U ントについての指定を行います。プリント指定でのセ 
ット内容は、プリント設定ファイルとしてコンパクトフラッシュカードに 
記憶•保巧されます。 COOL 円 X 日日己は、デジタルプリントオーダーフォ 
-マット （ DPOF ) に準拠しています。 



■プリント画像選巧画面での画原選択•プリント指定のちま 

r プリント設定 J を選択ずると、「プリント画像選択 J 画面に切り換わります。 



1 マルチセレクターのイ/►で、プリント指定したい画像にオレンジをの砕型力 
■ ーソルを合わせます。 


2 ▲/ ▼を巧してプリント指定ずる画像を還巧し、プリント枚巧をセツトしまず。 

•選おされた画撒上にはプリントアイコン白とプリント枚数び表示されます。▲を 
巧すとプ U ント枚数び増加し（最大9枚)、▼を巧すとプ U ント枚数び減少、します。 



• 画撒の選択は、趣 D ボタンを押すまで連続して行5ことびでをます。 

ボタンを巧しまず。 

■ 趣@ボタンを押すと画傲の選択び完了し、プリント指定画面び表示されます。 


■プリント指定画面 

プリント指定画面では、撮影情報と日付のプリントの有無をセツトできます。 



設定終了 

プ U ント設定ファイルを作成して、プI」ント指定のセット 
を完了 

撮影情報 

撮影情報（絞り値とシャッタースピード）の有無を設定 

曰付 

日付の有無を設定 
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[設定終了] 

•マルチセレクターの▲/▼で 「設定終了」 を選択し、►を押すとプリント設定ファイル 
び作成されてプリント指定のセットび完了し、 「プリント設定完了」 の画面び表示された 
後、再生メニュー画面に移行します。 

[撮影情巧] 

•マルチセレクターの▲/▼で 「撮影情報」 を選択し、►を巧すとチェックボックス 
の呂/□び切り換わります。チェック済み呂にセットすると、絞り値とシャッタースピ 
ードびプ U ントされるよラ設定します。設定を終了する操作手順は、 「設定終了」 と同様 
になります。 

[日付] 

•マルチセレクターの▲/▼で 「日付」 を選択し、►を巧すとチェックボックスの B/n 
び切り撰わります。チェック済み因にセットすると、撮影の日付びプ U ントされるよラ 
設定します。設定を終了する操作手順は、 r 設定終了」 と同様になります。 

■プリント指定の曲除ち法 

1 マルチセレクターのイ/►で、プリント指定を据除したい画原にオレンジちの 
I 梓型カーソルを合わせ、▼を巧して、プリントアイコン岛を消しまず。 

• プ U ントアイコン A び表示されている画憬上で、▼を巧すとプ U ント枚数び減 
少、します。プ U ント枚数び1の時にさ b に▼を押すと、選択び解除され、プリン 
トアイコンなび消えます。 

0 涵@ ポタンを押ずと、プリント指定び解除されまず。 


□ ここをチェック！ 

再生メニューの 「削除：転送プリント解除」 を実行することにより、プ U ント指定フ 
アイルの削除を斤うことびでさます P .137)。 


^ メモ DPOF ( Di 邑 ital Print Order Format ) について 

デジタルカメラで撮影した画像をラポプ U ントサービスや、家庭用のプ U ンタで自動 
プ U ントするための記歸フォーマットび 「 DPOF(Di 邑 ital Print Order Format )」 
です。これは、現在各社独自仕様となっているプ U ント情報を標準化することで、よ 
0効率的なプ U ントを実現するための規格です。 

-ご使用のプリンタ-プ I 」ントサービスび DPO 円こ対応しているかご確認ください。 
•ニコンデジタルフ オト プ I 」 ンタ NP -1 日日は、 撮影情報、日付機能に対応していません。 


主意プリント指定についてのごを意 

C 日日 LPIX 99 己政外の他のデジタルカメラでプ U ント指定した画傲び記録されている 
コンパクトフラッシュカードを C 日日 LPIX 9 目已に挿入してち、プリント指定は認識さ 
れません。 C 00 LPIX 99 己で再度プリント指定してください。 


メニュ—について〔再生〕フリント設定 
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再生ゾニュー 頃 目の セット（つヴき） I 再生モード回 


起を画像設定 


画像ファイルの拓送についての設定を行います。 COOLPIX 日日己とパソコ 
ンを接続して画像睹送用アプリケーシヨンソフト - Nikon View 4 (別売) 
を使用すれば、設定した画像は、「マーク付き画像」として扱われ、一括し 
てパソコンに輯送することができます。 



ぉ SW 選択画像転送 

選択した画像の転送を設定 

KW き画像転送 

全画像の転送を設定 


■ 還が画像お送画面での画像 選 巧-拓ち設定の方法 

r 選択画像輯送」を選択すると、「転送画像選択」画面に切り換わりまず。 



1 マルチセレクターのイ/►で、面送の設定をしたい画像にオレンジをの砕型力 
■ ーソルををねせまず。 

2 ▲/ ▼を巧して、面送を設定ずる画像を選択ししまず。 

■ 選択された画傲上には転送アイコン〜び表示されます。 



■ 画傲の選択は、延みボタンを巧すまで連続して行5ことびでをます。 

ボタンを押ずと、面送び設定されまず。 

• m ボタンを巧すと画傲の選択び完了し、転送び設定されます。 


■ 面送設定の括な方法 

1 マルチセレクターのイ/►で、面ちの設定を解除したい画像にオレンジをの砕 
I 型カーソルををわせ、 ▲/ ▼を巧して、面送アイコン〜>を消しまず。 

■ 転送アイコン〜び表示されている画债上で、 ▲ /▼を巧すと選択び解除され、 
転送アイコン〜'び消えます。 

0 ボタンを押ずと、面送設定び解除されまず。 
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■ ミ画像拓を 

r 全画像転送」を選巧すると、を画像の転を確認画面に切り換わりまず。を画像の 
転送を確認後に、転送設定をしまず。 


■ 




HI 

w いけを画おが居をされます1 






いけ伝ち画像設定完了 

m 

巧をり OFF 争お ま 1> ホを 




を画像の面送確認画面で、マルチセレクターの▲/▼で r はい J を還択しまず。 
►を巧ずと、拓をび設定をれまず。 


ま 意 COOLPIX 995 ながのニコン製デジタルカゾラで設定した 
-転送設定について 

C 日 0LPIX99 日に(外のニコン製デジタルカメラで転送設定した画像び記録されている 
コンパクトフラッシュカードを C 日日 L 円 X99 己に挿入してち、転送設定は認識されま 
せん。 C 日日 LPIX995 で再度転送設定してください。 


Qj ま 意 転送画像設定についてのごを 意 

「転送画像設定」 で転送設定してパソコンに転送でをる画傲は 999 コマまでです（画 
像のファイル番号にかかわ 5 ず、どのファイル番号でを転送設定でさます)。 1000 
コマしソ上の画像を一括して転送する堤合は、 「転送画像設定」 で転送設定を巧わず、 
Nikon View 4 の画像転送ウインドウで 「全ての画像」 を選択して転送するか 、サム 
ネイルー覧で転送したい画像を選択して転送してください。 


Q ここをチェック！ 

再を;< ニューの 「削除：転送プリント解除」 を実行することにより、転送設定の解除 
を行ラことびできます（应 P.137 )。 


メニュ I について〔再生〕転送画像設定 


145 










再を SET - UP 頃目のセット こ 再生モード囚 


再生 SET - UP メニューでは、再生時のカメラの备種状態を設定することが 
でさます。 


巧を SET - UP 画面の呼び出し 


セレクトダイヤルを [3 にセットしてメニューボタンを}甲し、液晶モニタに再生メ 
ニューを表示させ、7ルチセレクターのイで S のタグを醜しまず。 

• 再をメニュー画面でマルチセレクターのイを巧すと、画面左のタグの色びオレンジ 
色に変わります。 



▲ / ▼で S のタグを疆只して rSET - UPJ を表示をせ、►を押しまず。 

• ►を1回巧すと、 SET - UP 項目の選択び行える状態になります。 


モニタ設定 

P .148 

操作音 

P .148 

パワーオフ設定 

P .148 

カードフォーマット 

P .149 

曰時設定 

P .149 

ビデオモード 

P .149 

言語 （ LANG ) 

P .150 



再生 SET - UP 項目の選択とセット（例:モニタ設定のセットをする場合） 

SET - UPI 頁目を還巧します。 

■ マルチセレクターの ▲/ ▼で SET - UP 項目を選択し、►を押すと選択した項目の画 
面に切り換わります。 
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SET - UP 頃目の詳細を選択しまず。 

• マルチセレクターの ▲/ ▼でセツトしたい項目を選択し、►を押すとセツトしたい 
項目の詳細の画面に切り換わります。 



SET - UP 頃目の詳細を巧定し、 y ニューポタンを巧してセットを按了しまず。 

• マルチセレクターの ▲/ ▼でセットしたい項目の詳細を選択し、►を巧すと内容び 
決定されて、 SET - UP 画面に切り換わります。メニューボタンを巧すと再生画面に 
切り換わり、1コマ再生画面び表示されます。 


















再を SET - UP 頃目のセット（つづき） 再生モ-ド回- 
各再を SET - UP 頃目について 


_モニタ設定_ 

液晶モニタの明るさ、色合いをセットします。 


モニタ設定_旧面の明るさ>1 


D モニタ段ち 


ワ ーオ フ設ち 
-ド フォーマツ I 
時設定 

、1ビデオモード 
> 言語 （ LANG ) 


画面の明るさ 

画面の明るさをセット 


画面の ち 台い 

画面の色合いをセット 



* セット方法は、撮影 SET - UP の 「モニタ設定」 （ i ^ P .123) をご覧ください 

操作音 

カメラの状態を知5せる操作音の ON 、 OFF をセツトします。 



日時設定 
Id ビデオモ—ド 
户言語 （LAN 


操作音が鳴る状態にセツ 
' 操作音が鳴らない状態にセット 


班語 （ LANG) I 

•詳細は、撮影 SET - UP の r 操作音」 （•^ P .12 已）をご覧ください。 

パワーオフ設定 

再生モード時にカメラの操作が終了してか5オートパワーオフ機能 （ P . 
が作動ずるまでの時間を設定します。 



撮影モードのパワーオフ設定 CP .125) とは無関係に、再生モード独自にセットでをます。 
詳細は、撮影 SET - UP の 「パワーオフ設定」 曰）をご覧ください。 

















力ードフオーマット 

ンパクトフラッシュカードのフオーマットを巧います。 



C ^ NU>OFF 安な 定^巧定 


•セット方法は、 P .36 をご覧ください。 

Qj ま 意 コンパクトフラッシュカードをフオーマットずる時のごを 意 

カードのフオーマツトをすると、カード内のデータはすべて消まされます。 



日付と時刻を設定します。 



り巧肛 >OFF か gif ? ホ没京 


•セット方法は、 P .32 をご覧ください。 



ビデオ出力の方式を NTSC 、 PAL お式のいずれかにセツトします。 



詳綱ま、撮影 SET - UP の 「ビデオモード」 （ p ^ P .133) をご覧ください。 


—について【再生】モニタ設定/操作音/バワ—オフ設定/ 
力—ドフォ—マット/日時設定/ビデオモ—ド 
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再を SET-UP 頃目のセット （つヴま) 











AC アダプタ（別売)、ビデオ、パソコンなど 
とのち続方法の概要などを説明していまず。 




専用 AC アダプタ（別売）のほい方 


専用の AC アダプタ/バッテリーチャージャ ー EH -21 ( S .4 V 、1.3 A ) で 
家庭用電源 （ AC 100 V ) か5電源をとることびできます。 


DC 入力端モカバーを矢印の方向に開けまず。 



2 

3 


セレクトダイヤルを0巧にセツトし、 AC アダプタの DC プラグを本体の DC 
入力端子に接続しまず。 

電源プラグをコンセントに接続しまず。 


• 専用 AC アダプタ/パ'ッテ U - チヤージヤ ー EH -2] では、 LMonU チヤージャブル 
バッテ U - EN - EL 1 の充電を巧うことびできます。 



• EN - EL 1 を C 日 0 L 円 X 99 己に入れたまま充電することはでさません。 


D ま意 AC アダプタ接続時のごを意 

■ AC アダプタ端子を振き差しするとをは、セレクトダイヤルび回田になっているこ 
とを必ず確認してください。 

■ 本体の DC 入力端子には専用の冉 C アダプタ EH -2 U が4のものを接続しないでくだ 
さい。 

■ AC アダプタを長時間接続すると AC アダプタ、カメラ本体び熱を持つことびありま 
すび、故障ではあ0ません。 

■ AC アダプタを接続して撮影を行5とさは、 AC アダプタのコードびレンズやスピー 
ドライト、調光センサー部にかか b ないよ5注意してください。 
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テレビ.ビデオとの接続 


COOLPIX 日日已をテレビやビデオなどに接続して、画像をテレビ画面に表 
示させたり、ビデオに録画したりできます。接続には専用のビデオケーブ 
ル（付属）をご使用ください。 


ビデオ出力端子-デジタル端モカパーをイラストのよ5に開けまず。 

• 黒いプラグを力;>(ラ側に、黄色のプラグをテレビまたはビデオ側に接続します。 





• ビデオ端子にビデオケーブルび接続されると、液晶モニタに表示している画像デー 
夕をビデオ出力します。 


•テレビなどには、液晶モニタび日 FF になっている堤合を除いて、液晶モニタと同じ 
内容び表示されます。ただし、対面撮影中の撮該画像は上下逆に表示されます。 

• 液晶モニタび日 FF になっている場合は、情報表示のない画债びビデオ出力されます。 
液晶モニタ表示とビデオ出力の関係は下表のよラになります。 


液晶モニタ 

ビデオ出力 

OFF 

情報表示なし 

ON (情報表示あり） 

情報表示あり 

ON (情報表示なし） 

情報表示なし 


• AC アダプタ接続中は、液晶モニタのオートパワーオフ P.148) は30分に固 
定されます。ただし、ビデオケーブルび接続されている堤合にはビデオ信号は継続 
して出力されます。 
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パソコンとの接続 


US 己 インター フエー スによるを 続 


COOL 円 X 日日 己は USB インター フエース （ Windows ® パソコン 、 Macintosh 
用）を装備しており、パソコンと接続して画像データの転送、撮影情報の確認 
などがでさまず。 


♦別売のパソコン接続キット PK-UC 吕に付属の Nik 日 n View 4 〇 P.1 已 8) を使巧して、 
C 日日 LPIX99 已の]ンパクトフラッシュカードの画傲をパソ]ンに転送することびできます。 

•接続をする前にパソコン接続キットに付属の使用説明書 （CD-ROM) をご覧になり、お 
要なソフトウエアをパソコンにインスI-ールして<ださい。 


D ま意画像データの面をについて 

C 白 0LPIX995、 990、9己0、880、800、700、9]0、白00政外で言己録された 
コンパクトフ ラッシュ カードの画像データは転送できません。 


1 カメラのセレクトダイヤルを回田な巧にセットしまず。 

• 力;ラに撮影画像び記録されたコンパクトフラッシュカードび装着され、バッテリ 
一または AC アダプタび装着されていることを確認してください。 

♦カメラとパソコンを接続して画像を転送する場合には、 AC アダプタ（別売）のご 
使用をおすすめします。 AC アダプタをご使用でない場合には、「パワーオフ設定」 
(•^P.12 己）を 30M (3 日分）にセットすることをおすすめします。 

2 カメラのビデオ出力端子-デジタル端モカバーを開け、専用 USB ケーブルで 
カメラとパソコンを接続しまず。 



• 接続の隙に C 日日 LPIX9 目己とパソコンの電源を日 FF にする必要はありません。 

• 力;ラの電源び入っている時に US 己ケーブルび接続されると、カメラは PC 通信モ 
-ドとなります。 PC 通信モードになると、表示パネルのカウンタ部び[ここ]のよ 
ラに表示され、回転します。 
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D ミち意 USB A ブについて 

USB ； V ブに接続した堤合の動作は保証しておりません。 


2 


接続を終了しまず。 

•接続を終了する場合は、カメラ巧の画憬の転送、拡大など、パソコンとのデータ通 
信を行われていないことを確認してか5、 US 巨ケープルをがしてください。 


D ま意パソコンとの接続中の操作 

•カメラとパソコンの通信中には、セレクトダイヤルを因田にしないでください。ま 
た、 US 巨ケーブルやコンパクトフラッシュカードを损かないでくださし、。ソフトウ 
エアび正常に動作しなくなるばかりか、データび破損したり、カメラの故障の原因 
となることびあります。 


□ ここをチェック！ 

• Windows Millennium Edition、Windows 2 日 0 日び動作するパソコンでは、 
C 日日 LPIX 99 已とパソコンを US 日ケーブルで接続するだけで、必要なソフトウェアび 
自動的にインス!-ールされ、カメラびカードリーダのよラに認識されます。 

• Windows 98/98 SE では 、 Nikon View 4 (別売） CD - ROM か b ドライバをイン 
ス I -ールすれば、カメラびカードリーダのよラに認識されます。 

• Mac OS 8.6. 日 S 9 では、 US 日接続するとカメラび「名称未設定」として、自動的 
にデスクトップに表示されます。 （ Mac 日 S 8.巨の場合、 US 日ドライバを Ver .1.3 .已 
にアップグレードしてください。） 


n ま意パソコンか6のフォーマット操作について 

カメラとパソコンび US 目ケーブルで接続されている時に、下記のディスクフォーマッ 
卜操作を巧ラと、カメラのコンパクトフラッシュカードに記録されている画像びすべ 
て消去されてしまいますので注意して<ださい。 

Windows : マイコンピュータやエクスプ □- ラの「ファイル」メニューの 

「フォーマット」操作 

Macintosh : 「特別」 乂ニューの 「ディスクの初期化」操作 


n ま意カメラを巧り巧ずときのごを意 

力;ラを取り外す時には、カメラの電源を日 FF にして US 巨ケーブルを抜く前に、次の 
操作を巧ってください。 

- Windows Millennium Edition、Windows 200日の堤合：パソコンの画面も 
下の r ノ、ー ドウエアの取り外し」からカメラを取りがしてください。 

- Macint 日 sh の場合：デスクトップ上の「名称未設定」のアイコンをゴミ箱に捨 
ててください。 
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パソコンとの接続 （つヴき) 


コンパクトフラッシュカードか S 直をパソコンに読みとる 


力ードリーダ/力ードス□ットを使用すれば、パソコンで直接画像を読み 
这むことができます。 


1 PCMCIA TYPE II の力ードに適合ずる力ードリーダ/力ードス□ットを使 
用ずる場合は、カメラか6取り出したコンパクトフラッシュカードを PC 力一 
ドアダプタ EC - AD 1 {別売)にセットしまずに F 力ードリーダをお巧いの場 
をは、アダプタは0要おりません)。 




•装着ち法の詳細については、ご使用のパソコン本体、カードリーダの使用説日月書を 
参照して < ださい。 

■ご使用の環境によっては、ソフトウェアのインス!-ールや登録、設定び必要となる 
場合びあります。ご使用のパソコンおよび日 S の使用説明書を参照してください。 


3 JPEG をサボートしているアプリケーションソフトでコンパクトフラッシュ 
カードの画像を開をまず。 


• コンパクトフラッシュカードは、パソコンの外部ドライブとして表示されます。 

■力方ラの 「フォルダ設定」 メニューでフォルダ操作（新規作成、名称変更）を行つ 
ていない標準的な状態では、コンパクトフラッシュカードには、次のよラなフォル 
ダ、ファイルび記録されています。 

「□巳 IM 」 といラ名前のディレクトリ（フォルダ）の中に「]日日 NIKON 」 という 
フォルダびあり、その中に、次のよラな名前で画傲ファイルび保存されています。 
DSCN 日日日]. JP 白、 DSCN 0002. JPG . DSCN 0003. JPG -■■ 
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■ 画像ファイルちとフオルダについて 

画像ファイルのファイルちは、次のようになります。 


DSCN0001JPG 


COOL 円 X99 己撮影画像-1 

の画像名称 



拡張子 


画像ファイル番号 
(0001〜 9999) 


JPG -..JPEG ファイル 

TIF ...TIFF ファイル （HI モード画像) 

.MOV …動画ファイル（動画ファイル） 


•力;ラで使用する画像ファイル名は、1つのフオルダにつき、 DSCN 日日日1から 
DSCN 9999 までです。また、「1日日 NIKON 」 フオルダ内にある画傲ファイル番号び 
9999に達した時には、自動的に「1日1 NIKON 」 という名前のフオルダを新規作成し、 
その中に新たに DSCN 0 日日1か日順次画像ファイルび保存されていをます。 


^ メモ lnfo.txt について 

• C 日日 L 円 X 99 己の撮影撮影 SET-UP の 「 lnfo . txt 」 を日 N にセットした場合には、 
コンパクトフラッシュカード内の画像を保存したフオルダに、 lnfo.txt というテキ 
ストファイルを作成することびでをます。 lnfo.txt には、画傲ファイル名に加えて、 
l^TF の項目（詳細情報表示と同一の項目）び記録されています。 

DSCN 0001 JPG (例） 

画像ファイル名 

CAMERA 

カメラの名称とファームウェアのバージヨン 

METERING 

測光モード 

MODE 

露出モード 

SHUTTER 

シャッタースピード 

APERTURE 

絞り値 

EXP +/- 

露出補正値 

FOCAL LENGTH 

焦点距離と電子ズーム 

IMG ADJUST 

階調補正モード 

SENSITIVITY 

感度 

WHITE 巨 AL 

ホワイトバランス 

SHARPNESS 

輪郭強調 

DATE 

撮影曰時 

QUALITY 

画像サイズと画質モード 

SATURATION 

彩度調璧 

FOCUS AREA 

フオーカスエリア 


^ メモ DCF にごいて 

• C 日日 LPIX 99 己は□巳 F に準拠しています。 Design rule for Camera File 
system ( DCF ) は、各社のデジタルカメラで記録された画像ファイルを相互に利 
用し合ラための画傲フォーマツトです。 
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パソコンとの巧続（つヴき) 


■ Nikon View 4の巧長 

別売のパソコン接続キット PK - UC 2 に付属の画像較送用アプリケーシヨンソフト、 
Nikon View 4を使用ずると、 COOLPIX 日目已およびコンパクトフラッシュカード 
に記録された画像の一覧表示を見たり、画像ファイルの転送を行ったりずることび 
でさまず。 

• Nikon View 4には、次のよラな磯能びあります。 

① COOL 円 X 日目已、コンバクトフラッシュカードか5の画像ファイルの転送機能 

- C 日日 L 円 X 目9己、またはコンパクトフラッシュカードを装着した力ード U - 
ダをパソコンに接続するだけで、自動的にカメラ-カード U —ダを認識して 
撮影画傲をパソコンに簡単に転送して保存することびでをます。 

■画像を転送する時に、力;ラ側の再生;><ニュー 「転送画像設定」 で設定した 
転送属性により、画像を選択して転送することびでをます。 

-画像を転送する際に任意のキーワードや撮影条件などをファイル情報として 
画像ファイルに自動的に組み込むことびできます。 

-画像ファイルの転送時に画慷サイズを縮ルして、電子メールやルさめのプ U 
ントに最適なサイズにすることびでをます。 

-画像ファイルの転送時に画像ファイルのファイル名を自動的に変更して保存 
することびでをます。 

感コンパクトフラッシュカードの画像ファイルのサムネイルー覧機能 

-パソコンに接続された力;ラや、カード U —ダに装着されたコンパクトフラ 
ッシュカード内の撮影画像をサムネイルー覧表示することびでさます。 

■サムネイルー覧表示では、サムネイル表示サイズを選択でを、撮影情報の表 
示や実画像の表示など、画撒を閲覧したり、パソコンに転送するためのさま 
ざまな機能びあります。 

感画像データベースソフトウェアとの連携機能 

-画像ファイルを転送すると同時に、画像ファイルを画像データベースアプ U 
ケーシヨンソフトウェアに自動的に登録することびでさます（データベース 
アプリケーションソフトは、サポートしているアプ U ケーシヨンソフトのみ 
になります)。 
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別売アクセサリーや、警告表示び出たとまの 
対応方法、カメラの仕様などを説明してあ D 
まず。 




別売アクセサリー 


ワイドコンパータ WC - E 63 

装着すると撮影レンズの焦点距離び 0.63 倍に短縮されます。カメラのワイド端状態で 
撮影すると最ち広角となり、合成焦点距離は己. 0 mm (3 己 mm 判力;ラで約 24 mm に 
相当)、合成 F ナンバーは F を目となります。 


フィッシュアイコンパータ FC - E 8 

装着すると撮影レンズの焦点距離び日.21倍に短縮され、画角約183°の円形画傲を撮 
影することびでをます。合成焦点距離は 1.7 mm (3 已 mm 判カメラで約 8 mm にホ目当）、 
合成 F ナンバーは F 2 .巨となります。 

テレコンパータ TC - E 3 ED <X3> 

装着ずると撮影レンズの焦点距離び約3倍に拡大されます。カメラのテレ端状態で撮影 
すると最も望遠となり、合成焦点距離は目巨 mm (3 己 mm 判カメラで約4己目 mm に相当)、 
合成 F ナンバーは F 已 .1 となります。 

テレコンパータ TC - E 2 <X2> 

装着すると撮該レンズの焦点距離び約2倍に拡大されます。カメラのテレ端状態で撮影 
すると最も望遠となり、合成焦点距離は巨 4 mm (3 己 mm 判カメラで約304 mm に相当)、 
合成 F ナンパ’一は F 已 .1 となります。 

増灯ブラケット SK - E 900 増灯アダプタ AS - E 900 

C 日日 L 円 X 99 己と当社製スピードライト（別売）を装着-接続してスピードライトの増 
灯撮影を斤ラためのプラケットです。内蔵および増なスピードライトの発光量はカメラ 
本体か5コント□ールするため、簡単に高性能なスピードライト撮影び可能となります。 

y モートコード MC - EU 1 

U モート撮影、再生を斤ラためのコードです。力;ラのシャッター操作のほかにち、ズ 
ーム操作、インターバル撮影、再生を行ったり、カメラの状態（モード確認、撮影可能 
枚数など）の確認をすることびでをます。 

スライドコピーアダプタ ES - E 28 

3已 mm 判フィルムの撮影び簡単に行えます。撮影レンズの先端にねじ込むだけで力; 
ラに簡単に取付けることびでさ、カメラ撮影メニューの「コンバータ：スライドアダブ 
夕」をセットすると、カメラび自動的にピントを合わせます。 

ソフトケース CS - E 995 

C 日 0 L 円 X 99 日専用のソフトケースです。コンパクトフラッシュカードなどのル物を収 
納でさるポケットび付いています。 

PC カードアダプタ EC - AD 1 

コンパクトフラッシュカードと組み合わせることにより 、 PC Card Standard - ATA に 
準拠した PC カードとしてご使用になれます。 

AC アダプタ/バッテリーチャージャー EH -21 

専用の AC アダプタ （8.4 V 、1.3 A ) で、家庭用電源 （ AC 10 日 V )か日電源をとること 
びできます。また、 LMonU チャージャブルバッテリー EN - EL 1 を充電することびでき 
ます。 》 COOL 円 X 9 日已に冉 C アダプタ EH -3 1/30は ご 使用になれません。 
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Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 1 

巳0日 LPIX 99 己で使用する充電式のバッテ U - です。 6 VU チウム電池 （2 CR 日）をご 
使用になるよりも経済的です。※仁00 L 円 X 日日己に入れたまま充電ずることはできません。 

コンパクトフラッシュカード EC - CF シリーズ 

C 0 日 L 円 X 99 己に装着し、撮影したデータ画像を記録するメディアです。ル型軽量で 
携帯性に優れています。 


■使用できるコンパクトフラッシュカード 

本カメラの画憬データ記録媒体としては、ニコンコンパクトフラッシュカード EC - CF シ U 
ーズをお使いください。なお、し处下の他社製コンパクトフラッシュカードにつをましては、 
動作確認をいたしております。 

SanDisk 社製： SDCF 日-]6、 SDCF 日-32、 SDCF 己礁 SDCFB -64. SDCFB -96. 

SDCFB -1 28 

LEXARMEDI 冉社製： 10 XUS 巨シ U —ズ ]28 M 巨、 160 MB 


召 X US 巨シ U —ズ召 M 巨、]巨 MB 、32 M 巨、 48 M 己、 64 M 巨、召 0 M 己 
4 X US 巨シ U —ズ SM 巨、]巨 MB 、32 M 巨、 48 M 己、 64 M 巨、召 0 M 己 
※上記コンパクトフラッシュカードの機能、動作の詳細、動作保証等については、コンパクトフラ 
ッシュカードメーカーにご相談くださし、。 


D ま意コンパクトフラッシュカードほ巧上のごを意 

• カメラの使用直後にはコンパクトフラッシュカードび熱くなっている場合びありま 
すので、取り出す場合にはご注意ください。 

■未使用カードは必ずフオーマット（初期化）してか日ご使用ください。 U 

コンパクトフラッシュカードのフオーマットについては应 P .36 一 

• コンパクトフラッシュカードのフオーマット中には、絶対にカメラか5力ードを取 を 

り出さないで<ださい。カードび使用でをな<なることびあ0ます。 

• コンパクトフラッシュカードへ記録-削除び行われているときやコンピュータとの 
通信時には、し乂下のことは行わないでください。記録されているデータの破損や力 
ー ドの故障の原因となります。 

-カードの着脱をする -電源を日 FF にする 

. バッテ U —を取り出す - AC アダプタを损< 

■ 端子部に手や金属を触れないで<ださい。 

• コンパクトフラッシュカードカバーには無巧な力を加えないでください。破損の恐 
れびお0ます。 

•曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 
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別売アクセサリー（つヴき) 


パソコン接続キット PK - UC 2 

• 同栖品 

-プ□グラム CD-ROM 2枚 

くニコンデジタルカメラ専用ソフト Nikon View 4 CID-ROM (デジカメ Ninja 2、 iPIX ソフト 
ウェア、日 uickTime 4、 Cumulus 已 .0 くお試し版>とのカップリング )、 Adobe Photosh 叩 
己 . OLE CD-ROM > 

■ USB ヶープル UC - E 1 1本 

■使用説明書 （ CD - ROM ) 1枚 

■ 各ユーヴー登録力ード 

DOS / V 機 (IBM PC / AT 互換磯 )、 NEC PC - 980日シ U - ズ、 Macintosh およ 
びその互換機でご使用になれます。 


■ 動作廣境 


Windows 


Computer 

IBM PC / AT 宜換機または NEC PC -98 NX 

CPU 

MMX Pentium 政上 

OS 

Windows ® 日8、98 Second Edition ( SE ), Windows ® Millennium 
Edition ( Me )、 Windows ® 2000鲁プ U インス! -- ルモデル故降 * i 

RAM 

32 MB な上の空き容量（日41\/1目政上を推奨） *2 

八ードディスク 

インストール時に]己 MB 、 プログラム起動時に使用するコンパクトフラッ 
シユカードの2倍政上のをを容量* 2 

モニタ解像度 

640 X 480 ドット政上、 ]6 bit カラー L 苗上 （800 x 600 ドット切上、フ 
ルカラー推奨） 

CD - ROM ドライプ 

インストールのため必要 

インターフエース 

USB インターフエース(標準装備のみ)*3 


*1 プ U インストールモデルに限られます。 

*2 他のソフトウエアと合わせてご使用の場合の必要空さ容量は、それぞれのソフトウエアに添付の使用説明書お 
よび铅説書にてご確認ください。 

*3 USB 八ブを介してカメラを接続すると、正しく動作しない場合びあります。 


Macintosh 


Computer 

iMac、iMac DV、Power Macintosh G 3 (Blue & White)、Power 
Macintosh G 4 政降、 iBook、PowerBook G3 な降*斗 

CPU 

PowerPC G 3 政上 

OS 

MacOSS . 己巧、日.0、日.1 

RAM 

32 MB が上の空き容量（日 4 M 目 iU 上を推獎 ）*6 

八ードディスク 

インス1ル時に]己 MB 、 プ□グラム起動時に使用するコンパクトフラッ 
シユカードの2倍政上のをを容量*己 

モニタ解像度 

日 40 x 480 ドット政上、 ]6 bit カラー政上 （800 x 600 ドットな上、フ 
ルカラー推奨） 

CD - ROM ドライブ 

インストールのため必要 

インターフェース 

USB インターフエース（標準装備のみ）*7 


*4 コンピュータに USB インターフェースび標準装備されていることをご確認ください。 

巧 Mac OS 8.6 の場合、 USB ドライバを Ver . l .3 .己にアップグレードしてください。 

*6 他のソフトウェアと合わせてご使用の場合の必要空さ容量は、それぞれのソフトウェアに添付の使用説明書お 


よび辭説書にてご確認ください。 

り USB 八ブを介してカメラを接続すると、正しく動作しない場合びあ0ます。 
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脚垣かな？と思った 6 


下表にしたがって点検しても直5ないときはお買い上げの販売店または 
P .16 S に記載されている当社サービス部門までお問い含わせください。 


こんな時は 

ここをご確認<ださい 

ページ 


電源が入らない 

■バッテリーが消耗している 

P .31 



. バッテリーが正しい向をで入っていない 

P .30 



- AC アダプタび正しく接続されていない 

P .1 已 2 

源 

電源が入ってちずぐに切れる 

■バッテリーがミ肖耗している 

P .31 



-低温下で使用している 

P 召 


シャッターボタンを巧してち 

-セレクトダイヤルび 囚〇 または 〇 画の位置になっ 

P .28 


撮影できない 

ていない 




-撮影可能なコンバクトフラッシュカードが入ってい 

P .34 



ない 

P .161 



-撮影可能お数びない 

P . 已 6 



一不要な画像を消去してください 




-セルフタイマー撮影になっている 

P .49 

撮 


-スピードライト充電中一少しお待ちください 

P .6 己 


液晶モニタの表おや画像が 

-液晶の明るさ調整び合っていない 

P .123 

影 

はっをりしなし） 

-ゴ 5 やほこりびついている 

P .8 


ピントが合わない 

-ピントが合わせにくい被写体である 

P .78 


巧蔵スピードライトが 

-巧蔵スピードライトが上がっていない 

P .48 


発光しない 

-内蔵スピードライトが発光禁止になっている 

P .131 



■連写、巨 SS またはコンバータモードになっている 

P .100 




P .101 




P .104 


画像が自然な色合いにな 5 ない 

-ホワイトバランスび調節でさない状況で撮った 

P .94 


再生でさない 

-セレクトダイヤルび [ E の位置になっていない 

P .28 



-撮影済みのコンパクトフラッシュカードび入って 

P .34 



し、なし、 




-撮影済みのコンパクトフラッシュカードの画像を 

P .136 



全て消去した、またはカードフオーマットをした 

P .36 

巧 

テレビに再を画像が出ない 

-テレビと正しく接続されていない 

P .153 

生 


■テレビの入力切り換えが「ビデオ J になって 




し、なし、 



テレビの画像が鮮明に出ない、 

■テレビと正しく接続されていない、接軸不良 

P .153 


または色がおかしい 

が起さている-正しく接続してください 




-テレビの調整びおかしい 




ーテレビの使用説明書もよ<お読み<ださい 


み 

パソコンと通信できない 

-バソコンと正し<接続されていない 

P .154 

の 


ーパソコン接続キットの使用説明書もよくお読み 


化 


ください 



163 



警告表示について 

液晶モニタおよび表おパネルに下記の警告表おが点丹または点滅した場台 
は、修理やアフターサービスをお申し付けになる前に下記の点をご確認く 
ださい。 


こんな時は 

原因 

液晶モニタ 

表示パネル 


でつ力ードが 
じ^入っていません 

\ 1 / 
— Lard — 

/ 1 \ 

• コンパクトフラッシュカードび入っていないか、 

正し<セットされていません。 


「つ フォーマット 

I— I されていません 

いいえ 

\ 1 / 

— Corrf — 

/ 1 \ 

• コンパクトフラッシュカードび正しくフオーマ 
ットされていません。 


「*1メモリー巧量が 

1—1 ありません 


• コンパクトフラッシュカードに画像を記録する 
空を容量びないか、画傲、フォルダ番号の制限 
値を超えています。 


r *.-] この力ードは 
じ^使用できません 

\ 1 / 

— Coed — 

/ 1 \ 

• コンパクトフラッシュカードへのアクセス異常 
です。 


フォルダの削除が 
できま廿ん 


•カメラで認識できないファイルや、プ□テクト 
設定または非表示設定された画像ファイルびあ 

0ます。 
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巧処ま 


参照ページ 




• コンパクトフラッシュカードを正しくセットしてください。 

P .34 

•液晶モニタ画面の「フオーマットする」にカーソルを合わせてマルチ 
セレクターの►を巧して、コンパクトフラッシュカードのフオーマッ 
卜を行ってください。 

• 正しくフオーマットされたコンパクトフラッシュカードに交換してく 
ださい。 

P .3 目 

P .34 

• カードに記歸されている画像を削除してカードに画像ファイルを保存 
可能な状態にして<ださい。必要な画傲はパソコンなどに転送してバ 
ックアップを行ってください。 

P .73 
P .136 
P .1 己4 

• 新しいカードに交換してください。 

P .34 

• C 日日 L 円 X 99 己用のコンパクトフラッシュカードであるかどうか確認 
して < ださい。 

• コンパクトフラッシュカードびこわれている可能性びあります。当社 
サービス部門までご連絡願います。 

P .34 

P .161 

• C 日日 L 円 X 99日^^がで撮影された画像か、アプ U ケーシヨンソフトで 
編集されている場合に表示されます。 

• 画像ファイルのプ□テクト設定、または非表示設定を解除してくださ 
い。 

P .1 己巨 

P .140 

P .141 


参 

ち 
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警告表示について（っヴま) 


こんな時は 

原因 

液晶モニタ 

表示パネル 


一 1画该を 
b 登録できません 


• 画像ファイル名の番号のオーバーフ□一です。 

• カードのフ オーマツ トび異なります。 


表示可能な 
画をがありません 


■ 記歸されている画像び非表示設定されているた 
めに表示されません。 


このファイルは 
表をできません 


• 画像ファイルを表示でをません。 


システムエラー 

(E r r 1 

•内部メモリーへのアクセス異常、 MPU 間の通信 
エラー、フォーカス動作異常、ズーム動作異常 
などのエラーです。 













巧処ま 


参照ページ 




• カメラび扱えるファイル数をオーバーした場合に左のエラーび表示さ 
れます。新しいコンパクトフラッシュカードに入れ換えるか画傲ファ 
イルまたはフオルダを削除してください。 

• コンパクトフラッシュカードのフオーマットび異なる可能性びありま 
す。再フオーマットしてください。 

P . 己目 
P .73 
P .136 
P .3 日 

♦ 再を;ニューの非表示設定;ニューを選択して、画像の非表示設定を 
解除してください。 

P .141 

• C 00 LPIX 99 己、 990、9 已 日、88日、8日日、7日日、910、 9001^1 
外で撮影された画傲か、アプリケーションソフトで編集されている場 
含し表术されます。 

P .1 己白 

•再度電源を入れ直すか、バッテリーを入れ直してください。システム 
エラーの表示び続<堤合は当社サービス部門までご連絡<ださい。 

P .30 

P .168 




ユーザーヴポートについて 


このカメラの内容および操作方法について、さ5にご質問びございました5下記の当社ヴ 
ービス部門までお問い合わせください。 

■内容および操作に関する技術のなお問い合わせは 
干 140-001 已東京都品川区西大井 1-4-2 已 

(コア-スターレ西大井第ービル 2 F ) 

株式会社ニコン電子画像テクニカルセンター 

TEL (03) 3773-0191 FAX (03) 3773-8 已巨 9 

受付時間：巧日を除 < 月〜金日: 30 〜 17:00 

※都合により休む場合びありまず。 


お願い 

♦お問い合わせいただ<場含には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認 
の上お問い合わせください。 

♦より正確、適速にお答えするために、ご面倒でち次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いただを、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ 
承り書」はコピーしてお使いいただくと、繰り返しお使いいただけ便利です。 

■製品の修理に関するお問いをわせは 

干 1 40-8601 東京都品 j 11 区西大井 1 -6-3 
株式会社 ニコン 東京大井サービス 
TEL (03) 3773-2221 
受付時間：祝日を除 < 巧〜金 8:30〜17:1 已 

※都をにより休む場合びありまず。 

■インターネットをご利用の方へ 

下記ホームページにてサポート情報をご案内しております。 

http :// www . nikon - image . com / csjndex.htm 


168 



(巧） ニコン 電子画像テクニカルセンター行 
TEL :03-3773-0191 FAX :03-3773-8 已目9 


【お巧い合わせ承日書】 太巧内のみご記入ください 


お問い合わせ年月日： 

年月日 

お買い上げ曰： 

年月 曰 

製品名： 

シ U アル番号： 

フ U ガナ 


お名前： 


連絡先ご住所：□自宅 □尝社 


TEL : 


FAX : 


ご使用のコンピュータの機種名： 

；><モ U 容量： 

八ードディスクの空を容量： 

0 S のバージヨン： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプ U ケーシヨンソフト名： 

ご使用のインターフてース： 

ご使用の当社ドライバソフトウエアのノ（ージョン名： 

問題が発生したときの症状、表示されたメッセージ、症状の再現： 

(おわかりになる範囲で結構ですから、 

できるだけ詳しくお書きください） 


このぺージはコピーしてお使いください。 I 整理番号： 







をな仕様 


ニコンデジタルカメラ COOL 円 X 99 已の主な仕様 


型式 

ニコンデジタルカ;ラ E 99 己 

撮撒素子 

総画素数334万画素、 1/1. 8型 

記録画素数 （ pixel ) 

2,日48 XI ， 已3色 （ FULL )、1,600 x 1,200 ( UXGA ). 1，2 SOx 

9色0 ( SXG 冉)、 1,024 X 768 ( XGA )、640 x 480 ( VGA )、 
2.048 x 1.360 (3:2) 

レンズ 

4 倍ズームニッコールレンズ、 f 二8〜 32 mm (3 已 mm 半1」換算 
38〜1己 2 mm )、 F 2.6-5.1 旧群1日枚） 

オートフオーカス 

コントラスト検出方式、マルチェ U アオートフオーカス可能 

這ずズーム 

4.日倍 

AF エ U ァ 

己ヶ所、〇圆時]ヶ所を選択可能 

フオーカス 

コンテイニュアス AF / シングル AF 、 遠景モード-マク□モー 
ドに切り撰え可能、 マニュアルフオーカス（日日ステップ）可能 

撮影距離 

30 cm 〜〇〇 [マク□•マニュアルフオーカス時レンズ前約 
2 cm (ズームの S ドルポジション）〜〇〇] 

ファインダー 

実慷式ズームファインダー、 LED 表示、視度補正機能付を 
(-2 〜 + lm -’） 

液晶モニタ 

]. 8インチ低温ポ U シ U コン TFT 液晶、110,日日日画素、視野 
率約97%、輝度調節機能日段階、色調調節機能]1段階 

記録画傲ファイル形式 

JPEG 宰拠 (Design rule for Camera File system • 
DPOF 準拠 ） /HI (非圧縮： TIFF-RG 巨 ） /QuickTime 

画質モード 

圧縮： 」 PEG - 巨 aseline 準拠、圧縮率 ： FINE (約]/ 4)、 
NORM 冉 L C 約]/ 8 )、BASIC (約 1/ I 6)、 H ! (非圧縮： TIFF - 
RG 巨） 

撮影可能コマ数 

FINE 約 4 コマ、 NORMAL 約 9 コマ、巨 ASIC 約] 8 コマ 
(2,048 x 1 ,536 pixel /8 M 巨力ード使用時） 

記録媒体 

コンパクトフラッシュカード订 ype ン II ) 

撮該モード 

回0/0圆（撮影;><ニューによりホワイトバランス、測光モー 
ド、 己 SS 、 階調補正、輪郭強調、彩度調整、ノイズ除去など 
の設定び可能） 

カスタムセッティング 

〇圆のメニュー設定の3種類の組み合わせを記憶可能 

連写磯能 

単写、連写、マルチ連写、高速連写、 UH 連写、動画 （QVGA 
. 最長4日秒.1 5 fps ) 

測光ち式 

マルチ測光に已日分割）、中央部重点測光、スポット測光（フ 
オーカスェリアに連動も可能） 

露出制御 

プ□グラムオート （ P )、 シャッター優先オート （ S )、 絞り優 
先オート （ A )、 マニュアル露出 （ M ) モード、プ□グラムシ 
フト、露出補正 （一2 〜 +2 EV 、1/3 EV ステップ)、才ートブ 
ラケテイング 

露出連動範囲 

EV -2.2 〜 17.0 ( W 側)、陪 0] 00換算 


1/U 



ソヤツター 

;><カニカルシャッターと CCD 電子シャッターの併用 
巧ード’：1秒〜1/2300砂、 S モード’： 8秒〜]/2000砂、 

A モード： 8秒〜1/23日日秒、 M モード： 8砂〜]/200日秒、 

巨日秒までの長時間露出 （ BULB ) 

絞り 

7枚羽根虹彩絞り （1/3 EV ステップ、10段階） 

撮像感度 

IS 0100 相当、感度切り換え可能（オート、 IS 日10日、 
ISO 200、に白400、 ISO 800相当） 

ホワイトバランス 

マルチオートホワイトバランス、己種類のマニュアル設定（微 
調整可能)、プリセット、ホワイトバランスブラケティング 

セルフタイマー 

3秒、1日秒 


ガイドナンバー 

10 ( ISO 100 - m ) 

スピード 

調光方式 

自動調光制御 

ライ!^ 

発光モード 

自動発光、強制発光、ス□ーシンク□および赤目軽減自動発光 
の4モード切り換え可能 

増灯ター S ナル 

増なブラケット SK - E 9 日日を介してニコン3己 mm —眼レフ用 
スピードライトわ’;使用可旨目 （ S 巨- 28/28 DX 、 2目、2已、24、 
22、 22 s にて増灯撮影び可能、増灯アダプタ AS -1 日、増灯 
コード SC -1 S 、] 9の使用で己なまで増灯可能） 

才ートノの- 

ーオフ機能 

無操作状態で30秒後に日 FF (1 /己/30分から選択可能） 

再生機能 

1コマ再生、動画再生、クイックレビュー再生、簡易再生、サ 
ムネイル再生 （4 分割/9分割）、スライドショー、拡大再生 
機能 （6 倍まで)、撮影情報表示、詳細情報表示、ヒストグラ 
ム表示、ピーキング表示 

削除機能 

クイックデリート、全画像削除、選択画像削除、フォルダ削除、 
力ードフォーマット、削除禁止可能 

インターフェース 

US 巨インターフェース、ビデオ出力 （ NTSC / PAL ) 

入出力端子 

DC 入力、ビデオ出力、デジタル端子 （ USB )、 増なターミナル 

電源 

Li - ionU チャージャスレバッテ U - EN - EL 1 x ] 本、 6 Vi 」 チウ 
ム電池 （2 CR 已型） XI 本、外部電源（狂 4 V 、1.3 A ) 

連続撮影時間 

約110分（専用 U チャージャブルバッテリー使用、液晶モニ 
夕日 N 時） 

使用条件 

温度： 〇む〜+4びじ、湿度： 8己 ％!; TF (結露しないこと） 

が形寸法、質量（重さ） 

138 CW ) X 82 CH ) X 40 ( D ) mm 、 グリップ部：曰 9 mm 、 
約39 Og (電池別） 

付属品 

コンパクトフラッシュカード （8 M 己）、ストラップ、レンズキ 
ャップ、ビデオケープル、 Li - ioniJ チャージャプルバッテ U — 
EN - EL 1、 バッテ U - チャージャー、使用説明書 


■ COOLPIX 日日已はエプソンの 「PRINT Ima 居 e Matchin 居 J に対応していまず。 

「PRINT Image Matching 」 はこの機能を搭載したデジタルカメラと対応プ U ンタとの連 
携により、撮影時に画像と一緒に記録された付帯情報からデジタルカメラ側で設定した色再 
現を反映させたきれいなプ U ントび得日れる技術です。 

※仕様中のデータは、すべて常温に0む）、同捆専用 U チャージャブルバッテ U - EN - EL 1 をフ 
J レ充電で使用時のものです。 

♦電池の使用期間は、電池の種類および使用状況により異なりますのでご注意<ださい。電池 
の静柄、製造曰からの保巧期間、使用温度により電池性能に差びあるため、撮影時間び短い 
場合びおります。 


参 

ち 
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をな仕様（つヴま) 


ビデオ信号出力については心 P .1 已3 

出荷時の設定ではオートバワーオフになるまでの時間は30秒にセツトされています。 
液晶モニタはモニタボタンで ON にして < ださし、。 


miB ： 連備腳。マ数（電也寿命）の目き 



液晶モニタ ON で撮誇 

Li - ion リチヤージヤプルバツテリ - EN - EL 1 使用 

約220コマ/約11日分 


※測定条件は当社条件（撮影毎にズーム、約3割のスト□ボ撮彰、 FINE モード、常温<20で >) によります。 
※撮影する際に、液晶モニタを OFF にしてファインダーで撮影することでバッテ U —の消耗を防ぐことびでをます。 
※仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

使巧説明書の誤りなどについての補償はご容赦<ださい。 

才ートパワーオフ機能 

C 日 0 LPIX 99 日には、バッテ U —の消耗を防ぐため、一定時間カメラの操作び行わない場 
含に自動的にお消費電力状態に切り換わるオートパワーオフ機能び搭載されています。 

• オートパワーオフ時には、表示パネルと液晶モニタの表示び消灯します。 

• オートパワーオフ前の設定状態は、カメラ本体巧に記憶されます。 

• オートパワーオフ状態のままカメラを収納しないでください。シャッターボタンび押さ 
れると、パワーオフの解除-作動動作を繰り返してバッテリーの消耗の原因となる恐れ 
びあ0ます。 


オートパワーオフ機能の作動開始 



1 撮影モード（回〇画）時 1 

1 再生モード（囚）時 1 


表をパネル- 
液晶モニタ表ち 

ビデオ信号出力時 

表示パネル- 
液晶モニタ表示 

ビデオ信号出力時 

バ 

、ッ 

U 

1 

使 

用 

時 

撮影メニューの「パ 
ワーオフ設定」での 
設定時間り〇秒/1 
分/己分/3日分） 
無操作状態で日 FF 
(撮影メニュー表示 
は3分で日 FF ) 

「パワーオフ設定」 
での設定時間 （30 
秒/1分/5分/30 
分）無操作状態で 
ビデオ信号出力停止 
(撮影メニュー表示 
は3分で OFF ) 

再生メニューの「バ 
ワーオフ設定」での 
設定時間 （30 秒/1 
分/日分/30分） 
無操作状態でオフ 
(再生メニュー表示 
は3分で日 FF ) 

「パワーオフ設定」 
での設定時間 （30 
砂/1分/5分/30 
分）無操作状態で 
ビデオ信号出力停止 
(再生メニュー表示 
は3分で日 FF ) 

A 

C 

ア 

ダ 

夕 

使 

用 

時 

3日分無操作状態で 
OFF 

3日分無操作状態で 
ち出力継続 
液晶モニタのみ 
0 FF &3 

30分無操作状態で 
OFF 

30分無操作状態で 
も出力継続。 

液晶モニタのみ 
0 FF &3 


才ートパワーオフが態か5の起動 


カメラびオートパワーオフ状態のとさにシャッターボタンの半押し操作、モニタボタンの 
操作びあった堤合、オートパワーオフは解除され、表示パネルと液晶モニタび点灯し、力 
メラを部の設定はオートパワーオフ前のセット状態に復帰します。 


12 3 
《《《 
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宏与 I 五十音順 [操作ボタン•レバーおよび表示等は、 

^ JI き部のち祝 （ P . 14〜 17) をご質くだをい] 


m 


友 


か 


1 コマ再生（モード） . P .50 • 69 . 8 曰 

3 : 2 サイズ . P . 己己•己 6 

AF エリア（選択） . P . 已 8 . 109 

AF スポット測光 . P .96 

AF/AE □ック . P .76 

AF - M 0 DE . P .1 10 

BASIC . P . 已 4 •己 6 

巨 SS (Best Shot Selector ). P . 101 

DCF (Design rule for Camera File system ). P.l 己 7 

DP 日 F (Digital Print Order Format ). P .143 

FINE . P .54 •己 6 

FULL . P . 已已 •曰 6 

FUN じ 1. P .14 - 128 

FUNC .2. P .14 - 129 

HI . P .54 •己 6 

lnfo.txt . P .132 - 157 

MOV . P .157 

Nikon View . P .158 

NORMAL . P .54 - 56 

NTSC . P .133-149 

PAL . P .133 - 149 

QVGA . P .79-98 

SXGA . P .55 - 56 

TIFF . P .157 

UH 連写 . P .98 

USB . P .154-]55 

UXGA . P .55 - 56 

VGA . P . 已己 •曰 6 

XGA . P .55 - 56 

VCCI . P.IO 

回 o . P .28-4] 

Di . P .28 

囚 . P .28 

赤目軽減自動発光モード . P .66 

赤目軽減ランプ照射 . P .66 

インターバル設定 . P .139 

遠景モード . P . 己 7 

才ート（ホワイトバランス） . P .94 

才ートパヮーオフ機能 . P .12 己.148 ■ 172 

力ードフォー マット . P .36 ■127-149 

階調補正 . P .102 

拡大表示モード . P .70 

画質モード . P . 己 4 

画像サイズ . P . 己曰 

カスタム N 0. . P .106 

画像ファイル名 . P .126 • 1 己 7 

画面の巧るさ . P . 123 • 148 

画面の色合い . P . 124-148 

簡易再生モード . P .47 •82-84 

感度変更モード . P .68 

起動時ズーム位置 . P .130 

距離表示 . P .1 11 

クイックデリート . P .81 

クイックレビュー . P .21• 47 

強制発光モード . P .66 
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索弓 I (つヴま) 


か 


さ 


た 


堂光な（ホワイトバランス） •• 

言語 （ LANG ). 

高速連写 . 

コンテイニュアス AF ( C - AF ) 

コントラスト . 

コンパクトフラッシュカード 
コンパ‘一夕 . 


再生 SET-UP . 

再生メニュー . 

再生（モード） . 

彩度調整 . 

削除 . 

削除 （1 コマ再生モード） . 

削除（サムネイルモード） . 

削除禁止 . 

撮影確認ランプ . 

撮影可能枚数 . 

撮影 SET-UP . 

影メニユ. . 

撮影（モード） . 

撮像感度 . 

サムネイルモード . 

自動発光モード . 

絞り優先才ート （ A ). 

シャッター優先才ート （ S ). 

シングル AF ( S - AF ). 

スイバルリミット . 

又 —ム . 

ズーム時 F 値保持 . 

スミア . 

スピードライト（モード） . 

スピードライト（ホワイトバランス) 

スポット測光 . 

スライドショー . 

スライド（コピー）アダプタ . 

ス□-シンク□モード . 

静止画延長（表示延長） . 

セルフタイマー(撮影） . 

全画像削除 . 

全画像転送 . 

選択画像削除 . 

選択画像転送 . 

操作音 . 

測光方式 . 

太陽光（ホワイトバランス） . 

鳄 . 

中央部重点測光 . 

長時間露出 . 

通常 AF モード . 

テレコンパ'-夕 . 

電球（ホワイトバランス） . 

電ナスーム . 

転送画像設定 . 


. P .94 

…… P .133 -1已〇 

. P .98 

. P . 日8 -110 

. P .102 

. . P .34 • 3巨-161 
. P .104 

. P .27 -146 

. P .2 目-134 

••• P .28 •己日 • 69 

. P .103 

. P .136 

. P . 己日. 73 

. P .74 

. P .133 

. P .132 

. P . 己6 

P .24 • 1 18-133 

. P .22. 9日 

. P .28 

. P .68 

. P . 己日. 7] 

. P . 巨目 

. P .62 -108 

. P .61• 108 

. P . 日8 -110 

. P .104 

. P .43 -130 

. P .130 

. P .8 • 39 

. P . 目己-131 

. P .94 

. P .96 

. P .138 

…… P .10 己-160 

. P .66 

. P .81 

. P .49 .己7 

. P .137 

. P .14 己 

. P .136 

. P .144 

…… P .12 己-148 
. P .96 

. P .94 

. P .98 

. P .96 

. P .64 

. P . 己7 

…… P .104 -160 

. P .94 

. P . 日9 -130 

. P .144 
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転送プリント解除 . 

動画 . 

曇天（ホワイトバランス）…… 

内蔵発光禁止 . 

即寺設定 . 

ノイズ除去 . 

発光量補正 . 

パワーオフ設定 . 

ピーキング . 

ヒストグラム . 

ビデオモード . 

非表示設定 . 

標準感度 . 

フィッシュ アイ（コンパ'-夕）••’ 

y 才 —カノ S . 

フオーカスモード . 

フオルダ設定 . 

フオルダ操作（新規作成） . 

フオルダ操作（名称変更） . 

フオルダ操作销 U 除） . 

ブラケティング . 

プ U セットホワイトバランス- •• 
プ U ント指定 （ DP 日 F 設:定） .... 

フルサイズ . 

プ□グラムオート （ P ). 

プ□グラムシフト . 

プ□テクト設定 . 

ボタン設定 . 

ボタン記憶 . 

ホワイトバランス . 

ホワイトバランスブラケティング 

マク□モード . 

マニュアル （ M ). 

マニュアルフオーカス . 

マルチ測光 . 

マルチ連写 . 

モニタ設定 . 

モニタ表示 . 

モノクロ . 

ユーザー設定クリア . 


ワイドコン八一夕 


. P .137 

. P .79. 98 

. P .94 

. P .131 

P .32 • 127 • 149 
. P .1 1已 

. P .131 

…… P .12 已-148 

. P .86 -109 

. P .86 

…… P .133 -149 

. P .141 

. P . 巨8 

…… P .104 -160 

. P .109 

. P . 己7 

…… P .120 • 138 

. P .120 

. P .121 

. P .122 

. P .1 13 

. P .9 曰 

. P .142 

. P . 已己.己6 

. P . 巨]-108 

. P .61 

. P .140 

. P .128 

. P .128 

. P .94 

. P .1 14 

. P . 已7 参 

. P .62 -108 


. P .98 

P .123 -148 

. P .123 

. P .103 

. P .1 16 

. P .1 12 

•.- P .47 • 82 

. P .98 

. P .126 

. P .107 

. P .107 

.. P . 巨7 -108 
.. P . 己0 ■ 108 

P .104 -160 


た 

な 

は 


ま 

や 

6 

ね 


再 

調一 

強ユ 


'ド•••ド 
一定御正 I 
モ固制補モ 
郭ビ写番出出出出 
輪レ連連露露露露 
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